
241 242

243 244

245

246

247 248

249

250

251

252 253 254

255

256

257

第１５４図　３４号住居跡出土遺物実測図⒂
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内面は斜・縦・横方向の条痕文を施す。７５は、現存器高１５０㎜・推定胴部最大径１６４㎜を測る胴部に屈
曲の少ない深鉢形土器である。７６は、現存器高９９㎜・推定胴部最大径１７８㎜を測る胴部に屈曲の少な
い深鉢形土器である。７７は、現存器高１２１㎜・推定胴部最大径１１４㎜を測る胴部に屈曲の少ない深鉢形
土器である。１２６～１３１・１９５～２０５は、撚糸文系深鉢土器の口縁部および胴部破片である。１３２～１３８・
２０７～２１５は、羽状縄文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　出土石器のうち主なものを、第１５２図２１７～２３１・第１５３図２３２～２４０・第１５４図２４１～２５７に示した。２１７
は、最大長５５．６㎜を測る珪質頁岩製の尖頭器である。２１８～２２６は、チャート・緻密質安山岩・黒曜石・
安山岩・無斑晶質安山岩製の石鏃である。２２７は、最大長４１．４㎜を測るチャート製の楔形石器である。
２２８・２２９は、チャート製のＲＦである。２３０・２３１は、最大長８３．７㎜・７１．５㎜を測る菫青石ホルンフェ
ルス製の打製石斧である。いずれも素材礫の自然面を多分に残している。２３２・２３３は、最大長１４６㎜・
重さ１６５．５ｇ、最大長６０㎜・重さ１７．６ｇを測る軽石製品である。いずれも穿孔および溝などの加工は
ないが、全体的に研磨整形している。
　２３４は、残存最大長６８㎜を測るホルンフェルス製のへら状石器である。扁平な小礫の上下端部を加
工したものである。２３５は、輝石安山岩製の砥石である。２３６～２４０は、チャート・多孔質輝石安山岩・
無斑晶質安山岩製の石皿破片である。２４１は、輝石安山岩製の凹石である。２４２～２５３は、砂岩・チャー
ト・溶結凝灰岩・多孔質安山岩・流紋岩質凝灰岩・珪化砂岩・輝石安山岩製の敲石である。表裏面の
中央部や側面・上下端部に敲打痕が認められる。２５４～２５７は輝石安山岩製の磨石である。
３５号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｋ１０－０３・０４・０７・０８
【規模ほか】　長軸９．２４ｍ・短軸４．９４ｍ・深さ４４㎝。形状は長台形。主軸方向　１２１°。炉は検出され
ていない。柱穴は、壁際およびその内側に長方形に規則的に配置される。内側に配列される柱穴に
は、規模のやや大きなものが８本あり、これらは等間隔に並び深さも他よりやや深い（第１５５図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。ローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　３６点・３，１００ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６６．９％に被熱のあとがみら
れる。石器は、９点出土している。うちわけは、尖頭器１点・石鏃３点・削器１点・ＲＦ１点・石皿
１点・敲石１点・磨石１点、このほか黒曜石の剥片４点がある。土器は、６６４点・１０，４８９ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、西側中
央付近の床面から４０㎝ほど浮いた箇所よりややまとまって検出されている。土器のうちわけは、撚糸
文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、一部に縄文の施文がみられる条痕・縄文、羽状縄文系、曽谷式
などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系の土器で全体の９６．９％あり、当該時期を３５号住居
の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１５６図１～１２に、覆土一括扱いのものを第１５６図
１３～１７・第１５７図１８～４９・第１５８図５０～７３に示した。１・１３～３５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２～
１１・３６～６２は胴部、６３・６４は底部の破片である。１は、推定口径１９７㎜・現存器高１６５㎜を測る胴部に
屈曲の少ない平縁の深鉢形土器である。口縁直下に二条の連続刺突文がめぐり、口唇部にも刺突文を
有す。外面は斜方向に、内面は横・斜方向に条痕文を施す。４５は、現存器高９０㎜・胴部最大径１２０㎜
を測る胴部に屈曲の少ない深鉢形土器である。外・内面ともに、斜・縦方向に条痕文を施す。６５～７１
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第１５５図　３５号住居跡実測図および遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 ローム粒・褐色土
2 淡黒褐色 ローム粒・褐色土ブロック
3 褐色
4 暗黒茶色 ローム粒・ロームブロック
5 暗茶色
6 暗黒褐色 多量のローム粒・若干のロームブロック

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 多量のローム粒・褐色土ブロック
2 黒褐色 ローム粒・多量の茶褐色土ブロック
3 暗黒褐色
4 暗茶色
5 黒褐色 多量の褐色土
6 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック
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第１５６図　３５号住居跡出土遺物実測図⑴
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第１５７図　３５号住居跡出土遺物実測図⑵
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第１５８図　３５号住居跡出土遺物実測図⑶
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第１５９図　３５号住居跡出土遺物実測図⑷
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は、撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　出土石器を第１５９図７４～８２に示した。７４は、最大長５５．８㎜を測る黒曜石製の尖頭器である。器体中
央やや下部よりの両側に浅い抉りが入れられる。７５～７７は緻密質安山岩製の石鏃である。形態的に
整っていないことから、未製品の可能性もある。７８は、黒曜石製の削器である。７９は、黒曜石製のＲ
Ｆである。８０は、砂岩製の敲石である。８１は、砂岩製の磨石である。８２は、多孔質安山岩製の石皿破
片である。
３６号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｋ９－０５・０６・１０・１１
【規模ほか】　長軸（６．７４）ｍ・短軸（３．９２）ｍ・深さ４６㎝。形状は長台形か？。主軸方向　１２４°。
炉は検出されていない。柱穴は、壁際および中央部に小規模で浅いものが複数検出されているが、配
置は整然としてはいない。南側および東側部分が欠失する（第１６０図）。
【覆土】　一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の北東部に５箇所のブロック状に、長軸２９０・短
軸１２０・厚さ１２㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　２５点・２，０６７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８１．９％に被熱のあとがみ
られる。石器は、４点出土している。うちわけは、敲石２点・軽石製品１点・石刃１点、このほか
チャートなどの剥片４点がある。土器は、６９４点・１０，５７２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・
垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、遺構の中央部から東側壁付近にかけ
て、床面上３０㎝ほどの範囲内の位置から検出されている。土器のうちわけは、撚糸文系、撚糸文系
（無文）、条痕文系、一部に縄文の施文がみられる条痕・縄文、羽状縄文系などである。このうち主
体を占めるのは、条痕文系の土器で全体の９７．１％あり、当該時期を３６号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１６１図１～１４・第１６２図１５～２７に、覆土一括扱い
のものを第１６２図２８～３０・第１６３図３１～５０に示した。１は、推定口径３５４㎜・現存器高１５９㎜を測る緩い
波状口縁の深鉢形土器である。外面は横・斜方向に、内面は横・斜・横方向に条痕文が施される。２
は、推定口径３２０㎜・現存器高３１８㎜を測る胴部に屈曲の少ない平縁の深鉢形土器である。外面は横・
斜方向に、内面は横・斜・横方向に条痕文が施される。３～７・２８～３５は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、８～２６・３６～４６は胴部の破片である。４７～４９は、撚糸文系土器の口縁部および胴部破片である。
　出土石器を第１６３図５１～５４に示した。５１は、最大長４９．９㎜を測るチャート製の石刃である。５２は、
最大長５８㎜・重さ１３．５ｇを測る軽石製品である。穿孔や溝等の加工はないが、全面的に研磨整形され
ている。５３・５４は、輝石安山岩・菫青石ホルンフェルス製の敲石である。
３７号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｆ１３－１４・１５
【規模ほか】　長軸（３．７６）ｍ・短軸（３．４０）ｍ・深さ３０㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　３０３°。
炉は中央部に位置し、焼土下より２個体の土器が検出される。柱穴は、小規模なものが壁際と炉周辺
から数箇所みつかっているが、配置は整然としてはいない。東側部分が欠失する（第１６４図）。
【覆土】　暗黒茶色土・暗黒褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の
中心部よりに二か所、長軸１９６・短軸９２・厚さ８㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　８点・１４６ｇの礫が出土している。このうち８７．６％に被熱のあとがみられる。石器は出
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第１６０図　３６号住居跡実測図および遺物出土状況図
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第１６４図　３７号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 テフラ
2 暗黒茶色 テフラ
3 暗黄茶色
4 焼土
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土していない。土器は、８１点・４，１２３ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した
点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉内および炉周辺の床面よりやや浮いた位置から出土して
いる。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、
羽状縄文系・関山式の土器で全体の９７．６％あり、当該時期を３７号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１６４図１、第１６５図２・３に、覆土一括扱いのも
のを第１６５図４～２６に示した。１は、炉跡の中央部の窪みに底部を下にして据え付けられるようにし
て検出されたものである。現存器高３３８㎜・底径９０㎜を測るキャリパー形の深鉢形土器で、ループ文・
羽状縄文・コンパス文が交互に施される。２は、炉跡の東端部より検出されたもので、推定口径１８０
㎜・現存器高２３１㎜を測る胴部から口縁部にかけての開きがあまりない深鉢形土器である。口唇部に
は連続して山形の小突起が付され、以下にループ文・羽状縄文・コンパス文が交互に施される。３は、
炉脇の覆土中から検出された底径９０㎜を測る底部の破片である。底部は平底で、底面にも縄文が施文
される。現存器高は５０㎜ほどあるが、破断面には研磨痕跡があることから、土器破損後に整形し、浅
鉢の容器として用いられた可能性がある。４～６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、７～１９
は胴部、２０は底部の破片である。２１～２６は、条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
３８号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｈ１４－０５・０６・０９・１０
【規模ほか】　長軸３．２２ｍ・短軸２．７８ｍ・深さ２８㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　５５°。炉は検出さ
れず、明確な柱穴もない（第１６６図）。
【覆土】　暗黒褐色土を主体とする。
【重複関係】　中央部で方形周溝墓と重複する。また、南側コーナー部は後世のカクランにより消失
する。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。
３９号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｈ１５－０５・０９
【規模ほか】　長軸４．２４ｍ・短軸２．９８ｍ・深さ３２㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向２８９°。炉は、中央
部やや東側よりにある。柱穴は検出されていない（第１６７図）。
【覆土】　明茶色土・暗茶色土などを主体とする。テフラブロックを含む層も多い。
【重複関係】　方形周溝墓や木棺墓との重複により北西隅部分が消失する。
【出土遺物】　１点・４３２ｇの礫石器が出土している。被熱のあとはみられない。石器は、磨石１点、
このほか無斑晶質安山岩の剥片１点がある。土器は、１８１点・２，０７６ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉跡の直上およびやや浮い
た位置から出土している。土器のうちわけは、撚糸文系、条痕文系、一部に縄文の施文がみられる条
痕・縄文、羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式の土器で全体の
６５．２％あり、当該時期を３９号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１６７図１に、覆土一括扱いのものを第１６８図２～
３３に示した。１は、緩やかな波状口縁となる深鉢形土器で、口唇部には山形の貼付文があり、以下に
は円形貼付文、横位・斜位の平行線文、ループ文、コンパス文などが施される。２～８は羽状縄文系・
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第１６７図　３９号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

第１６６図　３８号住居跡実測図および遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 テフラブロック
2 暗黒褐色
3 暗茶色
4 やや暗い暗茶色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 明茶色 テフラブロック
2 黒褐色 若干のローム粒・テフラブロック
3 暗茶色 多量のテフラブロック
4 暗茶色
5 より明るい明茶色 ローム粒
6 明茶色
7 明茶色 テフラブロック
8 明黄褐色
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関山式深鉢形土器の口縁部、９～２４は胴部、２５・２６は底部の破片である。２７～３３は、条痕文系深鉢形
土器の口縁部および胴部破片である。第１６８図３４は、凝灰質砂岩製の磨石・敲石である。表裏面に研
磨痕が、側面に敲打痕が認められる。
４０号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｈ１４－１２・１６
【規模ほか】　長軸４．１６ｍ・短軸３．１８ｍ・深さ４２㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　２６６°。炉は中央
部に一箇所、その東に隣接して一箇所検出された。柱穴は、小規模なものが壁際と炉周辺から数箇所
みつかっているが、配置は整然としてはいない（第１６９図）。
【覆土】　黒褐色土・明茶色土などを主体とする。テフラブロックを含む層が多い。
【出土遺物】　１１７点・４，２２４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８８．６％に被熱のあとがみ
られる。石器は、磨石・敲石１点、このほか赤玉の剥片１点がある。土器は、２４３点・３，９５１ｇ出土し
ている。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉跡
とその周辺にみられ、その直上およびやや浮いた位置から出土している。土器のうちわけは、撚糸文
系、条痕文系、羽状縄文系、浮島式などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土
器で全体の８３．３％あり、当該時期を４０号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１６９図１～３・第１７０図４～７に、覆土一括扱い
のものを第１７０図８～４０に示した。３・８～１３は羽状縄文系深鉢形土器の口縁部、１・４・１４～３１は
胴部、２・５・６・３２は底部の破片である。２は、現存器高１１２㎜・推定底径６８㎜を測る平底の深鉢
形土器である。３は、推定口径２１０・１７４㎜、現存器高１４６㎜を測る片口の深鉢形土器である。口唇部
に蒲鉾状の貼付文、口縁部以下にループ文・円形貼付文・羽状縄文・コンパス文が交互に施文される。
４は、現存器高１０２㎜・胴部最大径２９２㎜を測る深鉢形土器の大型破片である。羽状縄文・ループ文が
施文される。６は、推定底径９８㎜を測る深鉢形土器の底部である。やや上げ底で、底面にも縄文が施
文される。７・３４～３９は、条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。３３は、撚糸文系土器
の底部付近の破片である。４０は浮島式とみられる深鉢形土器の胴部破片である。横位の浅い連続爪形
文、斜位の細い沈線文がみられる。第１７１図４１は、最大長１０３㎜を測る砂岩製の磨石・敲石である。
４１号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｊ１５－０５・０９
【規模ほか】　長軸４．８０ｍ・短軸３．４０ｍ・深さ４６㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　３０７°。炉は中央
部に一箇所、その南東側に一箇所検出された。柱穴は、小規模なものが壁際と炉周辺から数箇所みつ
かっているが、配置は整然としてはいない（第１７２図）。
【覆土】　黒色土・黒褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は住居跡覆土の中心部
よりに、長軸６５・短軸４０・厚さ６㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　２２７点・９，３８３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９５．６％に被熱のあとがみ
られる。石器は、３点出土している。うちわけは、磨石２点・石核１点、このほか両雲母片岩の剥片
１点がある。土器は、２３１点・２，９６０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点
あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉付近の床面よりやや浮いた位置より検出されている。土器
のうちわけは、撚糸文系、撚糸文系（無文）、条痕文系、羽状縄文系、浮島・興津式、諸磯式、加曽
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第１６９図　４０号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 黒褐色 褐色土ブロック・多量のテフラブロック
3 黒褐色 テフラブロック・ローム粒
4 明茶褐色 テフラブロック
5 テフラブロック・焼土粒
6 明茶色 テフラブロック
7 暗褐色 ロームブロック・黒褐色
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第１７１図　４０号住居跡出土遺物実測図⑶

第１７２図　４１号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 テフラブロック
2 テフラブロック
3 黒褐色 方形周溝墓主体部覆土
4 テフラブロック 方形周溝墓主体部覆土
5 黒色 ローム粒 方形周溝墓主体部覆土
6 暗赤褐色 ローム粒 方形周溝墓主体部覆土
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利Ｂ式などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の５２．６％あり、当該
時期を４１号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１７２図１～６に、覆土一括扱いのものを第１７２図
７～２６・第１７３図２７～７６に示した。１～５は、羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁および胴部破片
で、文様は羽状縄文を主体とする。６は、現存器高３０㎜・推定底径６０㎜を測るやや上げ底の底部破片
である。７～２９は、羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁および胴部破片で、文様には横位・斜位の
梯子状文、円形貼付文、コンパス文、ループ文、羽状縄文がみられる。３０～３９は、撚糸文系深鉢形土
器の口縁および胴部破片である。４０～４５は、条痕文系深鉢形土器の口縁および胴部破片である。４６～
５０は諸磯式、５１～６１は浮島・興津式、６２～７３は前期後葉、７５・７６は加曽利Ｂ式とみられる。第１７３図
７７・７８は、多孔質安山岩・凝灰岩製の磨石である。
４２号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｈ１６－Ｇ・Ｋ
【規模ほか】　長軸４．２４ｍ・短軸３．７２ｍ・深さ５０㎝。形状は円形。炉は中央やや西よりに一箇所検出
されているが、柱穴はみつかっていない（第１７４図）。
【重複関係】　方形周溝墓との重複により東側が消失する。
【出土遺物】　１点・１３８ｇの礫石器が出土している。被熱のあとはみられない。石器は、打製石斧１
点である。土器は、９２点・６５６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。
土器のうちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系・浮島式・加曽利Ｂ式など
である。このうち主体を占めるのは、条痕文系の土器で全体の６２．６％あり、当該時期を４２号住居の帰
属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１７４図１～１２に示した。１～３は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の胴部破片で羽状縄文・円形貼付文が施される。４・５は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、
６・７は撚糸文系（無文）土器の口縁部破片、８は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片、９は浮島式、
１２は加曽利Ｂ式とみられる。第１７４図１３は、残存最大長６２㎜を測る砂岩製の打製石斧の破片である。
４３号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１６－Ｃ・Ｄ
【規模ほか】　長軸４．２０ｍ・短軸３．７１ｍ・深さ４９㎝。形状は円形。炉は中央部に一箇所検出されてい
る。柱穴は炉の周囲に小規模なものが数箇所あるが、配列は整然としていない（第１７５図）。
【覆土】　黒褐色土・褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　５３点・１，４１１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器の
出土はないが、黒曜石などの剥片２点がある。土器は、１０７点・１，７００ｇ出土している。取り上げ方法
は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄
文系・諸磯式などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の５０．４％あり、
当該時期を４３号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１７６図１～３０に示した。１～１４は、羽状縄文系・関山式
深鉢形土器の口縁および胴部破片である。文様は、平行線文・梯子状文・円形貼付文・コンパス文・ルー
プ文・羽状縄文などがみられる。１５～１７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、１８・１９は撚糸文系（無文）
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第１７４図　４２号住居跡実測図および出土遺物実測図

第１７５図　４３号住居跡実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 若干の褐色土
2 褐色 多量のテフラブロック(5㎝)
3 暗褐色 褐色土(1～3㎝)
4 褐色 ロームブロック(5～10㎝)
5 黄褐色 ソフトローム主体・部分的に褐色土
6 黄褐色 多量のハードブロック(1～3㎝)
7 黒褐色 若干のローム粒 粗い堆積
8 暗褐色 多量のローム粒
9 明褐色 多量のロームブロック(0.5～1㎝) 硬い
10 赤褐色 多量の焼土粒・多量のローム粒
11 黒褐色
12 褐色
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土器、２０～２３は条痕文系土器、２４は浮島式、２６～２９は諸磯式、３０は十三菩提式とみられる。
４４号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｈ１７－０３・０７・０８・１１・１２
【規模ほか】　長軸１１．００ｍ・短軸５．６２ｍ・深さ４４㎝。形状は長台形。主軸方向　２°。炉は中央部北
側よりに一箇所ある。柱穴は、小規模なものが壁際と中央部よりから複数みつかっているが、配置は
整然としてはいない（第１７７図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１１１点・５，６８９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８２．２％に被熱のあとがみ
られる。石器は、３点出土している。うちわけは、磨石２点・砥石１点、このほかチャートなどの剥
片２点がある。土器は、７６点・１，６６９ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した
点あげのみである。遺物は、壁際を除く遺構全体から多数検出されているが、垂直分布を示す発掘調
査時の記録類が不明だったため、平面的位置以外の情報が欠如している（第１７８図）。土器のうちわけ
は、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、
羽状縄文系・関山式の土器で全体の６２．４％あり、当該時期を４４号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１７８図１～２２に示した。１～１４は、羽状縄文系・関山式
深鉢形土器の口縁および胴部破片である。文様は、梯子状文・円形貼付文・コンパス文・ループ文・
羽状縄文などがみられる。１５は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、１６～２２は条痕文系深鉢形土器であ
る。２２はやや丸底の底部である。出土石器を第１７９図２３～２５に示した。２３・２４は、砂岩・火山礫凝灰
岩製の磨石である。２５は、菫青石ホルンフェルス製の砥石である。
４５号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１７－Ｇ・Ｈ
【規模ほか】　長軸３．１０ｍ・短軸２．５１ｍ・深さ３４㎝。形状は円形。炉は中央部に一箇所検出されたが、
柱穴はみつかっていない。南側壁面を欠失する（第１８０図）。
【覆土】　暗褐色土・黄褐色土などを主体とする。ハードロームブロックを含む層もある。
【出土遺物】　１５５点・２，９９４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９３．１％に被熱のあとがみ
られる。石器は、磨石１点、このほか黒曜石などの剥片２点がある。土器は、９８点・１，２３８ｇ出土し
ている。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無
文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全
体の５６．３％あり、当該時期を４５号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１８０図１～１０・第１８１図１１～１７に示した。１・２は、羽
状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、３～８は胴部、９・１０は底部の破片である。文様は、円形貼
付文・コンパス文・ループ文・羽状縄文・付加条文などがみられる。９は底面にも縄文が施文され
る。１０は、底径６２㎜を測り上げ底である。１１～１３は、条痕文系深鉢形土器の口縁および胴部破片であ
る。１４・１５は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、１６・１７は撚糸文系（無文）土器の口縁部破片である。
第１８１図１８は、最大長６８㎜を測る輝石安山岩製の磨石である。
４６号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１７－Ｉ・Ｊ・Ｍ・Ｎ
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第１７７図　４４号住居跡実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1
2 暗褐色 ブロック・ローム粒
3
4 黒褐色
5 暗褐色
6 炉
7 表土
8 9層よりやや暗い黒褐色
9 黒褐色
10 暗褐色
11 暗褐色 多量のローム

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 茶色 ローム粒（ｽｺﾘｱ）・暗褐色（ブﾛｯｸ）
2 暗褐色＋黒褐色 多量のローム粒
3 1層よりやや暗い茶色
4 明褐色 ブロック
5 茶色～明褐色
6 暗褐色 ブロック
7 暗褐色 ブロック
8 暗褐色 多量のローム粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 暗褐色 ブロック・ローム粒
3 暗褐色 ブロック・2層より多いローム粒
4 黒褐色 ローム粒
5 暗明褐色
6 暗褐色 ブロック
7 黄褐色
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第１７８図　４４号住居跡遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴
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第１８０図　４５号住居跡実測図および出土遺物実測図⑴

第１７９図　４４号住居跡出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色 多量のテフラ
2 暗褐色 多量のローム粒・若干のハードロームブロック(1㎝)
3 黄褐色 ソフトローム主体
4 黄褐色 多量のハードロームブロック(約1㎝) 硬い
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【規模ほか】　長軸６．６５ｍ・短軸４．７３ｍ・深さ３５㎝。形状は長台形。主軸方向　１６°。炉は中央部やや
南よりに二箇所検出された。柱穴は中央部付近に数箇所あるが配列は整然としていない（第１８２図）。
【覆土】　褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝によって東側・南側を欠失する。
【出土遺物】　１１０点・３，９７９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９６．６％に被熱のあとがみ
られる。石器は、磨石１点が出土している。土器は、９２点・１，３４２ｇ出土している。取り上げ方法
は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄
文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の５５．５％あり、当該時
期を４６号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１８３図１～１９に示した。１～５は、羽状縄文系・関山式
深鉢形土器の口縁部、６～１３は胴部、１４は底部の破片である。文様は、梯子状文・平行線による鋸歯
状文・円形貼付文・コンパス文・ループ文・羽状縄文などがみられる。１４は底径３３㎜を測る小型の深
鉢形土器で、やや上げ底である。１５～１８は、条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１９
は、前期末から中期初頭の深鉢形土器の破片とみられる。第１８３図２０は、砂岩製磨石の破片である。
４７号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１７－Ｊ・Ｋ・Ｎ・Ｏ
【規模ほか】　長軸４．２２ｍ・短軸３．９７ｍ・深さ４０㎝。形状は円形。炉は中央部やや南側に一箇所ある。
柱穴は炉の周囲に数箇所みられるが、その配列は整然としていない（第１８４図）。
【覆土】　暗褐色土・褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックを含む層が多い。
【重複関係】　西側の一部が古墳周溝との重複により欠失する。
【出土遺物】　２０点・１，４９９ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみ
られる。石器は、砂質頁岩の剥片１点がある。土器は、８３点・１，３１５ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、覆土一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系、撚糸文
系（無文）、条痕文系、羽状縄文系、浮島・興津式、諸磯式などである。このうち主体を占めるのは、
羽状縄文系・関山式土器で全体の２４．９％あり、当該時期を４７号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち主なものを第１８４図１～２３に示した。１～６は、羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の胴部および底部の破片である。文様は、コンパス文・ループ文・羽状縄文などがみられる。
７～１５は浮島・興津式とみられ、このうち７は炉の北側床面付近から出土している。２２・２３は、条痕
文系深鉢形土器の胴部破片である。
４８号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１７－Ｌ・Ｐ
【規模ほか】　長軸３．７３ｍ・短軸３．２９ｍ・深さ３４㎝。形状は円形。炉は中央付近に一箇所検出されて
いるが、柱穴はみつかっていない（第１８５図）。
【覆土】　暗褐色土・褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　６０点・２，１１４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８９．５％に被熱のあとがみら
れる。石器は、砥石１点、このほか黒曜石などの剥片２点である。土器は、６４４点・１３，４３７ｇ出土し
ている。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は、炉周
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第１８１図　４５号住居跡出土遺物実測図⑵

第１８２図　４６号住居跡実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色 多量のテフラ（斑状）

2 暗褐色 多量のローム粒
多量のハードロームブロック(1㎝)

3 黄褐色 ソフトローム主体
4 褐色 多量のソフトローム
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第１８４図　４７号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 テフラ・ローム粒
2 褐色 多量のソフトロームブロック
3 暗褐色 多量のローム粒
4 黄褐色 ソフトローム主体・若干のハードロームブロック(1㎝)
5 赤褐色 多量の焼土粒
6 褐色 若干のソフトローム
7 黄褐色 多量のハードロームブロック(1㎝) 硬い
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第１８５図　４８号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色 テフラ（斑状）
2 黄褐色 ソフトローム主体・若干のハードロームブロック(1㎝)
3 暗褐色 多量のローム粒・若干のソフトロームブロック
4 赤褐色 ローム粒・多量の焼土粒

－199－



4

5

6

7

8

9

10

11

12

13
14

15

16

17

18

19
20

21 22 23

24

25 26
27 28

29 30
31

32

33

34
35

36

第１８６図　４８号住居跡出土遺物実測図⑵
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第１８７図　４８号住居跡出土遺物実測図⑶
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辺床面付近およびこれよりやや浮いた位置から出土している。土器のうちわけは、撚糸文系（無文）・
条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の
９６．０％あり、当該時期を４８号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１８５図１～３・第１８６図４～１４・第１８７図１５に、覆
土一括扱いのものを第１８７図１６～３６・第１８８図３７～６４・第１８９図６５～６７に示した。１は、推定口径２８３㎜・
現存器高３５７㎜を測る胴部のやや屈曲する深鉢形土器である。口唇部に山形の貼付文がみられ、以下
にループ文・羽状縄文がめぐる。３は、口径１２９㎜・器高８８㎜・推定底径９２㎜を測る鉢形土器で、口
縁部は一部山形となる。底面に網代痕状のものがみられる。４は、口径３２２㎜・現存器高２６２㎜を測る
波状口縁のキャリパー形深鉢土器である。波頂部は連続する蒲鉾状の貼付があり、以下の器面には丸
組紐がみられる。５は推定口径３２０㎜・現存器高１９１㎜を測る胴部のやや屈曲する平縁の深鉢形土器で
ある。丸組紐を地文とし、この上に平行線による鋸歯状文などを施す。１５は、現存器高２１６㎜・胴部
最大径１９０㎜を測る胴部があまり屈曲しない深鉢形土器である。丸組紐を地文とし、上部に浅い平行
線文がめぐる。１８は、片口の深鉢形土器である。４１は、現存器高１８９㎜・胴部最大径２８０㎜を測る深鉢
形土器である。上部にコンパス文、下部に平行線による鋸歯状文がみられる。丸組紐を地文とする。
６５・６６は、条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。６７は、撚糸文系（無文）土器の口縁
部破片である。ミガキ整形時に胎土中砂粒が移動したことによる横位の擦痕文が顕著に認められる。
第１８９図６８は、両雲母片岩製の砥石である。
４９号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１７－Ｐ、Ｉ１８－Ｍ、Ｊ１７－Ｄ、Ｊ１８－Ａ
【規模ほか】　長軸４．７２ｍ・短軸３．１８ｍ・深さ３４㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向３４°。炉は中央南側
に一箇所みられる。柱穴は不明確である（第１９０図）。
【覆土】　暗褐色土・黄褐色土などを主体とする。多量のローム粒・ロームブロックを含む層がある。
【出土遺物】　１２５点・４，４９０ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９１．７％に被熱のあとがみ
られる。石器は、石皿２点が出土している。このほか珪質頁岩・頁岩の剥片２点がある。土器は、
２６３点・３，８９２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸
文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系・諸磯式などである。このうち主体を占めるのは、
羽状縄文系・関山式土器で全体の６３．６％あり、当該時期を４９号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１９１図１～３４に示した。１～２２は、羽状縄文系・関山式
深鉢形土器の口縁および胴部破片である。文様は、コンパス文・円形貼付文・梯子状文・ループ文・
羽状縄文・付加条文・丸組紐などがみられる。２３～２５は撚糸文系深鉢形土器である。３０～３３は、条痕
文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。３４は諸磯式とみられる。第１９１図３５・３６は、輝石安
山岩製石皿の破片である。
５０号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｊ１８－Ｆ・Ｇ
【規模ほか】　長軸４．２２ｍ・短軸１．９６ｍ・深さ２１㎝。形状は不明。炉や明確な柱穴の検出はない。
【重複関係】　古墳周溝と重複するため、南側部分が大きく欠失する（第１９２図）。
【出土遺物】　礫および礫石器、石器および剥片類の出土はない。土器は、２５点・５０５ｇ出土してい
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第１９０図　４９号住居跡実測図

第１８９図　４８号住居跡出土遺物実測図⑸

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
Ⅰ
Ⅱa
Ⅱb 黒褐色 テフラ

1 暗褐色 多量のローム粒
多量のソフトロームブロック(1㎝)

2 黄褐色(1) ソフトローム主体
3 黄褐色(2) 多量のハードロームブロック(1㎝) 硬く密
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第１９１図　４９号住居跡出土遺物実測図
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る。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・
条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器であるので、
当該時期を５０号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１９２図１～８に示した。１～３は関山式深鉢形土器の胴
部破片である。４・５は撚糸文系土器である。６～８は撚糸文系（無文）土器の口縁部破片である。
５１号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ１８－Ｇ・Ｈ・Ｋ・Ｌ
【規模ほか】　長軸５．３５ｍ・短軸３．２４ｍ・深さ４１㎝。形状は長方形。主軸方向　３０９°。炉は中央部か
らややずれた位置に二箇所検出されている。柱穴は壁際および炉付近に複数にみられるが、その配列
は整然としていない（第１９３図）。
【覆土】　黒褐色土・褐色土などを主体とする。ローム粒を含む層も多い。
【出土遺物】　１６２点・５，１２５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９４．８％に被熱のあとがみ
られる。石器は、２点出土している。うちわけは、石鏃１点・敲石１点、このほか黒曜石・チャート
などの剥片１０点がある。土器は、２６５点・３，２４１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのも
ののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。この
うち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式の土器で全体のおよそ６２．１％あり、当該時期を５１号住居
の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第１９４図１～４８に示した。１～１１は、羽状縄文系・関山式
深鉢形土器の口縁部、１２～２９は胴部、３０～３２は底部の破片である。文様は、梯子状文・平行線文・コ
ンパス文・ループ文・羽状縄文などがみられる。３３～３８は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部の
破片である。３９は撚糸文系（無文）土器の口縁部破片である。横位の擦痕文がみられる。４０～４８は、
条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。第１９４図４９は、最大長１５．１㎜を測る黒曜石製の
石鏃である。５０は、最大長８９㎜を測る輝石安山岩製の凹石である。
５２号住居跡
【検出位置】　セ２８区Ｇ１９－１４、Ｈ１９－０１・０２・０５・０６
【規模ほか】　長軸８．９０ｍ・短軸５．３２ｍ・深さ５８㎝。形状は長台形。主軸方向　４４°。炉は中央部より
やや南側に一箇所、そしてその東西にも二箇所の焼土面をみる。柱穴は、壁際および炉周囲に小型の
ものが多数並ぶ（第１９５図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　６４点・４，４００ｇの礫および礫石器が出土している。このうち４５．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、７点出土している。うちわけは、石核２点、砥石２点、磨石・敲石３点、このほか
チャートの剥片１点がある。土器は、２，０３６点・３０，０５０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂
直位置を記録した点あげ、覆土一括扱いの両方がある。遺物は、壁際を除く遺構全面に分布し、床面
上から覆土上面に至るまで幅広く出土している（第１９６図）。土器のうちわけは、撚糸文系・撚糸文系
（無文）・条痕文系・羽状縄文系・加曽利Ｅ式・称名寺式・堀之内式・加曽利Ｂ式・曽谷式などである。
このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の９２．８％あり、当該時期を５２号住居の帰
属時期とみる。
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第１９３図　５１号住居跡実測図

第１９２図　５０号住居跡実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のテフラ（斑状）・若干のローム粒
2 褐色 褐色土主体（斑状）

3 黒褐色 多量のローム粒
若干のソフトロームブロック(１㎝)

4 褐色 多量のソフトローム
5 明褐色 多量のローム粒(1㎝) あり
6 赤褐色 多量の焼土粒・若干のローム粒

7 黄褐色 ソフトローム主体
若干のハードロームブロック(1㎝)
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第１９４図　５１号住居跡出土遺物実測図
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第１９５図　５２号住居跡実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 ローム粒・暗褐色土ブロック・黒褐色土 硬い
2 暗褐色
3 暗褐色 ローム粒・ロームブロック・黒褐色土
4 暗褐色 （茶色）褐色土ブロック（大）・黒褐色土・ローム粒 硬い
5 暗褐色 褐色土ブロック
6 暗褐色 黒褐色土・ローム粒
7 暗褐色 黒褐色土・ローム粒
8 暗褐色 黒褐色土・ロームブロック・ローム粒
9 暗褐色 多量のローム粒・褐色土に黒褐色土
10 黒褐色 多量のロームブロック・ローム粒・若干の黒色土ブロック
11 暗黒褐色 褐色土・黒褐色土 硬い
12 暗褐色 焼土粒
12b 焼土
13 暗褐色 多量のローム粒
14 暗黒褐色 褐色土・若干のローム粒土
15 暗黄褐色

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 ローム粒・暗褐色土ブロック・黒褐色土 硬い
2 黒褐色
3 暗褐色 （茶色）褐色土ブロック（大）・黒褐色土・ローム粒 硬い
4 暗黒褐色 褐色土・黒褐色土 硬い
5 焼土粒
6 暗黄褐色 褐色土
7 暗黒褐色 褐色土・若干のローム粒
8 暗黄褐色
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第１９６図　５２号住居跡遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴
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【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第１９６図１～３・第１９７図４～２２・第１９８図２３～３６
に、覆土一括扱いのものを第１９９図３７～８５・第２００図８６～１１８・第２０１図１１９～１４３に示した。１～１５・３７
～９１は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、１６～３４・９２～１２１は胴部、３５・３６・１２２～１３０は底部
の破片である。１は、口径３５０㎜・現存器高２５１㎜を測る波状口縁のキャリパー形深鉢土器である。口
唇部に縦位のキザミを付し、口縁部文様帯には梯子状文と円形貼付文、以下にはループ文・羽状縄
文・コンパス文が交互に施される。２は、片口の深鉢形土器である。２３は、現存器高９２㎜・胴部最大
径２６０㎜を測る深鉢形土器。３５は推定底径７８㎜を測る土器の底部、３６は推定底径７６㎜を測る上げ底の
底部である。８５は、推定口径１８０㎜・現存器高８７㎜を測る平縁の深鉢形土器である。１００は、現存器高

第２０２図　５２号住居跡出土遺物実測図⑺
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１１５㎜・胴部最大径２７２㎜を測る胴部の張った深鉢形土器である。文様は付加条。１２２は推定底径７４㎜
を測る底部で、底面にも縄文の施文がある。１２４は推定底径６９㎜を測る底部でやや上げ底である。１３１
～１３４は撚糸文系土器、１３５・１３６は条痕文系土器、１３８～１４０は加曽利Ｅ式、１４１は称名寺式、１４２は加
曽利Ｂ式の紐線文をもつ粗製深鉢形土器、１４３は曽谷式土器の破片である。
　出土石器のうち主なものを、第２０２図１４４～１４９に示した。１４４は最大長８８㎜を測る頁岩製の石核であ
る。１４６は凝灰岩製の砥石である。１４７・１４８・１４９は砂粒花崗岩・デイサイト製の磨石・敲石である。
５３号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｇ１９－Ｇ・Ｈ・Ｋ・Ｌ、Ｇ２０－Ｅ・Ｉ
【規模ほか】　長軸７．９７ｍ・短軸４．９０ｍ・深さ３５㎝。形状は長方形。主軸方向２９６°。炉は中央部より
やや西側・東側の位置に二箇所みられる。柱穴は壁際および炉周辺に複数みられるが、その配列はあ
まり整然としていない（第２０３図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。多量のローム粒・ロームブロックを含む層がある。
【出土遺物】　４４点・２，３７１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８８．３％に被熱のあとがみら
れる。石器としては、チャート・緑泥片岩などの剥片２点がある。土器は、５５４点・６，３６３ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、覆土一括扱いの両方がある。ややまと
まって遺物がみつかったのは、西側壁際の床面近くである。
　土器のうちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主
体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の９８．０％あり、当該時期を５３号住居の帰属時期とみ
る。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２０３図１・第２０４図２～１４に、一括扱いのものを
第２０４図１５～４２に示した。１・１５～２０は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部、２～１３・２１～４２は
胴部の破片である。１は、推定口径２８７㎜・現存器高２９５㎜を測る平縁の瓢状の深鉢形土器である。口
唇部に山形の貼付文があり、以下に円形貼付文・ループ文・羽状縄文・コンパス文がみられる。２は、
現存器高６７㎜・胴部最大径２７８㎜を測る深鉢形土器の胴部破片である。
５４号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｇ２１－Ｊ
【規模ほか】　長軸３．４６ｍ・短軸３．０７ｍ・深さ３０㎝。形状は円形。中心部に炉が一箇所あるが、柱穴
の検出はない（第２０５図）。
【覆土】　黒褐色土・黄褐色土などを主体とする。若干のローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　７点・３７８ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器・剥
片類・土器の出土はない。
５５号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｈ２０－Ｉ・Ｊ・Ｍ・Ｎ
【規模ほか】　長軸５．４８ｍ・短軸４．２３ｍ・深さ３２㎝。形状は楕円形。炉および柱穴は検出されていな
い（第２０６図）。
【覆土】　黒褐色土を主体とする。多量のローム粒・ロームブロックを含む層がある。
【出土遺物】　１５点・１，２３１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５０．２％に被熱のあとがみら
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第２０３図　５３号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色 テフラ（斑状）
2 黒褐色 多量のローム粒
3 暗褐色 ロームブロック(1～2㎝) 硬い
4 黄褐色 多量のローム粒・多量のロームブロック(1～2㎝)
5 暗褐色 多量の焼土粒・多量のローム粒
6 暗褐色 多量のハードブロック(1～2㎝)・ローム粒 粗い
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第２０６図　５５号住居跡実測図および出土遺物実測図

第２０５図　５４号住居跡実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色 テフラ（斑状）
2 黒褐色 若干のローム粒・若干の焼土粒
3 黄褐色(1) 若干のローム粒・多量の焼土粒

4 黄褐色(2) 若干のローム粒
多量のソフトロームブロック(1～2㎝） 硬い

5

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のローム粒
2 黄褐色 ソフトロームブロック主体
3 明褐色 多量のロームブロック(1㎝)・ローム粒 硬い

－220－



1 2 3

4 5
6

7

8
9

25.20m

B

A A'

3

B'

A'A
1

2

4

5

3

1

2
3

5

3

B

A

A'

B'

a'a

25.70m

25.70m
a

B B'

a'

1

2 3 2

25.70m
1

2
3

2
A
'

A

25
.20
m

B
B'

れる。石器は、２点出土している。うちわけは、磨石・敲石１点、磨石１点である。土器は、１７点・
２５８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸
文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。出土遺物量が少なく、時期も混在しているため判
然としないが、周辺遺構の時期等を鑑みて羽状縄文系・関山式を５５号住居の帰属時期とみたい。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２０６図１～７に示した。１～３は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の破片である。４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、５～７は条痕文系深鉢形土器の胴部破片
である。第２０６図８は砂岩製の磨石・敲石、９は流紋岩質凝灰岩製の磨石である。
５６号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｉ２０－Ｎ・Ｏ、Ｊ２０－Ｂ・Ｃ
【規模ほか】　長軸７．８８ｍ・短軸５．１６ｍ・深さ２４㎝。形状は長台形。主軸方向　３４１°。炉は中央西側
よりに二箇所認められたが、しっかりとした柱穴は検出されていない（第２０７図）。
【出土遺物】　５点・２６６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５１．５％に被熱のあとがみられ
る。石器は、敲石１点が出土している。土器は、２点・５３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一
括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）である。出土遺物量がごくわず
かなため、帰属時期は特定できない。
【遺物説明】　第２０７図１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。２は最大長５２㎜を測る花崗閃緑
岩製の敲石である。
５７号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｊ１７－Ｌ、Ｊ１８－Ｅ・I
【規模ほか】　長軸４．９７ｍ・短軸３．９６ｍ・深さ３５㎝。形状は隅丸長方形。主軸方向　２５２°。炉は中央
部西側と東側よりに二箇所認められたが、明確な柱穴は検出されていない（第２０８図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。多量のローム粒・ハードロームブロックを含む層
が多い。
【出土遺物】　６点・２０５ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。石器の出土はない。土器は、１６５点・２，６６３ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を
記録した点あげ、覆土一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・
羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系・関山式土器で全体の７２．０％あり、
当該時期を５７号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第２０９図１は東側の炉脇の床面付近から検出されたもので、口径１９６㎜・器高２００㎜・底
径７８㎜を測る平縁の深鉢形土器である。これ以外は、覆土一括扱いで取り上げられたものである。２
～１１は、羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部および胴部の破片である。文様は、円形貼付文・平
行線文・コンパス文・ループ文・羽状縄文などがみられる。１２～１７は撚糸文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片、１８～２０は　撚糸文系（無文）土器の口縁部破片、２１～２８は条痕文系深鉢形土器の胴部
破片である。
５８号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｌ１８－Ｂ
【規模ほか】　長軸３．００ｍ・短軸２．６５ｍ・深さ２５㎝。形状は円形。炉および柱穴は検出されていない
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（第２１０図）。
【覆土】　暗褐色土・黒色土などを主体とする。
【出土遺物】　１５点・９２８ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６７．３％に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨石・敲石１点が出土している。土器は、１０３点・１，６５３ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげのみである。遺構中央部床面付近から出土している。土器のう
ちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占める
のは、羽状縄文系・関山式土器で全体の９７．４％あり、当該時期を５８号住居の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２１０図１～１６に示した。１～４は羽状縄文系・関山式深
鉢形土器の口縁部、５～１４は胴部、１５は底部の破片である。文様は、平行線文・コンパス文・ループ
文・羽状縄文などがみられる。１５は推定底径６１㎜を測る底部破片で、やや上げ底である。１６は撚糸文
系深鉢形土器の胴部破片である。第２１０図１７は石英閃緑岩の磨石・敲石である。
５９号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｋ２１－Ｅ・Ｆ・Ｉ・Ｊ
【規模ほか】　長軸７．７３ｍ・短軸４．８５ｍ・深さ３７㎝。形状は長台形。主軸方向　３２２°。炉は検出され

第２０８図　５７号住居跡実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 褐色土（斑状）・多量のローム粒
2 褐色 多量のソフトローム(1～2㎝)
3 暗褐色 ハードローム(1㎝)
4 黄褐色 ローム主体
5 暗褐色 多量のハードロームブロック(1㎝)
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第２０９図　５７号住居跡出土遺物実測図
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第２１０図　５８号住居跡実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 若干のローム 最も有機質の影響を受ける
2 暗褐色 多量のローム 壁崩壊土
3 黒色
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第２１１図　５９号住居跡実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 非常に多量のローム粒
2 暗褐色 ソフトローム（斑状） 硬い

3 褐色 若干のハードロームブロック(1㎝)
ソフトローム（斑状）

4 暗褐色 ローム粒
5 黄褐色 ローム粒主体 軟質
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ていない。柱穴は複数あるが、その配列は整然としていない（第２１１図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　１５点・１，４７１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７７．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は敲石１点がある。土器は、２１点・３６４ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱い
のもののみである。土器のうちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系などで
ある。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体の８４．６％あり、当該時期を５９号住居の帰属時
期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２１１図１～８に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の
胴部、５は底部の破片である。５は推定底径４３㎜を測る平底の土器で、やや上げ底となっている。底
面にも条痕文がある。第２１１図９は、最大長９６㎜を測る流紋岩質凝灰岩製の敲石である。
６０号住居跡
【検出位置】　セ５４区Ｋ２１－Ｍ・Ｎ、Ｌ２１－Ａ・Ｂ
【規模ほか】　長軸４．７３ｍ・短軸３．５８ｍ・深さ２４㎝。形状は方形。炉は東側よりに一箇所あるが、明
確な柱穴はみつかっていない（第２１２図）。
【重複関係】　方形周溝墓や方形区画遺構との重複により住居床面および壁面の一部が欠失する。
　出土遺物がないため、遺構の詳細時期は不明。

第２１２図　６０号住居跡実測図
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新№ 調査区 旧№ 時期
取り
上げ
方法

条痕文 条痕・縄文 羽状縄文系
口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）
１ ０６４ ０９７ 早期 点あげ １１ １８８

一括 ８ １４７ ５２ ８１２ ２ ６５ １ １３ ５ ８８
７９ １３１３ ７３ １２１２ ０ ０ ６ １０１

９２．３％ ０％ ７．７％
２ ０６４ ０７６ 早期？ ―
３ ０６４ ０９９ 早期 一括 ６ １３０ ６４ ８４２ １ ２３ ４ ８０

７５ １０７５ ７０ ９７２ １ ２３ ４ ８０
９０．４％ ２．１％ ７．４％

４ ０６４ ０９６ 早期？ ―
５ ０６４ １０３ ？ ―
６ ０９９ １１６０ 前期 点あげ １ １９ ４１ １２３７ ２１ ９３１

一括 ３ ２８５ ５３ １６７３ ３２０ ６１７１
４３９ １０３１６ ４ ３０４ ０ ０ ４３５ １００１２

２．９％ ０％ ９７．１％
７ ０９９ １１６１ 前期 点あげ １０ ３０９ ４１ ７１７

一括 １６ ４８２ ９９ １２４１ ３ ６４
１６９ ２８１３ ０ ０ ０ ０ １６９ ２８１３

０％ ０％ １００％
８ ０９９ １１６６ 前期？ ―
９ ０９９ １１５８ 前期 一括 １ ２３ ２４ ２３０

２５ ２５３ １ ２３ ０ ０ ２４ ２３０
９％ ０％ ９１％

１０ ０９９ １１５７ 前期 一括 ５ ２０９ １０ １６１ ２６ １１４３ １３５ １５６８ ３ ５７
１８０ ３１７９ １５ ３７０ ０ ０ １６４ ２７６８

１１．６％ ０％ ８７．１％
１１ ０９９ １１５１ 前期 一括 １０ １５４ １３ ３８１ １２４ ２０６９ ３ ３０

１６０ ２７８７ １０ １５４ ０ ０ １４０ ２４８０
５．５％ ０％ ８９．０％

１２ ０９９ １１６４ 前期 一括 １ １６ １１ ３７４ １１８ １７８８ １ １１
１３１ ２１８９ １ １６ ０ ０ １３０ ２１７３

０．７％ ０％ ９９．３％
１３ ０９９ １１５２ 前期 一括 １ ２４ ２３ ４２８ ２００ ３２３５ ７ １２９

２３１ ３８１６ １ ２４ ０ ０ ２３０ ３７９２
０．６％ ０％ ９９．４％

１４ ０９９ １１５６ 前期 点あげ １０ １８１ ４４ ６８１
一括 １６ ２３４ １６４ ２４２４ ２ ６１

２３６ ３５８１ ０ ０ ０ ０ ２３６ ３５８１
０％ ０％ １００％

１５ ０９９ １１５５ 前期 点あげ ３ １６０
一括 ８ ５４２ ２２ ６９７

３３ １３９９ ０ ０ ０ ０ ３３ １３９９
０％ ０％ １００％

１６ ０９９ １１５４ 前期 点あげ １ ２１ ５８ １２６７
一括 １ １０ ５ ９４ ４ ３２ ８５ ２２２０ ２ １６

１５６ ３６６０ ６ １０４ ０ ０ １５０ ３５５６
２．８％ ０％ ９７．２％

１７ ０９９ １１５３ 前期 点あげ ３ １９０ ２ ４３
一括 １ ２４ ６ ５９ ６ ２８０ ６０ １２７７ １ １５

７９ １８８８ ７ ８３ ０ ０ ７２ １８０５
４．４％ ０％ ９５．６％

１８ ０９９ １１６２ 前期？ ―
１９ ０９９ １１６７ 前期？ ―
２０ ０９９ １１６３ 前期 一括 １ １６ ２ １０５ １６ ３３６ １７８ １８５１ ３ １５１

２００ ２４５９ ３ １２１ ０ ０ １９７ ２３３８
４．９％ ０％ ９５．１％

２１ ０９９ １１５０ 前期 点あげ ２ ４２ ４８ １１４１ ２７６ ４８３４ ５ １３９
一括 ３ ４０ ５ ３７ ２９ ４４２

３６８ ６６７５ ５ ８２ ０ ０ ３６３ ６５９３
１．２％ ０％ ９８．８％

２２ ０９９ １１５９ 前期 一括 １ １５ ２３ ７１１ １４７ ２１５０ １ ４２
１７２ ２９１８ １ １５ ０ ０ １７１ ２９０３

０．５％ ０％ ９９．５％
２３ セ７２ ０３５ 早期 点あげ １３ ５３９ ９２ ２５５８ ２ ８７ １ ４

一括 ２４ ３９２ ２３０ ２８２０ ３ ２０２ １ ７
３６７ ６６５６ ３６４ ６５９８ ０ ０ ２ １１

９９．１％ ０％ ０．２％
２４ セ７２ ０３０ 早期 一括 ４ ５５ ２８ ２８６

３２ ３４１ ３２ ３４１ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２５ セ７３ ０３６ 早期 一括 １７ ３２６ ８３ １１４８ ６ １５８
１０６ １６３２ １０６ １６３２ ０ ０ ０ ０

１００％ ０％ ０％
２６ セ７３ ０３３ 早期 一括 ６ １１３ ９９ １３６６

１０５ １４７９ １０５ １４７９ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

２７ セ２８ ０７９ 早期
点あげ ９２ ５７１７ ４６１ １６５３２ １８ １０５６ １ ５４ １ ５５ １ ２４

一括
２８４ ５９１０ ２８４８ ４１７３３ ５０ １１８３ ２ １４５ １ ３６ １ １５ １２ １２１

３８０５ ７３０２２ ３７５３ ７２１３１ ５ ２９０ １４ １６０
９８．８％ ０．４％ ０．２％

２８ セ２８ ３１７ 早期 点あげ １ ５５ １１ ２２７
一括 ５ １１３ ３２ ３９３

５０ ７９１ ４９ ７８８ ０ ０ ０ ０
９９．６％ ０％ ０％

２９ セ２８ ３００ 早期 点あげ １５ １００３ ９３ ３０３３ ７ ５７１
一括 ４ １６

１２２ ４６７７ １１９ ４６２３ ０ ０ ０ ０
９８．８％ ０％ ０％

３０ セ２８ ４２５ 早期 点あげ １ ２９ ９ ２４６ １ ２２
一括 １４ ２６４ ８９ １３５８

１０３ １６２２ １０３ １６２２ ０ ０ ０ ０
１００％ ０％ ０％

３１ セ２８ ２２７ 早期
点あげ ９ ４８３ ５５ １８７２
一括 ５６ １９２４ ５８５ １１７９６ １６ ５３９ ２ ３２

７５１ １７２１１ ７２１ １６６１４ ０ ０ ２ ３２
９６．５％ ０％ ０．２％

３２ セ２８
２０２

早期

点あげ ４１ １２７４ ４５５ １０４６５ ９ ３５５ １ ５

一括

１６４ ２８５０ ２５６５ ３５６１５ ３２ ６６２ １ ４５ １ ４５ ４ ７７ ５８ ９５８

２０２Ａ 点あげ ４ ３２２ ４８ １４１６ １ ５２ ２ １２７ １ ２４
一括 １４ ３７６ １２２ １９５９ １ １２ １ ８６ １ ３８

２０２Ｂ 点あげ
３４５１ ５５１４６ ３２９２ ５２５０８ ６ ３２０ ５９ ９６３

９５．２％ ０．６％ １．７％

３３ セ２８ ２０１ 早期

点あげ ４２ １３３４ ３２５ ７４５０ ６ １４０ １ ２０ １ １８

一括

１５５ ５３６９ ３７７０ ５５７６７ ３８ １０５０ ２ ９４ １ ８ ６ １００ ５１ ７３２

４５２６ ７３６８１ ４３３６ ７１１１０ ４ １２２ ５８ ８５０
９６．５％ ０．２％ １．２％

３３ セ２８ ２０１Ｂ 早期 点あげ １３ ２５７ ２０ ５１９ ２ ２０２ １ ４６
一括 １ ２３

３８ １０５６ ３６ １００１ ０ ０ １ ４６
９４．８％ ０％ ４．４％

３４ セ２８ ２０３ 早期

点あげ ６７ ３０２５ ５７２ １７１４２ ５ ３０２ １ １６ ４ ６５ ６ １００ １ １２

一括

表4 遺構出土土器集計（竪穴住居跡）
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新№ 調査区 旧№ 時期
取り
上げ
方法

条痕文 条痕・縄文 羽状縄文系
口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）
７２０ ２１４２７ ６４４ ２０４６９ １ １６ １１ １７７

９５．５％ ０．１％ ０．８％

３５ セ２８ ２４９ 早期
点あげ ６ １１９ ８４ １５６９ １ ２１

一括
４３ ８６０ ４９５ ７３５７ １０ ２６５ １ ２３ ８ ９９

６６４ １０４８９ ６３８ １０１７０ １ ２３ ９ １２０
９７．０％ ０．２％ １．１％

３６ セ２８ ２２５ 早期
点あげ ２ ９７ １２ ４３５
一括 ５６ ９９３ ６０８ ８７４８ １ １１４ １ １６

６９５ １０５７２ ６７８ １０２７３ １ １１４ １ １６
９７．２％ １．１％ ０．２％

３７ セ２８ １６９ 前期 点あげ １ ６４ ２ ２６４９ ２ ２４６
一括 ２ １７ ６ ７８ ５ ７０ ５９ ９５４ ３ ４３

８１ ４１２３ ８ ９５ ０ ０ ７２ ４０２６
２．３％ ０％ ９７．６％

３８ セ２８ １９７ 前期？ ―
３９ セ２８ １７０ 前期 点あげ １ １９１

一括 １ ２７ ４０ ３４５ ４０ ３４５ １１ １６８ ８４ ９４３ ３ ５２
１８１ ２０７６ ４１ ３７２ ４０ ３４５ ９９ １３５４

１７．９％ １６．６％ ６５．２％

４０ セ２８ １８６ 前期
点あげ １ ６７ ５ ２２８ ４３ ８２１ ６ １１３
一括 １ ７ １８ ３７２ ６ １３５ １４３ １９０２ ５ ９４

２４３ ３９５１ ２０ ４４６ ０ ０ ２０８ ３２９３
１１．３％ ０．０％ ８３．３％

４１ セ２８ ０５３ 前期

点あげ ２ ４１ ４ １１２ １０ ２８２ １ １５

一括

３ ４１ １８ ２７８ １２ １８６ ８１ ９５５ １ ７

２３１ ２９６０ ２３ ３６０ ０ ０ １０９ １５５７
１２．２％ ０％ ５２．６％

４２ セ５４ １２２ 前期 一括
６６ ４１１ ７ ６８

９２ ６５６ ６６ ４１１ ０ ０ ７ ６８
６２．７％ ０％ １０．４％

４３ セ５４ １８９ 前期 一括
１７ ３２７ ７ １９７ ４１ ６６０

１０７ １７００ １７ ３２７ ０ ０ ４８ ８５７
１９．２％ ０％ ５０．４％

４４ セ２８ ０２３ 前期 点あげ ２ ５８ ３６ ４２８ １ ３６ ６ ６１９ ２３ ４２３

７６ １６６９ ３９ ５２２ ０ ０ ２９ １０４２
３１．３％ ０％ ６２．４％

４５ セ５４ １１４ 前期 一括 ２ ５６ １３ １８７ ３ ３２ ６０ ５５５ ５ １１０

９８ １２３８ １５ ２４３ ０ ０ ６８ ６９７
１９．６％ ０％ ５６．３％

４６ セ５４ １１６ 前期 一括 ２ ３１ ２７ ３７２ ６ ５０ ４３ ６７３ １ ２３

９２ １３４２ ２９ ４０３ ０ ０ ５０ ７４６
３０．０％ ０％ ５６％

４７ セ５４ １１５ 前期

点あげ

一括
８ １０６ １ ４ ２９ ２７２ １ ５２

８３ １３１５ ８ １０６ ０ ０ ３１ ３２８
８．１％ ０％ ２４．９％

４８ セ５４ １１３ 前期 点あげ １５ ５６３ １５６ ４９８５ １ ３７

一括 １ ９０ ２ ３２ ４０ １１６９ ４１１ ６０３２ ４ １２３
６４４ １３４３７ ３ １２２ ０ ０ ６２７ １２９０９

０．９％ ０％ ９６．１％

４９ セ５４ １１２ 前期 一括
１ ９２ ２６ ４４８ １０ ２３０ １６６ ２２１６ １ ３０

２６３ ３８９２ ２７ ５４０ ０ ０ １７７ ２４７６
１３．９％ ０％ ６３．６％

５０ セ５４ １８２ 前期 一括 １ ３９ ４ ７４

２５ ５０５ １ ３９ ０ ０ ４ ７４
７．７％ ０％ １４．７％

５１ セ５４ １００ 前期 一括 ４ ４９ ６２ ６１３ １４ ３４３ １２１ １６３５ ３ ３７

２６５ ３２４１ ６６ ６６２ ０ ０ １３８ ２０１５
２０．４％ ０％ ６２．２％

５２ セ２８ ０２１ 前期

点あげ ２１ ２７７４ １４５ ４１３２ ５ １６６

一括

３５ ５６８ １４１ ２２０１ １４１３ １６４２８ ５１ ７１６

グリッド・点あげ ２ ２９ ２ ５９ ５ ９９

グリッド・一括
３ ５３ ７ ６９ ８９ １２３７ １ ２５

２０３３ ３００１８ ４０ ６５０ ０ ０ １８８０ ２７９０６
２．２％ ０％ ９３．０％

５３ セ５４ １０５ 前期
点あげ １４ ４１９ ２１９ ２５１３ １ ３６
一括 ６ ５２ １１ １３２ ２８８ ３１０４ ５ ３４

５５４ ６３６３ ６ ５２ ０ ０ ５３８ ６２３８
０．８％ ０％ ９８．０％

５４ セ５４ ８３ 前期？ ―
５５ セ５４ １１１ 前期 一括 １０ １９０ ４ ２９

１７ ２５８ １０ １９０ ０ ０ ４ ２９
７３．６％ ０％ １１．２％

５６ セ５４ １２４ 前期 一括
２ ５３ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０％ ０％ ０％

５７ セ５４ １２３ 前期
点あげ １ １９ １ ２０ ４１ ６５４ ９ １４２
一括 ２３ ４３９ ９ ２３３ ５９ ８７０

１６５ ２６６３ ２４ ４５８ ０ ０ １１９ １９１９
１７．２％ ０％ ７２．１％

５８ セ５４ ７９Ａ 前期 点あげ １ １６ ４ ９９ ９５ １４７５ １ ３７

１０３ １６５３ １ １６ ０ ０ １００ １６１１
１．０％ ０％ ９７．５％

５９ セ５４ １２５ 前期 一括 １３ ２５３ ３ ５５ １ ２１

２１ ３６４ １６ ３０８ ０ ０ １ ２１
８５％ ０％ ５．８％

６０ セ５４ １３９ 前期？ ―
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新№ 種別
その他 不明

種別
上層土器

備考口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

１ １ ９
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２ 遺物なし
３

０ ０ ０ ０
０％ ０％

４ 遺物なし
５ 遺物なし
６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

７
０ ０ ０ ０

０％ ０％
８ 遺物なし
９

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１０ 加曽利Ｂ １ ４１
１ ４１ ０ ０
１．３％ ０％

１１ ２ ６４ ８ ８９
０ ０ １０ １５３

０％ ５．５％
１２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１３
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

１７ 土師 １ ７
０ ０ ０ ０

０％ ０％
１８ 遺物なし
１９ 遺物なし
２０

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２１ 弥生 １ ４
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２２

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２３ 沈線文系 １ ４７
１ ４７ ０ ０

１％ ０．０％
２４

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２５
０ ０ ０ ０

０％ ０％
２６

０ ０ ０ ０
０％ ０％

２７
安行（粗製） １ ４５ １ ４３
撚糸文 ２ ２０ ８ １０４ 弥生 ６ ８３
撚糸文系（無文） ２ ２１ １８ １６９
加曽利Ｂ １ ３９ 土師 ４ ２３

３２ ３９８ １ ４３
０．５％ ０．０６％

２８ 撚糸文 １ ３
１ ３ ０ ０
０．４％ ０％

２９ 撚糸文 １ ２７ ２ ２７

３ ５４ ０ ０
１．２％ ０％

３０ 撚糸文 １ １１ ２ ２０

０ ０ ０ ０
０％ ０％

３１
撚糸文 １ ２１
撚糸文 １ ７ １２ １５０ １ １５ ７ ２３３ 土師 ４ ５０
撚糸文系（無文） １ １２ ５ １２７

２０ ３１７ ８ ２４８
１．８％ １．５％

３２

撚糸文 ５ ９０ １ １０
撚糸文 ９ １２２ ４４ ５３８ １ １１ ５ ５８ 弥生 １ ９
撚糸文系（無文） １ １２ ２８ ３８８
浮島 １ １０ 土師 ２ １０ ６ ３４
加曽利Ｂ １ ９０
曽谷 １ ２３ ２ １０

貝層
撚糸文 ３ ２８ 土師 ２ ３１

２ ９８
８６ １１８９ ８ １６６

２．２％ ０．３％

３３

撚糸文 １ １２ ８ １４４ １ １４ ５ ７７ 弥生 １ １３
撚糸文 １０ １０９ ６４ ６５７ ９ ７２ ４ ４９ 弥生 １０ １０６
撚糸文系（無文） １９ ３２９
諸磯 ２ ６５ ２ ３０
称名寺 １ １９
加曽利Ｂ １ １８
安行 １ ４

１０９ １３８７ １９ ２１２
１．９％ ０．３％

３３ 撚糸文 １ ９

１ ９ ０ ０
０．９％ ０％

３４

撚糸文 ２ ５ ７３ 弥生 １ ６４
加曽利Ｂ １ ３１
撚糸文 ３ ３０ ２８ ３１７ ２ ４７ ２ １９ １ １６ 弥生 ４ ４２ １ ２３
撚糸文系（無文） １８ ２２０
堀之内 １ ６ 土師 ３ １１
安行 １ ６
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新№ 種別
その他 不明

種別
上層土器

備考口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部
点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）

５９ ６８３ ５ ８２
３．２％ ０．４％

３５ 撚糸文 １ ６ １０ １０２ ３ ４９ 弥生 ３ ４７
撚糸文系（無文） １ １４ 土師 ６ ３３
曽谷 １ ５

１３ １２７ ３ ４９
１．２％ ０．５％

３６
撚糸文 １ ２０
撚糸文 １ ５ ４ ４２ ３ ５５ 弥生 ８ １０２
撚糸文系（無文） ６ ４７

１２ １１４ ３ ５５
１．１％ ０．５％

３７ 撚糸文 １ ２
１ ２ ０ ０
０．０５％ ０％

３８ 遺物なし
３９ 撚糸文 １ ５ 弥生 １ ２

１ ５ ０ ０
０．２％ ０％

４０
４ １１８

撚糸文 ３ ２０ ５ ３７
浮島 ３ ３７

６ ５７ ９ １５５
１．４％ ３４．８％

４１

撚糸文 ２ ２９ ８ １０９ ９ ９０ ５９ ４８５ １ ２９ 弥生 ２ １８ ５ ４５
撚糸文系（無文） １ ２１ 土師 ２ １０ １ ２
諸磯 ３ ５３ ３ ５９
興津 １ １７ １ １２
浮島 ２ ２７ ７ ９３
加曽利Ｂ １ １１ １ ８

３０ ４３９ ６９ ６０４
１４．８％ ２０．４％

４２
撚糸文 ３ ３０ ４ ４９ １ ３ １ １３
撚糸文系（無文） ８ ６４
浮島 １ １４
加曽利Ｂ １ ４

１３ １１２ ６ ６５
１７．１％ 15．82％

４３
撚糸文 ７ ７５ ２ ６５ １ １７ ６ ４７ １ ２９ 弥生 １ １５
撚糸文系（無文） １８ １８５
諸磯 ７ ９８

３４ ４２３ ８ ９３
２４．９％ ２８．４％

４４ 撚糸文 １ ２１ １ ６ １ ３
撚糸文系（無文） ５ ７５

７ １０２ １ ３
６．１％ ０．２％

４５ 撚糸文 ２ ２９ ２ ５９
撚糸文系（無文） １１ ２１０

１３ ２３９ ２ ５９
１９．３％ ４．８％

４６ 撚糸文 ４ ３１
撚糸文系（無文） ７ １０４ ２ ５８

１１ １３５ ２ ５８
１０．１％ ４．３％

４７

興津 １ ９７ ３ １２２
撚糸文 ２ ４３ ２ ３６ ２ ５９
撚糸文系（無文） ２ １４ １６ １９５
浮島・興津 ３ ８１ １０ ２２１
諸磯 ３ １３

４０ ７８６ ４ ９５
５９．８％ ７．２％

４８
撚糸文 １ １４
撚糸文系（無文） １ ７８
撚糸文系（無文） ３ ３９ ８ １３７ １ １３８

１３ ２６８ １ １３８
２．０％ １．０％

４９
撚糸文 ８ ９４ １ ２６ ４ ７１
諸磯 １ ３４
撚糸文系（無文） ４５ ６５１

５５ ８０５ ４ ７１
２０．７％ １３．１％

５０ 撚糸文 １ ２７ １ ５５ ２ ８９ 弥生 １ ７
撚糸文系（無文） １６ ２２１

１８ ３０３ ２ ８９
６０．０％ １７．６％

５１ 撚糸文 １ １０ １９ １６８ ２ ２５ ２ １２
撚糸文系（無文） ４ ４５ ３３ ３０４

５７ ５２７ ４ ３７
１６．３％ １．１％

５２

撚糸文系（無文） １ １７
撚糸文 ２ ２３ ６ ８２ １ １７
撚糸文系（無文） ３ ３２ ２８ ２２３
加曽利Ｅ １ ８８ ３ ３２ ２９ ２４０ 弥生 １６ １５３
堀之内 １ ２０ 土師 ２ ２４ ４６ ６６５ ３ １２１
加曽利Ｂ ４ ５１ ３ ４５
曽谷 １ １８
撚糸文 １ ２２ ３ ３５
撚糸文 ２ ５６ ２１ ２５９ 弥生 ７ １０８
加曽利Ｅ ３ １５６
称名寺 １ ６２
加曽利Ｂ １ １２ １ ４

５６ ８７９ ５７ ５８３
２．９％ １．９％

５３
撚糸文系（無文） ３ １６
撚糸文 １ ４
撚糸文系（無文） ４ ２８ ２ ２５

１０ ７３ ０ ０
１．１％ ０．０％

５４ 遺物なし
５５ 撚糸文 １ １２

撚糸文系（無文） ２ ２７
３ ３９ ０ ０
１５．１％ ０％

５６ 撚糸文 １ ４３
撚糸文系（無文） １ １０

２ ５３ ０ ０
１００％ ０％

５７ 撚糸文 ２ ５８ １０ ８９ ３ ４６ 弥生 ２ １４
撚糸文系（無文） ７ ９３

１９ ２４０ ３ ４６
９．０％ １０．０％

５８ 撚糸文 １ １３
撚糸文系（無文） １ １３

２ ２６ ０ ０
１．６％ ０％

５９ 撚糸文 １ ４
撚糸文系（無文） １ １８ ２ １３

４ ３５ ０ ０
９．６％ ０％

６０ 遺物なし

表4　つづき
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挿
図
№
報
告
№

調
査
区

種
別
遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区
・グ
リッ
ド№
．

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）最
大
幅（
㎜
）最
大
厚（
㎜
）
重
量（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

２１
２８

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

１
０９
７

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

完
形

１０
４

６３
６１

８０
．０

２４
２７

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３
０９
９

０９
９

楔
形
石
器

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

３８
．８

４４
．０

９．
０

１７
．２

左
右
に
自
然
面
を
残
す
剥
片
を
用
い
、
上
下
か
ら
の
剥
離
に
よ
っ
て
器
厚
を
減
じ
、
縦
断
面

を
楔
状
に
整
形
し
て
い
る
。

Ｈ２
２

５１

３１
７５

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

３５
．８

４１
．２

１２
．０

２０
．０

や
や
厚
手
の
剥
片
を
用
い
、
表
裏
両
面
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
全
体
を
方
形
に
整
形
。
下
部

に
は
内
湾
す
る
鋭
い
刃
部
を
有
し
、
上
部
に
も
打
撃
痕
と
見
ら
れ
る
小
剥
離
が
多
数
観
察
で

き
る
。

Ｈ２
２

３０

３１
７６

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

不
明

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

破
片

（
１１
９）

（
１１
６）

（
７１
）

１９
９．
０

３１
７７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

不
明

敲
石

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

完
形

１３
２

６２
４８

４８
６．
２

３１
７８

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

サ
ン
プ
ル

敲
石

珪
質
頁
岩

完
形

７２
５４

３２
１５
８．
９

３１
７９

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

サ
ン
プ
ル

敲
石

砂
岩
（
上
総
層
群
）

半
欠

（
１０
２）

（
６９
）

（
４６
）

３５
１．
３

３１
８０

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

不
明

凹
石

砂
岩
（
上
総
層
群
）

完
形

９０
６９

２６
１８
０．
０

３３
２７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

７
１１
６１

覆
土

打
製
石
斧

白
雲
母
片
岩

完
形

７４
４６

２１
８８
．５

３５
６

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

９
１１
５８

覆
土
サ
ン
プ
ル

楔
形
石
器

シ
ル
ト
岩

完
形

２９
２９

７
９．
２

３７
５３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１９
．１

１４
．６

３．
７

０．
６凹

基
無
茎
石
鏃
。
や
や
左
脚
が
短
く
、
先
端
部
は
鋭
く
尖
っ
て
い
る
。

Ｈ２
２

３２
３７

５４
０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１５
．７

１９
．６

３．
６

０．
６凹

基
無
茎
石
鏃
。
先
端
部
が
鋭
く
突
出
し
、
横
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
。

Ｈ２
２

３１
３７

５５
０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

１７
．３

（
１３
．１
）

３．
２

０．
６凹

基
無
茎
石
鏃
。
右
脚
部
を
欠
く
。
上
部
は
尖
ら
ず
平
坦
に
な
っ
て
い
る
が
、
欠
損
後
に
再

調
整
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

Ｈ２
２

３４

３７
５６

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

１９
．７

１２
．１

５．
７

１．
１薄

手
の
剥
片
を
折
り
取
っ
た
後
に
裏
面
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
一
辺
を
整
形
。
先
端
部
は
表

裏
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
全
体
の
整
形
に
至
ら
な
い
た
め
未
製
品

と
見
ら
れ
る
。

Ｈ２
４

１
黒
曜
石
産
地
分
析
№
９

３７
５７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土
サ
ン
プ
ル

敲
石

閃
緑
ひ
ん
岩

完
形

８４
２４

２２
６９
．４

３７
５８

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土
サ
ン
プ
ル

磨
石

砂
岩

破
片

（
５１
）

（
５２
）

（
２４
）

７４
．２

３７
５９

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土
サ
ン
プ
ル

磨
石

凝
灰
質
砂
岩

破
片

（
４２
）

（
４４
）

（
３９
）

６７
．６

３８
２９

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

覆
土
サ
ン
プ
ル

砥
石

砂
岩
（
三
紀
）

一
部
欠

１０
２

（
５３
）

３８
２２
７．
０

４０
２３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１２
１１
６４

楔
形
石
器

頁
岩

完
形

２７
．５

２５
．６

９．
０

６．
５上

下
お
よ
び
左
右
に
二
次
加
工
が
見
ら
れ
る
。
素
材
剥
片
を
裏
面
の
剥
離
に
よ
っ
て
薄
く
し

て
か
ら
縁
辺
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。
下
部
に
鋭
い
刃
部
が
見
ら
れ
る
。

Ｈ２
２

３３
４０

２４
０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１２
１１
６４

打
製
石
斧

砂
岩

完
形

７７
４６

１９
９２
．３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１２
１１
６４

石
核

黒
曜
石

―
３５
．６

―
１４
．６

６．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２０

４１
３７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１３
１１
５２

覆
土
サ
ン
プ
ル

砥
石

デ
イ
サ
イ
ト
（
四
紀
）

完
形

９５
５２

５１
３１
８．
９

４３
４９

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１４
１１
５６

覆
土

凹
石

両
雲
母
片
岩

破
片

（
９６
）

（
１１
０）

（
７０
）

２２
９．
８

４３
５０

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１４
１１
５６

２
磨
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

完
形

９２
７２

４２
４１
９．
６

４３
５１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１４
１１
５６

覆
土

磨
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

完
形

１１
６

８５
３８

５９
４．
５

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１４
１１
５６

覆
土

石
核

瑪
瑙

―
６３

―
―

６５
．４

４５
１４

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１５
１１
５５

覆
土
サ
ン
プ
ル

打
製
石
斧

デ
イ
サ
イ
ト
（
三
紀
）

完
形

１１
１

６６
４１

４４
３．
７

４５
１５

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１５
１１
５５

０２
敲
石

砂
岩
（
三
紀
）

一
部
欠

（
１０
２）

（
６４
）

（
４５
）

３８
７．
８

４７
３１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１６
１１
５４

覆
土
サ
ン
プ
ル

砥
石

砂
岩

破
片

（
５９
）

（
６１
）

（
５０
）

２０
３．
５

４９
２０

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１７
１１
５３

覆
土
サ
ン
プ
ル

石
核

頁
岩

―
５７

４１
２０

６８
．５

４９
２１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１７
１１
５３

覆
土
サ
ン
プ
ル

砥
石

凝
灰
質
砂
岩

破
片

（
２４
）

（
４６
）

（
６）

１９
．９

４９
２２

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１７
１１
５３

０４
磨
石

砂
岩
（
三
紀
）

半
欠

（
７１
）

（
９６
）

（
４９
）

３９
２．
４

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２１
１１
５０

石
核

珪
質
頁
岩

―
４８

―
―

２７
．０

６２
５４

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

一
括

８２
石
鏃

黒
曜
石

完
形

２０
．７

１５
．４

４．
０

０．
９

Ｈ１
８

１３
８
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
３

６２
５５

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

一
括

８２
石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

２２
．２

（
１２
．９
）

３．
６

０．
８片

脚
欠
損

Ｈ１
８

１３
５
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
０

６２
５６

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

一
括

８２
石
鏃

黒
曜
石

完
形

１５
．０

１２
．２

３．
２

０．
６

Ｈ１
８

１３
７
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
２

６２
５７

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

一
括

８２
石
鏃

黒
曜
石

完
形

１５
．３

１１
．５

２．
９

０．
４

Ｈ１
８

１３
６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
１

６２
５８

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

一
括

８２
石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

１７
．１

１２
．７

５．
５

１．
１

Ｈ１
８

２１
２
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
４

６２
５９

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

一
括

８２
石
鏃

黒
曜
石

完
形

１７
．７

８．
３

５．
６

０．
６尖

基
石
鏃
？

Ｈ１
８

３４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
９

６２
６０

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

０８
２

敲
石

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）

完
形

６０
５２

２８
１２
４．
５

６２
６１

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

０８
２

磨
石

砂
岩

完
形

９１
６８

４３
３５
７．
４

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

８２
原
石

玉
髄

完
形

５０
３２

１３
３３
．０

６５
１６

セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２５
０３
６

磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

破
片

（
８３
）

（
６２
）

（
６５
）

３９
９．
０

６６
１７

セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２６
０３
３

２
尖
頭
器

チ
ャ
ー
ト

破
片

（
１８
．５
）

（
１５
．９
）

（
５．
７）

１．
５旧

石
器
？
。
先
端
の
み

Ｈ１
８

１６
６６

１８
セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２６
０３
３

２
石
鏃

黒
曜
石

完
形

１１
．０

５．
１

２．
０

０．
３

Ｈ１
８

２６
１
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７
５

８６
２６
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

４９
３

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２６
．０

１５
．５

４．
１

１．
４

Ｈ１
９

３４
８６

２６
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

２
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２１
．０

１２
．９

４．
１

０．
９凹

基
無
茎
石
鏃
。
裏
面
に
素
材
の
剥
離
面
を
残
す
。

Ｈ２
０

１８
８６

２６
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

６０
６

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１８
．２

１２
．９

２．
８

０．
６

Ｈ１
９

３６
８６
１２
０９

８６
２６
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

７１
０

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
１７
．９
）

１７
．３

５．
９

１．
６先

端
欠
損

Ｈ１
９

３７
８６
１２
０９

８６
２６
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

２
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２０
．２

１５
．３

５．
１

１．
１平

基
無
茎
石
鏃
。
や
や
非
対
称
で
、
裏
面
に
素
材
の
剥
離
面
を
残
す
。

Ｈ２
０

１９
８６

２７
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

２
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
１３
）

１４
．５

３．
７

０．
９凹

基
無
茎
石
鏃
。
裏
面
に
素
材
の
剥
離
面
を
残
し
、
先
端
部
を
欠
損
。

Ｈ２
０

２０
８６

２７
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

Ｓ－
７

貝
サ
ン
プ
ル
２３
９

石
鏃
（
未
製
品
）
頁
岩

完
形

３３
．４

２４
．８

９．
２

７．
４凹

基
無
茎
石
鏃
の
未
製
品
か
。
右
側
縁
上
部
に
折
れ
面
を
残
し
、
連
続
調
整
は
そ
の
反
対
側

縁
に
見
ら
れ
る
。

Ｈ２
０

２８
８６

２７
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

Ｓ－
１３

貝
サ
ン
プ
ル
２０
４

石
鏃

頁
岩

完
形

１６
．５

１７
．５

５．
０

１．
１平

基
無
茎
石
鏃
。
や
や
非
対
称
の
三
角
形
で
、
裏
面
に
素
材
の
剥
離
面
を
残
す
。

Ｈ２
０

２７
８６

２７
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

Ｓ－
１３

貝
サ
ン
プ
ル
１８
４

楔
形
石
器

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

２２
．２

１７
．６

８．
０

３．
０剥

片
の
上
下
に
小
剥
離
が
連
続
し
、
上
下
双
方
か
ら
の
剥
離
が
見
ら
れ
、
縦
断
面
が
楔
状
を

呈
す
る
。
貝
層
サ
ン
プ
ル
中
検
出

Ｈ２
１

１３
９

８６
２７
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土
一
括

楔
形
石
器

珪
質
頁
岩

完
形

１７
．１

１３
．８

６．
７

１．
９全

体
を
方
形
に
整
形
し
、
下
端
部
を
刃
部
と
す
る
楔
状
に
加
工
し
て
い
る
。
典
型
的
な
楔
形

石
器
で
あ
る
。

Ｈ２
１

７８

８６
２７
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土
一
括

楔
状
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２９
．４

２７
．３

９．
８

７．
３自

然
面
を
有
す
る
剥
片
を
用
い
、
背
面
上
下
か
ら
の
剥
離
に
よ
っ
て
器
厚
を
調
整
し
、
鋭
い

縁
辺
を
作
っ
て
い
る
。

Ｈ２
１

５７
８６

２７
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

１
楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２２
．１

２２
．４

６．
８

４．
０

Ｈ１
９

１６
０

８６
２７
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

１
ＲＦ

チ
ャ
ー
ト

完
形

１１
．８

１３
．２

４．
５

０．
７

Ｈ１
９

１５
９

８６
２７
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

１
ＵＦ

砂
質
頁
岩

完
形

５９
．０

５０
．９

８．
１

２５
．５

Ｈ１
９

１５
８
８６
０９
２２

８６
２７
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

５０
６

ＲＦ
安
山
岩

完
形

１７
．２

１８
．３

５．
３

１．
６

Ｈ１
９

３５
８６

２８
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
ＲＦ

チ
ャ
ー
ト

完
形

２７
．２

１６
．２

６．
０

２．
３石

鏃
未
製
品
？

Ｈ１
９

３３
８６

２８
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

ＲＦ
チ
ャ
ー
ト

完
形

５４
．５

３０
．０

１１
．１

１６
．１

Ｈ１
９

３８
８６
１２
０９

８７
２８
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

７３
１

石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
５４
）

（
８３
）

（
７９
）

３６
６

８７
２８
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

一
括

石
皿

多
孔
質
安
山
岩

破
片

（
４５
）

（
５０
）

４２
８９
．８

８７
２８
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

Ⅱ
サ
ン
プ
ル

２５
０

敲
石

砂
岩

完
形

６３
５８

１４
９４
．４

８７
２８
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

１４
９

敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

６１
５９

４３
２０
３．
１

８７
２８
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０５
０

敲
石

輝
石
安
山
岩

完
形

１８
４

８５
６１

１,
１１
６．
１

表
６
　
遺
構
出
土
石
器
属
性
表
（
竪
穴
住
居
跡
）
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挿
図
№
報
告
№

調
査
区

種
別
遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区
・グ
リッ
ド№
．

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）最
大
幅（
㎜
）最
大
厚（
㎜
）
重
量（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

８７
２８
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

６９
３

敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

７２
３９

３５
１５
３．
４

８７
２８
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

サ
ン
プ
ル

敲
石

砂
岩

破
片

（
６０
）

（
４８
）

（
５５
）

１７
０．
３

８７
２８
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

３２
５

磨
石

石
英
斑
岩

一
部
欠

（
１２
０）

７６
３９

５３
１．
０

８７
２９
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

２８
９

磨
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩

半
欠

１１
１

（
４０
）

４３
１５
１．
３

８７
２９
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

７７
４

磨
石

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
４２
）

（
７２
）

３７
１１
５．
０

８８
２９
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

７０
４

磨
石

砂
岩

一
部
欠

（
８６
）

５５
（
３５
）

２０
７．
５

８８
２９
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

一
括

磨
石

輝
石
安
山
岩

一
部
欠

（
７６
）

（
６２
）

（
４３
）

２２
８．
９

８８
２９
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

サ
ン
プ
ル

磨
石

輝
石
安
山
岩

破
片

（
４３
）

（
５５
）

（
３５
）

９６
．９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

６１
０

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
１０
６

―
―

８４
．１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

２７
９

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
６６

―
―

９．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
２６

―
―

２．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
石
核

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３８

―
―

１２
．０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
原
石

瑪
瑙

―
２６

２３
１６

１２
．８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

２３
．４

１７
．４

６．
０

２．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

１５
．５

１３
．２

６．
０

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

２１
．７

２０
．１

１４
．８

６．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

楔
形
石
器
？

黒
曜
石

２８
．５

１３
．８

１０
．４

３．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３８

９５
２６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３０
４２
５－
０２

楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２１
．９

２４
．７

１２
．２

６．
３や

や
厚
手
の
剥
片
に
上
下
か
ら
の
剥
離
が
観
察
で
き
、
縦
断
面
が
楔
状
を
呈
す
る
。
竪
穴
住

居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
７

９５
２７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３０
４２
５

０１
敲
石

砂
岩

完
形

１２
７

５４
３４

３４
７．
６

９５
２８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３０
４２
５

０６
磨
石

多
孔
質
安
山
岩

一
部
欠

（
６７
）

（
４６
）

（
３０
）

５７
．７

１０
３

１１
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

尖
頭
器

緻
密
質
安
山
岩

破
片

（
２０
．５
）

（
１５
．５
）

５．
３

１．
５先

端
の
み

Ｈ１
９

８６
１０
３

１１
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

００
１－
２０
０１

石
鏃

無
斑
晶
質
安
山
岩

一
部
欠

（
１８
．８
）

２２
．８

４．
０

１．
４先

端
部
欠
損

Ｈ１
９

２６
３

１０
３

１１
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

石
鏃

安
山
岩

一
部
欠

（
１６
．９
）

１６
．５

５．
４

１．
５先

端
欠
損

Ｈ１
９

８７
１０
３

１１
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

磨
製
石
斧

凝
灰
質
砂
岩

完
形

４８
３２

９
２３
．３

早
期
住
居

１０
３

１１
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

敲
石

輝
石
安
山
岩

完
形

７１
５８

２６
１３
３．
２

１０
３

１１
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

磨
石

砂
岩

完
形

８８
４１

２４
１２
７．
３

１０
３

１１
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

磨
石

砂
岩

完
形

６２
５４

３０
１５
４．
９

１０
３

１１
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

磨
石

砂
岩

半
欠

（
６２
）

（
６９
）

（
３９
）

２２
０．
８

１０
３

１１
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

０１
磨
石

砂
岩

完
形

７８
６５

５５
３９
６．
４

１０
３

１２
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

磨
石

砂
岩

半
欠

（
７４
）

（
５８
）

（
４６
）

２２
５．
４

１０
３

１２
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

サ
ン
プ
ル

磨
石

砂
岩

完
形

１０
６

１０
１

５８
８２
１．
８

１１
８

２５
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

尖
頭
器

頁
岩

完
形

４５
．３

７．
５

７．
４

５．
３

Ｈ１
９

６５
８６
０７
２４

１１
８

２５
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

尖
頭
器

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
３４
．４
）

（
１９
．５
）

７．
０

４．
６先

端
再
加
工
？
基
部
欠
損

Ｈ１
９

５９
１１
８

２５
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

Ｂ
貝
層

石
鏃

黒
曜
石

完
形

１６
．５

１３
．８

３．
９

０．
６

Ｈ１
９

６８
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
０

１１
８

２５
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

Ｂ
貝
層

石
鏃

黒
曜
石

半
欠

（
１１
．７
）

（
１７
．６
）

６．
８

１．
０先

端
欠
損

Ｈ１
９

６９
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
１

１１
８

２５
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１５
．５

１２
．５

４．
２

０．
８

Ｈ１
９

６２
８６
０７
２４

１１
８

２５
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

Ｆ
２
層

貝
サ
ン
プ
ル
１４
０

石
鏃

頁
岩

一
部
欠

（
１７
）

１５
．９

３．
６

１．
０凹

基
無
茎
石
鏃
。
先
端
部
を
欠
損
。
裏
面
に
素
材
剥
片
の
剥
離
面
を
残
す
。

Ｈ２
０

２６
１１
８

２５
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

Ｇ
貝
層

石
鏃

黒
曜
石

完
形

２１
．５

１６
．３

４．
９

１．
３

Ｈ１
９

７０
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
２

１１
８

２５
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

頁
岩
？

完
形

１４
．３

１１
．２

３．
８

０．
５

Ｈ１
９

６１
８６
０７
２４

１１
８

２６
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２９
．８

１６
．３

４．
１

１．
８

Ｈ１
９

６６
８６
０７
２４

１１
８

２６
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
２２
．７
）

１４
．４

５．
３

１．
６先

端
欠

Ｈ１
９

６０
１１
８

２６
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

黒
曜
石

完
形

２２
．５

１３
．５

４．
８

１．
１

Ｈ１
９

６４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
９

１１
８

２６
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

（
２０
．３
）

（
１４
．３
）

５．
７

１．
３片

脚
欠
損
先
端
欠
損

Ｈ１
８

１５
４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
４

１１
８

２６
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

安
山
岩

一
部
欠

２７
．５

（
１２
．６
）

３．
６

１．
１片

脚
欠
損

Ｈ１
９

６３
８６
０７
２４

１１
８

２６
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃

黒
曜
石

一
部
欠

（
１５
．５
）

（
１６
．５
）

４．
５

１．
３先

端
部
欠
損

Ｈ１
８

９４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
３

１１
８

２６
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
鏃
（
未
製
品
）
黒
曜
石

完
形

２１
．２

１５
．０

７．
１

１．
４自

然
面
を
残
す
剥
片
を
表
裏
両
面
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
全
体
形
を
整
形
し
て
い
る
が
、
非

対
称
の
ま
ま
で
あ
り
、
製
作
途
中
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｈ２
４

２
黒
曜
石
産
地
分
析
№
７１

１１
８

２６
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
錐

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
３０
）

１４
．５

７．
７

２．
７

Ｈ１
８

３３
１１
８

２６
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
尖
頭
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

４１
．２

１１
．７

６．
７

２．
８

Ｈ１
９

６７
１１
８

２６
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

ＲＦ
黒
曜
石

完
形

１７
．２

６．
８

４．
２

１．
５

Ｈ１
９

５８
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
８

１１
８

２７
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

ＲＦ
黒
曜
石

完
形

２０
．３

１２
．３

６．
２

１．
７

Ｈ１
９

１５
６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
８

１１
８

２７
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ａ

Ｅ
Ｅ
一
括

楔
状
石
器

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

一
部
欠

（
３０
．９
）

２７
．９

６．
２

５．
０側

面
に
一
部
自
然
面
を
残
す
薄
手
の
剥
片
で
、
上
部
を
一
部
欠
損
し
て
お
り
、
下
部
の
鋭
い

縁
辺
に
僅
か
な
が
ら
剥
離
が
観
察
で
き
る
。
竪
穴
住
居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
３

１１
８

２７
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

サ
ン
プ
ル

０１
楔
状
石
器

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

完
形

２４
．７

２６
．１

１１
．３

６．
８明

確
な
両
極
剥
離
は
見
ら
れ
な
い
が
、
縦
断
面
が
楔
状
を
呈
す
る
。
下
部
に
は
連
続
的
な
調

整
に
よ
る
刃
部
作
出
が
見
ら
れ
る
。
竪
穴
住
居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
５

１１
８

２７
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

サ
ン
プ
ル

０１
楔
形
石
器

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

完
形

３３
．８

２６
．６

１３
．６

１１
．９

や
や
厚
手
の
自
然
面
を
有
す
る
剥
片
に
、
上
下
か
ら
の
調
整
が
見
ら
れ
、
縦
断
面
が
楔
状
を

呈
す
る
。
竪
穴
住
居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
６

１１
９

２７
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

ＲＦ
黒
曜
石

完
形

２３
．０

１７
．２

８．
２

２．
４

Ｈ１
９

５７
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
７

１１
９

２７
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

一
括

ＲＦ
頁
岩

完
形

３５
．０

３４
．６

１０
．８

１０
．６

自
然
面
を
有
す
る
剥
片
の
２側

縁
を
、
背
面
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
加
工
し
、
全
体
を
三
角

形
に
整
形
し
て
い
る
。

Ｈ２
１

１２
４

１１
９

２７
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ａ

Ｇ
０３
５

石
核

頁
岩

―
９３

５６
４７

３３
２．
９

１１
９

２７
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０７
９

砥
石

砂
岩

一
部
欠

７３
（
５６
）

２３
１０
５．
５

１１
９

２７
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

５７
０

石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
８９
）

（
６２
）

３９
２６
９．
０

１１
９

２７
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

５０
５

敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

８４
６８

４３
３５
０．
６

１１
９

２８
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０７
６

敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
７０
）

５０
２６

１０
６．
３

１１
９

２８
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

１６
１

敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

７３
４１

２７
１１
６．
０

１１
９

２８
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

５１
１

磨
石

砂
岩

破
片

（
７６
）

（
６８
）

（
４２
）

３０
８．
０

１１
９

２８
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

３７
９

磨
石

砂
岩

一
部
欠

１０
３

（
６０
）

（
５０
）

４３
８．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
石
核

緻
密
質
安
山
岩

―
５９

―
―

３５
．７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

石
核

黒
曜
石

―
３０
．２

―
１６
．５

１１
．４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ｇ

０２
７

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
５４

―
―

１０
．３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ｇ

０２
８

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
５９

―
―

７．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ｇ

２９
軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
２９

―
―

２．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ｓ
Ｈ

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３３

―
―

２．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ｇ

０２
９

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
４２

―
―

３．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
）

―
４８

―
―

５．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３２

―
―

０．
８

表
６
　
つ
づ
き
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挿
図
№
報
告
№

調
査
区

種
別
遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区
・グ
リッ
ド№
．

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）最
大
幅（
㎜
）最
大
厚（
㎜
）
重
量（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３２

―
―

２．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
５１

―
―

７．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３７

―
―

３．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
４３

―
―

５．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
２９

―
―

２．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
２５

―
―

１．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
２６

―
―

１．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３７

―
―

４．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
６０

―
―

２１
．５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

３１
９

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３４

―
―

６．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

Ｈ
０１
０

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
多
量
）

―
３６

―
―

５．
３貝

層
サ
ン
プ
ル

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

Ｈ
０１
１

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
多
量
）

―
２９

―
―

２．
２貝

層
サ
ン
プ
ル

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
敲
石

砂
岩

一
部
欠

１０
５

４８
（
４０
）

３１
４．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
敲
石

斑
れ
い
岩

完
形

６２
４５

３４
１４
３．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２Ａ
Ｇ

一
括

敲
石

デ
イ
サ
イ
ト

破
片

（
３７
）

（
３７
）

（
２３
）

３３
．５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

一
括

０１
砥
石

流
紋
岩

破
片

（
５１
）

（
５０
）

（
１２
）

５９
．０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
磨
石

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

完
形

８５
７０

３１
１６
３．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
磨
石

ス
コ
リ
ア
質
安
山
岩

破
片

（
６２
）

（
４１
）

（
３３
）

５７
．５

１３
４

２０
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

５３
５

石
鏃

黒
曜
石

完
形

１５
．３

１１
．６

３．
３

０．
６

Ｈ１
９

５６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
６

１３
４

２０
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０５
石
鏃

安
山
岩
？

完
形

１５
．７

１５
．７

４．
０

０．
９

Ｈ１
９

５０
８６
０７
２３

１３
４

２０
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

８０
石
鏃

黒
曜
石

完
形

２１
．５

１７
．７

５．
５

１．
３

Ｈ１
９

５５
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
５

１３
４

２０
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

覆
土

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

３１
．３

２２
．６

８．
３

５．
８

Ｈ１
８

４２
１３
４

２０
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

１
層

０１
石
鏃
（
未
製
品
）
無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

（
武
尊
火
山
）

完
形

４２
．０

２６
．７

１０
．４

１１
．７

草
創
期

Ｈ１
８

１７
０

１３
４

２１
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２６
．６

１５
．６

１０
．１

５．
１扁

礫
素
材

Ｈ１
９

５２
１３
４

２１
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
楔
形
石
器

頁
岩

完
形

２６
．３

２０
．３

５．
９

３．
８ 風

化
顕
著

Ｈ１
９

５１
１３
４

２１
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
ＲＦ

頁
岩

完
形

３７
．３

３９
．９

１３
．６

２３
．５

Ｈ１
９

５３
１３
４

２１
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
ＲＦ

緻
密
質
安
山
岩

完
形

２９
．８

１２
．５

５．
４

２．
５

Ｈ１
９

５４
１３
４

２１
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０９
ＲＦ

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

完
形

２８
．７

１９
．９

７．
８

５．
２自

然
面
を
残
す
剥
片
の
上
部
お
よ
び
右
側
縁
に
、
背
面
側
か
ら
の
調
整
が
見
ら
れ
る
が
、
連

続
性
に
乏
し
い
。
竪
穴
住
居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
１

１３
４

２１
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

サ
ン
プ
ル

０１
ＲＦ

チ
ャ
ー
ト

完
形

２９
．８

２３
．４

６．
４

４．
３自

然
面
を
左
側
縁
に
残
す
薄
手
の
剥
片
で
あ
る
。
裏
面
に
僅
か
な
が
ら
調
整
が
見
ら
れ
る
ほ

か
、
縁
辺
部
に
数
箇
所
の
微
細
剥
離
も
見
ら
れ
る
。
竪
穴
住
居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
２

１３
４

２１
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０４
楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

２６
．９

２３
．４

８．
４

５．
１薄

手
の
剥
片
の
上
部
お
よ
び
下
部
に
細
か
な
剥
離
が
観
察
で
き
、
縦
断
面
が
楔
状
を
呈
す

る
。
竪
穴
住
居
跡
出
土

Ｈ２
１

１２
０

１３
４

２１
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
楔
状
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

３９
３０

１８
３１
．５

１３
４

２１
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
石
核

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

完
形

６１
４３

２９
８０
．７

１３
４

２１
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
石
核

珪
質
頁
岩

一
部
欠

４８
（
２６
）

（
１４
）

２０
．２

１３
４

２２
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

１
層

０１
軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

完
形

５０
４１

２１
８．
０

１３
５

２２
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

覆
土

砥
石

砂
質
頁
岩

完
形

１０
０

５１
２６

２１
２．
５

１３
５

２２
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
砥
石

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

半
欠

９４
３９

（
２３
）

１１
８．
５

１３
５

２２
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
石
皿

花
崗
閃
緑
岩

破
片

（
８３
）

（
５８
）

（
４３
）

３７
８．
９

１３
５

２２
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

石
皿

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

破
片

（
８７
）

（
７５
）

（
３７
）

２５
３．
０

１３
５

２２
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
石
皿

花
崗
閃
緑
岩

破
片

（
９４
）

（
６７
）

（
４７
）

４１
４．
２

１３
５

２２
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

７０
６５

４９
２６
１．
２

１３
５

２２
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

９２
３６

２９
１３
４．
１

１３
５

２２
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１Ｂ

３１
磨
石
・
敲
石

石
英
斑
岩

完
形

１２
９

９２
５５

９７
０．
４

１３
６

２２
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１Ｂ

３２
磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

８７
８７

４５
５０
９．
８

１３
６

２３
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

８７
６６

３０
２７
７．
６

１３
６

２３
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１Ｂ

３３
磨
石
・
敲
石

輝
石
安
山
岩

完
形

９５
７６

４５
５２
９．
８

１３
６

２３
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
磨
石

多
孔
質
安
山
岩

破
片

（
４０
）

（
４２
）

（
４２
）

５０
．０

１３
６

２３
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

２４
磨
石

輝
石
安
山
岩

一
部
欠

（
１２
４）

（
７３
）

（
４６
）

５７
３．
５

１３
６

２３
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

９４
磨
石

砂
岩

完
形

１１
３

７０
４９

５５
１．
８

１３
６

２３
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

磨
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

半
欠

（
６０
）

（
５７
）

（
４３
）

１９
１．
６

１３
６

２３
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
磨
石

多
孔
質
安
山
岩
（
第
四
紀
）
破
片

（
７０
）

（
５３
）

（
４１
）

１１
１．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

石
核

黒
曜
石

―
２２
．１

―
１２
．０

４．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

１
層

０１
原
石

瑪
瑙

完
形

５６
３７

１７
４２
．７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１Ｔ

０３
軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
４５

―
―

１３
．４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０９
軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３２

―
―

２．
７他

１個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

４７
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
７４

―
―

３４
．１

１５
２

２１
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
尖
頭
器

珪
質
頁
岩

完
形

５５
．６

１７
．９

３．
９

３．
９

Ｈ１
９

７５
８６
０９
０４

１５
２

２１
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

５８
６

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
２２
）

１９
．６

５．
６

２．
１先

端
欠
損

Ｈ１
９

７７
１５
２

２１
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

７０
２

石
鏃

緻
密
質
安
山
岩
？

完
形

２２
．０

１４
．５

４．
１

１．
１

Ｈ１
９

７９
１５
２

２２
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

５８
７

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１９
．５

１１
．６

３．
０

０．
８

Ｈ１
９

７８
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
４

１５
２

２２
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
石
鏃

黒
曜
石

完
形

２１
．８

１７
．４

７．
２

２．
５

Ｈ１
９

７６
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
３

１５
２

２２
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

２５
．９

１５
．０

５．
９

２．
３

Ｈ１
９

７１
１５
２

２２
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
石
鏃

安
山
岩

一
部
欠

（
２５
．３
）

１６
．９

５．
６

２．
０

Ｈ１
９

７２
１５
２

２２
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

石
鏃

チ
ャ
ー
ト

完
形

１９
．４

１５
．０

３．
１

０．
８

Ｈ１
９

８０
８６
１０
１６

１５
２

２２
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

Ｓ－
６貝

層
石
鏃

無
斑
晶
質
安
山
岩

完
形

１６
．３

１２
．７

３．
６

０．
６

Ｈ１
９

２４
２

１５
２

２２
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
石
鏃

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
２０
．３
）

１４
．３

５．
６

１．
７

Ｈ１
９

７４
８６
０９
０４

１５
２

２２
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
一
括

楔
形
石
器

チ
ャ
ー
ト

完
形

４１
．４

４１
．２

１２
．７

２０
．０

一
側
縁
に
自
然
面
を
残
す
厚
手
の
剥
片
を
素
材
と
し
、
下
端
部
に
連
続
し
た
小
剥
離
痕
が
見

ら
れ
る
。
こ
こ
を
刃
部
と
し
て
鏨
の
よ
う
に
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

Ｈ２
１

２８
１５
２

２２
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
ＲＦ

チ
ャ
ー
ト

一
部
欠

（
２０
．６
）

（
２２
．４
）

５．
９

２．
８

Ｈ１
９

７３
８６
０９
０４

１５
２

２２
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
ＲＦ

チ
ャ
ー
ト

完
形

１８
．６

２５
．６

５．
４

２．
９自

然
面
を
有
す
る
や
や
横
長
の
剥
片
の
下
部
お
よ
び
左
右
縁
辺
に
主
剥
離
面
側
か
ら
の
調
整

が
見
ら
れ
る
が
、
部
分
的
で
あ
る
。

Ｈ２
１

１１
９

１５
２

２３
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

７９
１

打
製
石
斧

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

完
形

８３
．７

５３
．９

１７
．４

１０
１．
０片

面
が
自
然
面
の
厚
手
の
剥
片
を
用
い
、
自
然
面
側
か
ら
の
調
整
に
よ
っ
て
整
形
お
よ
び
刃

部
を
作
出
し
て
い
る
。
素
材
の
主
要
剥
離
面
の
一
部
を
残
す
。

Ｈ２
１

２７

１５
２

２３
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６２
８

打
製
石
斧

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

完
形

７１
．５

４５
．９

１５
．３

６８
．０

下
端
部
お
よ
び
右
側
縁
に
連
続
調
整
が
見
ら
れ
る
。
全
体
形
か
ら
打
製
石
斧
と
し
た
が
、
側

面
を
刃
部
と
し
て
使
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
下
端
部
に
は
一
部
摩
滅
痕
が
観
察
で
き
る
。

Ｈ２
１

２６

表
６
　
つ
づ
き

－234－



挿
図
№
報
告
№

調
査
区

種
別
遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№
遺
構
旧
№

地区
・グ
リッ
ド№
．

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）最
大
幅（
㎜
）最
大
厚（
㎜
）
重
量（
ｇ）

所
見

資
料
番
号

備
考

１５
３

２３
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

Ｓ－
１９
内

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

完
形

１４
６

１０
２

１０
８

１６
５．
５

１５
３

２３
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

４０
４

軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

完
形

６０
５０

２９
１７
．６

１５
３

２３
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
へ
ら
状
石
器

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

一
部
欠

（
６８
）

３６
１２

４２
．５

１５
３

２３
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

８１
８

砥
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

一
部
欠

（
１２
５）

８１
６０

８５
７．
８

１５
３

２３
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

７６
１

石
皿

チ
ャ
ー
ト

破
片

（
６９
）

（
４６
）

（
４８
）

９８
．２

１５
３

２３
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

２３
９

石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
６０
）

（
６８
）

（
４４
）

１９
８．
５

１５
３

２３
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３Ａ

０１
石
皿

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

破
片

（
７７
）

（
７３
）

（
６０
）

３５
１．
０

１５
３

２３
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

４１
９

石
皿

無
斑
晶
質
安
山
岩

破
片

（
１３
４）

（
９２
）

（
５６
）

７３
２．
１

１５
３

２４
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３Ａ

０１
石
皿

多
孔
質
安
山
岩

一
部
欠

（
１２
０）

（
８５
）

（
４５
）

３８
３．
６

１５
４

２４
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
凹
石

輝
石
安
山
岩

半
欠

（
５８
）

（
５４
）

（
３０
）

２０
２．
０

１５
４

２４
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６９
５

敲
石

砂
岩

半
欠

（
６５
）

（
５３
）

（
２９
）

１２
９．
６

１５
４

２４
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

２２
４

敲
石

チ
ャ
ー
ト

完
形

５４
５５

４３
２０
１．
０

１５
４

２４
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
敲
石

溶
結
凝
灰
岩

完
形

７０
３５

２１
６５
．１

１５
４

２４
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
敲
石

砂
岩

破
片

（
６２
）

（
５０
）

（
２８
）

８６
．０

１５
４

２４
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

４０
９

敲
石

砂
岩

半
欠

（
６０
）

（
４４
）

（
３９
）

１１
６．
７

１５
４

２４
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
敲
石

砂
岩

完
形

８４
４５

３１
１６
０．
１

１５
４

２４
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

７７
９

敲
石

多
孔
質
安
山
岩

一
部
欠

（
７９
）

６４
５２

４８
０．
１

１５
４

２４
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
敲
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩

破
片

（
７９
）

（
６５
）

（
３５
）

２０
６．
６

１５
４

２５
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

３５
７

敲
石

珪
化
砂
岩

半
欠

（
６０
）

（
４８
）

（
４１
）

１４
５．
３

１５
４

２５
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
敲
石

輝
石
安
山
岩

半
欠

（
６７
）

（
５１
）

（
３２
）

１５
５．
４

１５
４

２５
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

２４
０

敲
石

砂
岩

半
欠

（
６７
）

（
６０
）

（
３９
）

２０
３．
６

１５
４

２５
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
敲
石

砂
岩

完
形

６８
５０

２６
１２
６．
８

１５
４

２５
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

１２
９

磨
石

輝
石
安
山
岩

半
欠

（
７７
）

（
４１
）

（
４４
）

１４
０．
５

１５
４

２５
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩

破
片

（
６２
）

（
７５
）

（
２５
）

１５
１．
９

１５
４

２５
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

一
括

０１
磨
石

輝
石
安
山
岩

半
欠

（
６８
）

（
３７
）

（
４６
）

１５
３．
１

１５
４

２５
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

１０
１

磨
石

輝
石
安
山
岩

破
片

（
６９
）

（
５７
）

（
２３
）

８９
．０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３３

―
―

２．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３０

―
―

２．
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３０

―
―

１．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３１

―
―

１．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６０
７

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
４８

―
―

３．
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

３５
９

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
４０

―
―

７．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６９
２

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
４１

―
―

８．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

４０
３

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
５０

―
―

８．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

４２
８

軽
石

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

―
３５

―
―

２．
３

１５
９

７４
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

０１
尖
頭
器

黒
曜
石

完
形

５５
．８

１９
．８

７．
２

６．
７中

央
部
両
端
に
く
び
れ
あ
り
。
尖
頭
器
を
再
加
工

Ｈ１
９

９４
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
７

１５
９

７５
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

０１
石
鏃

緻
密
質
安
山
岩

完
形

３２
．３

１８
．９

６．
３

３．
８

Ｈ１
９

９２
８６
１０
０４

１５
９

７６
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

０１
石
鏃

緻
密
質
安
山
岩

完
形

３３
．１

１８
．４

４．
６

３．
６未

製
品
？

Ｈ１
９

９３
８６
１０
０４

１５
９

７７
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

０１
石
鏃

緻
密
質
安
山
岩

完
形

２６
．４

１４
．０

６．
１

２．
１

Ｈ１
９

９５
８６
１０
０４

１５
９

７８
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

０１
削
器

黒
曜
石

完
形

１６
．２

１４
．２

２．
３

０．
９裏

下
連
続
調
整
あ
り

Ｈ１
９

９１
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
６

１５
９

７９
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

０１
ＲＦ

黒
曜
石

完
形

２２
．０

１４
．８

１０
．７

２．
９

Ｈ１
９

９０
黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６
５

１５
９

８０
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

サ
ン
プ
ル

敲
石

砂
岩

完
形

８２
６２

３９
２４
８．
３

１５
９

８１
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

サ
ン
プ
ル

０１
磨
石

砂
岩

完
形

９４
８０

４３
４３
３．
２

１５
９

８２
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

サ
ン
プ
ル

０１
石
皿

多
孔
質
安
山
岩

破
片

（
７５
）

（
７４
）

（
５６
）

２２
４．
７

１６
３

５１
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
石
刃

チ
ャ
ー
ト

完
形

４９
．９

１４
．３

３．
７

２．
９使

用
痕

Ｈ１
９

８５
１６
３

５２
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
軽
石
製
品

軽
石
（
斜
長
石
・
輝
石
）

完
形

５８
３５

２９
１３
．５

１６
３

５３
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
６

敲
石

輝
石
安
山
岩

半
欠

（
７８
）

（
６４
）

（
４４
）

２４
６．
７

１６
３

５４
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０２
２

敲
石

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

完
形

５５
４５

３５
１１
５．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

３７
１６
９

石
核

珪
質
頁
岩

―
４０

―
―

１５
．８

１６
８

３４
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

３９
１７
０

磨
石
・
敲
石

凝
灰
質
砂
岩

半
欠

（
８１
）

（
７６
）

（
５０
）

４３
２．
２

１７
１

４１
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４０
１８
６

覆
土

０１
磨
石
・
敲
石

砂
岩

完
形

１０
３

６３
５９

４８
２．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４１
０５
３

１
石
核

石
英

―
２８

―
―

１８
．５

１７
３

７７
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４１
０５
３

１
磨
石

多
孔
質
輝
石
安
山
岩

半
欠

（
５６
）

（
５６
）

５０
２０
３．
４

１７
３

７８
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４１
０５
３

１
磨
石

凝
灰
岩

半
欠

（
６２
）

（
４９
）

４６
１９
５．
４

１７
４

１３
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４２
１２
２

０１
打
製
石
斧

砂
岩

半
欠

（
６２
）

（
６５
）

（
２５
）

１３
８．
７

１７
９

２３
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４４
０２
３

２
磨
石

砂
岩

半
欠

（
８４
）

（
５８
）

（
３４
）

２１
５．
１

１７
９

２４
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４４
０２
３

１０
０

磨
石

火
山
礫
凝
灰
岩

半
欠

（
１１
０）

（
７３
）

（
４７
）

４８
９．
１

１７
９

２５
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４４
０２
３

１２
２

砥
石

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

一
部
欠

（
１１
７）

（
６０
）

（
３８
）

３０
７．
０

１８
１

１８
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４５
１１
４

００
０２

磨
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

完
形

６８
５３

４５
２０
８．
６

１８
３

２０
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４６
１１
６

００
０２

磨
石

砂
岩

破
片

（
７０
）

（
５０
）

（
３３
）

１３
７．
７

１８
９

６８
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４８
１１
３

００
０２

砥
石

両
雲
母
片
岩

一
部
欠

（
１２
４）

４２
２３

１８
３．
７

１９
１

３５
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４９
１１
２

００
０２

石
皿

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

破
片

（
１１
５）

（
４２
）

（
２０
）

９９
．０

１９
１

３６
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４９
１１
２

００
０２

石
皿

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

破
片

（
９５
）

（
６３
）

（
４７
）

２７
２．
３

１９
４

４９
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

００
０３

石
鏃

黒
曜
石

完
形

１５
．１

１１
．８

２．
９

０．
４

Ｈ１
８

２５
７
黒
曜
石
産
地
分
析
№
２０
１

１９
４

５０
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

００
０２

凹
石

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

完
形

８９
５０

４０
１６
６．
２

２０
２

１４
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

盛
土

石
核

頁
岩

―
８８

５７
４０

１９
９．
２

２０
２

１４
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

周
溝
内
一
括

０３
石
核

頁
岩

―
９４

６０
４３

２４
７．
１

２０
２

１４
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

１１
２９

砥
石

凝
灰
岩

完
形

１２
５

６４
４４

３８
９．
０

２０
２

１４
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

１１
１６

磨
石
・
敲
石

細
粒
花
崗
岩

完
形

１２
８

８２
７７

１０
７０
．１

２０
２

１４
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

盛
土
一
括

磨
石
・
敲
石

細
粒
花
崗
岩

半
欠

（
７５
）

（
５４
）

（
３９
）

１７
１．
８

２０
２

１４
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

盛
土
一
括

磨
石
・
敲
石

デ
イ
サ
イ
ト

完
形

７９
６１

３８
２６
３．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

０１
砥
石

流
紋
岩
（
三
紀
）

―
３３

―
―

９．
１

２０
６

８
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５５
１１
１

００
０２

磨
石
・
敲
石

砂
岩

一
部
欠

（
５７
）

（
７０
）

（
５３
）

２６
１．
１

２０
６

９
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５５
１１
１

００
０２

磨
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
（
新
期
）
半
欠

（
６５
）

（
８５
）

４３
３４
３．
４

２０
７

２
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５６
１２
４

００
０２

敲
石

花
崗
閃
緑
岩

完
形

５２
４７

４０
１２
９．
８

２１
０

１７
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５８
７９

０１
磨
石
・
敲
石

石
英
閃
緑
岩

半
欠

（
７９
）

（
７６
）

４２
３０
３．
９

２１
１

９
セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５９
１２
５

００
０２

敲
石

流
紋
岩
質
凝
灰
岩
（
古
期
）
完
形

９６
６３

４３
３３
０．
３

表
６
　
つ
づ
き
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調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地
区・
グ
リ
ッ
ド
№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）

最
大
幅（
㎜
）

最
大
厚（
㎜
）

重
量（
ｇ）

備
考

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

１
０９
７

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
―

２．
８他

１１
個
体

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

１
０９
７

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１３

―
―

０．
３

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

１
０９
７

ＮＥ
８０
０２

剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
―

１．
７他

２
個
体

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

１
０９
７

ＳＷ
８０
０２

剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
―

４．
２他

３
個
体

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

１
０９
７

ＮＥ
８０
０１

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１７

―
―

０．
８

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３
０９
９

ＳＷ
２０
０１

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３４

―
―

４．
０

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３
０９
９

ＳＷ
２０
０１

剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
２７

―
―

３．
７他

１
個
体

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３
０９
９

ＮＷ
８０
０１

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３４

―
―

７．
７他

１
個
体

０６
４

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３
０９
９

ＳＷ
２０
０１

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２７

―
―

３．
７他

１
個
体

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

剥
片

頁
岩

―
２８

―
―

０．
９

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

剥
片

頁
岩

―
３４

―
―

７．
１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
５３

―
―

３０
．３

他
２
個
体

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

３
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３２

―
―

５．
１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
９

６．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１８

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

６
１１
６０

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
４

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１９

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

９
１１
５８

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２１

―
―

４．
９他

３
個
体

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

９
１１
５８

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
３１

―
６

１．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

９
１１
５８

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
１１

３．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

９
１１
５８

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
５

１．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１６

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

デ
イ
サ
イ
ト

―
４３

―
―

１０
．４

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２７

―
―

８．
２他

３
個
体

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
５

１．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
２

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
２

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１０

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
３

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
６

１．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１２

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１０
１１
５７

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
２

０．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

頁
岩

―
２１

―
―

１．
７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４５

―
―

３６
．８

他
５
個
体

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４０

―
―

１１
．８

調
整
剥
片

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
６

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
９

１．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
５

０．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
３

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１１
１１
５１

剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
１０

１．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１２
１１
６４

剥
片

赤
玉

―
３２

―
―

５．
４

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１２
１１
６４

剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
４５

―
―

７．
７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１２
１１
６４

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
８

２．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２１

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１３
１１
５２

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

頁
岩

―
３８

―
―

６．
６

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１４
１１
５６

覆
土

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１７

―
―

２．
７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１６
１１
５４

剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
８

１．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

１７
１１
５３

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

珪
質
頁
岩

―
４３

―
―

１２
．５

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２１
１１
５０

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

珪
質
頁
岩

―
１６

―
―

１．
３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２１
１１
５０

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２４

―
―

６．
６他

１
個
体

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２２
１１
５９

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

頁
岩

―
４２

―
―

３．
８

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２２
１１
５９

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

頁
岩

―
２２

―
―

１．
３

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２２
１１
５９

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

赤
玉

―
３０

―
―

４．
７

０９
９

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

２２
１１
５９

覆
土
サ
ン
プ
ル

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３３

―
―

３．
４

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

８３
剥
片

頁
岩

―
３５

―
―

３．
５

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

８３
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２６

―
―

７．
１

セ
７２

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２３
０３
５

８２
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
―

１．
３他

２
個
体

セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２５
０３
６

剥
片

珪
質
頁
岩

―
２７

―
―

１．
１

セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２５
０３
６

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３７

―
―

５．
７

セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２５
０３
６

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
―

３．
４

セ
７３

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２６
０３
３

２
剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
―

３．
０他

１
個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
１７

―
―

０．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
２５

―
―

１．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

１
剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
４９

―
―

８．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

花
崗
閃
緑
岩

―
２３

―
―

４．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
２９

―
―

３．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２８

―
―

４．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

デ
イ
サ
イ
ト
（
三
紀
）

―
３４

―
―

４．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３０

―
―

２．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２２

―
―

２．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２７

―
―

２．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２６

―
―

４．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２１

―
―

１．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２４

―
―

３．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

覆
土

剥
片

輝
石
安
山
岩
（
四
紀
）

―
２９

―
―

４．
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

覆
土

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２３

―
―

０．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
剥
片

菫
青
石
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

―
６０

―
―

１３
．７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

覆
土

剥
片

デ
イ
サ
イ
ト
（
三
紀
）

―
４１

―
―

４．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２４

―
―

１．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２０

―
―

１．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

１
剥
片

頁
岩

―
２０

―
―

１．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

覆
土

１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３０

―
―

３．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２６

―
―

１５
．０

他
９
個
体

表
６
－
２
　
遺
構
出
土
石
器
属
性
表
（
竪
穴
住
居
跡
）　
剥
片
類

－236－



調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地
区・
グ
リ
ッ
ド
№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）

最
大
幅（
㎜
）

最
大
厚（
㎜
）

重
量（
ｇ）

備
考

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
２５
０

覆
土

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３６

―
―

８．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３５

―
―

５．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２７

―
―

２．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２９

―
―

２．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

１７
剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
―

０．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１３

―
―

０．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２１

―
―

１．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４４

―
―

３．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４４

―
―

２２
．４

他
７
個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３０

―
―

８．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

１３
３

剥
片

黒
曜
石

―
３１

―
１１

６．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
剥
片

黒
曜
石

―
３６

―
８

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
７

１．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
３

０．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

１２
３

剥
片

黒
曜
石

―
２９

―
１０

３．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

５１
３

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
１０

２．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
２９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

６０
０

剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
７

３．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

６３
９

剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
３

０．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９

６３
９

剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
６

１．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
２

１．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
７

３．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
９

３．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
６

３．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
３

１．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
３９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
２

０．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
７

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
２

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
８

１．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
２

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
３

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２９

―
１１

４．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２７
０７
９（

２５
０）

剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
３

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
４９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

２９
３０
０

４６
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
６４

―
―

１９
．４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３０
４２
５

剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
９

４．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

０２
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４０

―
―

１０
．４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

剥
片

玉
髄

―
４２

―
―

９．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３１
２２
７

剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
８

４．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

一
括

０２
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
４４

―
―

５．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

一
括

剥
片

珪
質
頁
岩

―
２６

―
―

４．
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

緻
密
質
安
山
岩

―
１６

―
―

１．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

４２
２

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３８

―
―

６．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３０

―
―

３．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３７

―
―

４．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
４７

―
―

７．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３８

―
―

４．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
２９

―
―

２．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
４

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
３１

―
７

３．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
９

１．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
５

１．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
２

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
３

０．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
４

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
４

１．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
７

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
１

０．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
２

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
７９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
２

０．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１３

―
７

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
６

１．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
７

１．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１３

―
４

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
３

０．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０２
剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
３

０．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
２

０．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
８９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０８
剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
３

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３２
２０
２

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１５

―
３

０．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２０

―
―

１．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２９

―
―

１．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２８

―
―

２．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
剥
片

輝
石
安
山
岩
（
三
紀
）

―
２４

―
―

３．
３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
剥
片

緻
密
質
安
山
岩

―
２３

―
―

２．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２０

―
―

１．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０９
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２７

―
―

３．
７

表
６
－
２
　
つ
づ
き

－237－



調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地
区・
グ
リ
ッ
ド
№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）

最
大
幅（
㎜
）

最
大
厚（
㎜
）

重
量（
ｇ）

備
考

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

２４
９

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
１８

―
―

０．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
剥
片

珪
質
頁
岩

―
４２

―
―

４．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
４２

―
―

６．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３８

―
―

５．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３７

―
―

５．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２９

―
―

２．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２７

―
―

１．
８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
１２

３．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

覆
土

剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
７

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
６

１．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
４

１．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
３

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

黒
曜
石

―
２９

―
６

２．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
６

０．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０３
剥
片

黒
曜
石

―
１７

―
３

０．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５８

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

３１
５

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
１０

２．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
５９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

Ｔ０
３

剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
４

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

Ｔ０
３

剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
７

０．
９

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

４５
９

剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
９

２．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

０７
剥
片

黒
曜
石

―
２６

―
８

２．
７

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

１
層

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
９

３．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

Ｔ０
３

剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
７

２．
２

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３３
２０
１

３１
９

剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
６

１．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
６６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４２

―
―

１１
．６

一
括

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３９

―
―

６．
１一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２６

―
―

３．
９ 一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３１

―
―

９．
６一

括
　
他
２
個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２５

―
―

４．
４一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２８

―
―

８．
３一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３１

―
―

４．
８一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
４７

―
―

６．
５一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

珪
質
頁
岩

―
３３

―
―

９．
３一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
４２

―
―

５．
５一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
２９

―
―

３．
３一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
２９

―
―

５．
４一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３０

―
―

９．
７一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３０

―
―

２．
９一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
４３

―
―

７．
６一

括
セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
３５

―
―

７．
１一

括
　
他
１
個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

頁
岩

―
３８

―
―

８．
５一

括
　
他
１
個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

黒
曜
石

―
４８

―
―

６．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
―

１．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２８

―
―

２．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
―

０．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
―

１．
９他

４
個
体

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

０１
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
―

１．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

２１
１

剥
片

黒
曜
石

―
１３

―
―

０．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

３８
１

剥
片

黒
曜
石

―
２７

―
―

１．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

３９
４

剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
―

０．
７

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６０
８

剥
片

黒
曜
石

―
５８

―
―

１１
．３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６０
９

剥
片

黒
曜
石

―
２５

―
―

１．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６０
９

剥
片

黒
曜
石

―
３０

―
―

７．
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

６５
１

剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
―

０．
６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３４
２０
３

７９
９

剥
片

黒
曜
石

―
３４

―
―

２．
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
６

２．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９３

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

剥
片

黒
曜
石

―
２４

―
８

２．
５

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
５

１．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３５
２４
９

剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
１２

４．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
９６

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
２４

―
―

２．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２２

―
―

３．
５

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
１８

―
―

０．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

早
期

３６
２２
５

０１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２５

―
―

２．
１

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

３９
１７
０

剥
片

無
斑
晶
質
安
山
岩

―
３０

―
―

３．
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４０
１８
６

２
剥
片

赤
玉

―
２５

―
―

３．
４

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４１
０５
３

２
剥
片

両
雲
母
片
岩

―
４０

―
―

１４
．８

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４３
１８
９

一
括

００
０１

剥
片

珪
質
頁
岩

―
３６

―
―

１４
．２

他
２
個
体

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４３
１８
９

１
剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
５

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
２

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４４
０２
３

７０
剥
片

赤
玉

―
３５

―
―

５．
０

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４４
０２
３

７０
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２８

―
―

１．
６

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４５
１１
４

１
剥
片

無
斑
晶
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

―
２９

―
―

４．
５

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４５
１１
４

１
剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
７

１．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
１

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４７
１１
５

４
剥
片

砂
質
頁
岩

―
４７

―
―

１２
．６

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４８
１１
３

覆
土

７
剥
片

珪
質
頁
岩

―
４７

―
―

１０
．８

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４８
１１
３

２２
剥
片

黒
曜
石

―
２２

―
３

１．
１

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１５
０

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４９
１１
２

００
０２

剥
片

珪
質
頁
岩

―
３１

―
―

４．
６

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

４９
１１
２

００
０２

剥
片

頁
岩

―
３２

―
―

１１
．３

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

００
０２

剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
２７

―
―

４．
２

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
３２

―
５

２．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
１

表
６
－
２
　
つ
づ
き

－238－



調
査
区

種
別

遺
構
種
類

時
期

遺
構
新
№

遺
構
旧
№

地
区・
グ
リ
ッ
ド
№

層
位

取
り
上
げ
№

器
種

石
材

残
存
状
態

最
大
長（
㎜
）

最
大
幅（
㎜
）

最
大
厚（
㎜
）

重
量（
ｇ）

備
考

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
７

２．
６

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
２

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
２１

―
８

２．
３

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
３

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
２０

―
４

１．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
４

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
２３

―
６

１．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
５

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
１８

―
６

１．
０

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
６

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
１６

―
４

０．
８

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
７

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
１４

―
３

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
８

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５１
１０
０

３
剥
片

黒
曜
石

―
１９

―
２

０．
４

黒
曜
石
産
地
分
析
№
１４
９

セ
２８

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５２
０２
１

４
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
５４

―
―

１２
．６

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５３
１０
５

００
０６

剥
片

緑
色
片
岩

―
６４

―
―

３４
．４

セ
５４

遺
構

竪
穴
住
居

前
期

５３
１０
５

１
剥
片

チ
ャ
ー
ト

―
３４

―
―

２．
２

表
６
－
２
　
つ
づ
き

－239－



表
７
　
遺
構
出
土
礫
集
計
表
（
竪
穴
住
居
跡
）

新
№

調
査
区

旧
№

時
期

位
置

合
計

被
熱

無
被
熱
自
然
礫

礫
石
器

備
考

赤
色
化

黒
・
灰
色
化

点
数

重
量
（
ｇ）

点
数

重
量
（
ｇ）

比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ）

比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ）

比
率
（
％
）

点
数

重
量
（
ｇ）

比
率
（
％
）

１
０６
４

０９
７

早
期

１Ｂ
－８
０・

９０
、
１Ｃ
－７
１・

８１
３６

１,
７５
５

１０
８５
２

49
 

２４
７４
８

43
 

１
７５

4 
１

８０
5 

２
０６
４

０７
６

早
期
？

２Ｂ
－１
８

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３
０６
４

０９
９

早
期

２Ｃ
－３
３・

３４
２２

７７
７

５
１７
８

23
 

１６
５５
５

71
 

１
４４

6 
０

０
0 

４
０６
４

０９
６

早
期
？

２Ｃ
－４
１・

４２
０

０
０

０
―

０
０

―
０

０
―

０
０

―
５

０６
４

１０
３

？
２Ｃ
－５
１・

５２
・
６１
・
６２

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

６
０９
９

１１
６０

前
期

ＪＦ
－１
８・

１９
・
２８
・
２９
・
３８
・
３９

２１
２,
６５
３

８
８１
０

31
 

７
４０
３

15
 

１
６６

2 
５

１,
３７
４

52
 

７
０９
９

１１
６１

前
期

ＪＦ
－２
９・

３０
７

６８
９

３
４３
０

62
 

３
１７
１

25
 

０
０

0 
１

８８
13
 

８
０９
９

１１
６６

前
期

ＫＦ
－４
２

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

９
０９
９

１１
５８

前
期

ＫＦ
－１
７・

１８
・
２８

５
６７
２

１
３６
９

55
 

３
２１
７

32
 

１
８６

13
 

０
０

0 
１０

０９
９

１１
５７

前
期

ＬＦ
－３
３・

４２
・
４３

１６
１,
４５
５

５
５９
０

41
 

６
４４
０

30
 

２
２１
５

15
 

３
２１
０

14
 

１１
０９
９

１１
５１

前
期

ＪＦ
－５
４・

６４
１２

１,
２７
３

６
７３
２

58
 

３
１７
１

13
 

２
１４
３

11
 

１
２２
７

18
 

１２
０９
９

１１
６４

前
期

ＪＦ
－６
７・

６８
・
７７
・
７８

３
３８
３

１
２０
６

54
 

１
８５

22
 

０
０

0 
１

９２
24
 

１３
０９
９

１１
５２

前
期

ＪＦ
－７
６・

７７
７

７４
１

３
２１
０

28
 

３
２１
３

29
 

０
０

0 
１

３１
８

43
 

１４
０９
９

１１
５６

前
期

ＪＦ
－８
７・

８８
・
９７
・
９８

１８
２,
５８
５

５
３７
８

15
 

９
９０
０

35
 

０
０

0 
４

１,
３０
７

51
 

１５
０９
９

１１
５５

前
期

ＪＦ
－９
７・

９８
、
ＪＧ
－０
７・

０８
４

９１
５

１
６５

7 
１

２０
2 

０
０

0 
２

８３
０

91
 

１６
０９
９

１１
５４

前
期

ＪＧ
－０
６・

０７
・
１６
・
１７

５
１,
１０
５

３
５７
５

52
 

１
３２
７

30
 

０
０

0 
１

２０
３

18
 

１７
０９
９

１１
５３

前
期

ＪＧ
－０
５・

０６
・
１５
・
１６

９
５５
５

０
０

0 
１

７７
14
 

５
１９
９

36
 

３
２７
９

50
 

１８
０９
９

１１
６２

前
期

ＪＧ
－３
５・

３６
０

０
０

０
―

０
０

―
０

０
―

０
０

―
１９

０９
９

１１
６７

前
期

ＪＧ
－６
２・

６３
０

０
０

０
―

０
０

―
０

０
―

０
０

―
２０

０９
９

１１
６３

前
期

ＩＧ
－７
９・

８８
・
８９
・
９０

１１
９０
８

６
６４
９

71
 

５
２５
９

29
 

０
０

0 
０

０
0 

２１
０９
９

１１
５０

前
期

ＪＧ
－９
４・

９５
、
ＪＨ
－０
４・

０５
３２

９５
３

２３
５７
９

61
 

８
３４
７

36
 

０
０

0 
１

２７
3 

２２
０９
９

１１
５９

前
期

ＭＧ
－８
１・

８２
４

２８
９

３
２８
０

97
 

１
９

3 
０

０
0 

０
０

0 
２３

セ
７２

０３
５

早
期

２Ｂ
－Ｄ
１

２１
８

５,
５８
４

６２
２,
４１
２

43
 

１５
３

２,
６５
８

48
 

０
０

0 
３

５１
４

9 
２４

セ
７２

０３
０

早
期

４Ａ
－Ａ
３

２８
８２
９

７
２５
２

30
 

２１
５７
７

70
 

０
０

0 
０

０
0 

２５
セ
７３

０３
６

早
期

ＢＭ
９－
Ｇ・

Ｋ
４

１,
０２
１

２
４２
９

42
 

１
１９
３

19
 

０
０

0 
１

３９
９

39
 

２６
セ
７３

０３
３

早
期

ＢＭ
１６
－Ａ
・
Ｂ

２
２３

２
２３

100
 

０
０

0 
０

０
0 

０
０

0 
２７

セ
２８

０７
９

早
期

Ｉ６
－０
３・

０６
・
０７
・
１０
・
１１
・
１４
・
１５

９１
８

２５
,４
４２

２８
９

９,
２３
８

36
 

５８
４

１１
,７
６８

46
 

２７
７９
８

3 
１８

３,
６３
８

14
 

２８
セ
２８

３１
７

早
期

Ｉ９
－０
８

２１
１,
４０
５

９
５９
８

43
 

１２
８０
７

57
 

０
０

0 
０

０
0 

２９
セ
２８

３０
０

早
期

Ｈ１
０－
０５
・
０９

１
３３

０
０

0 
１

３３
100
 

０
０

0 
０

０
0 

３０
セ
２８

４２
５

早
期

Ｇ１
１－
１４
・
１５
、
Ｈ１
１－
０２
・
０３
・
０６
・
０７

３９
２,
３１
９

１９
１,
１３
２

49
 

１８
７８
３

34
 

０
０

0 
２

４０
４

17
 

３１
セ
２８

２２
７

早
期

Ｊ９
－０
３・

０４
・
０７
・
０８
、
Ｊ１
０－
０１
・
０５

７１
９,
２６
８

５１
４,
０１
４

43
 

９
３,
０９
０

33
 

３
６５

1 
８

２,
０９
９

23
 

３２
セ
２８

２０
２Ａ

早
期

Ｊ１
０－
０６
・
０７
・
０８
・
１０
・
１１

２７
１

１４
,５
４６

８０
３,
８６
６

27
 

１９
１

１０
,６
８０

73
 

０
０

0 
０

０
0 
住
居
内
集
積
（
石
材
分
析
）

８５
５

３９
,７
１４

１９
９

１１
,４
４４

29
 

６２
５

２４
,８
４６

63
 

５
５５
３

1 
２６

２,
８７
１

7 
覆
土
一
括

７５
２,
８８
６

２４
６８
７

24
 

４０
１,
４７
１

51
 

２
３３
２

12
 

９
３９
６

14
 貝

層
中

３３
セ
２８

２０
１

早
期

Ｊ１
０－
１２
・
１６
、
Ｊ１
１－
０５
・
０６
・
０９
・
１０
・
１３

２２
１

８,
５５
５

７１
３,
７６
５

44
 

１４
６

４,
６４
０

54
 

４
１５
０

2 
０

０
0 
住
居
内
集
積
（
石
材
分
析
）

１,
８４
８

９５
,８
３７

６１
１

３３
,９
０７

35
 

１,
２０
９

５５
,４
２３

58
 

１０
７４
６

1 
１８

５,
７６
１

6 
覆
土
一
括

３４
セ
２８

２０
３

早
期

Ｊ１
０－
１０
・
１１
・
１３
・
１４
・
１５
、
Ｋ１
０－
０２

１,
９３
５

８０
,４
８７

５０
２

２９
,０
００

36
 

１,
３９
０

４５
,７
７８

57
 

６
１８
７

0 
３７

５,
５２
２

7 
３５

セ
２８

２４
９

早
期

Ｋ１
０－
０３
・
０４
・
０７
・
０８

３６
３,
１０
０

２１
１,
０８
２

35
 

１１
９９
２

32
 

１
１２
１

4 
３

９０
５

29
 

３６
セ
２８

２２
５

早
期
？

Ｋ９
－０
５・

０６
・
１０
・
１１

２５
２,
０６
７

１１
５８
５

28
 

１１
１,
１０
８

54
 

０
０

0 
３

３７
４

18
 

３７
セ
２８

１６
９

前
期

Ｆ１
３－
１４
・
１５

８
１４
６

５
１１
２

77
 

１
１６

11
 

１
３

2 
１

１５
10
 

３８
セ
２８

１９
７

前
期

Ｈ１
４－
０５
・
０６
・
０９
・
１０

０
０

０
０

―
０

０
―

０
０

―
０

０
―

３９
セ
２８

１７
０

前
期

Ｈ１
５－
０５
・
０９

１
４３
２

０
０

0 
０

０
0 

０
０

0 
１

４３
２

100
 

４０
セ
２８

１８
６

前
期

Ｈ１
４－
１２
・
１６

１１
７

４,
２２
４

４８
１,
８４
０

44
 

６８
１,
９０
２

45
 

０
０

0 
１

４８
２

11
 

４１
セ
２８

０５
３

前
期

Ｊ１
５－
０５
・
０９

２２
７

９,
３８
３

６８
２,
７７
５

30
 

１５
６

６,
１９
２

66
 

０
０

0 
３

４１
６

4 
４２

セ
５４

１２
２

前
期

Ｈ１
６－
Ｇ・

Ｋ
１

１３
８

０
０

0 
０

０
0 

０
０

0 
１

１３
８

100
 

４３
セ
５４

１８
９

前
期

Ｉ１
６－
Ｃ・

Ｄ
５３

１,
４１
１

１１
３２
５

23
 

４２
１,
０８
６

77
 

０
０

0 
０

０
0 

４４
セ
２８

０２
３

前
期

Ｈ１
７－
０３
・
０７
・
０８
・
１１
・
１２

１１
１

５,
６８
９

３６
２,
０３
６

36
 

７２
２,
６４
２

46
 

０
０

0 
３

１,
０１
１

18
 

４５
セ
５４

１１
４

前
期

Ｉ１
７－
Ｇ・

Ｈ
１５
５

２,
９９
４

２１
５７
３

19
 

１３
３

２,
２１
３

74
 

０
０

0 
１

２０
８

7 
４６

セ
５４

１１
６

前
期

Ｉ１
７－
Ｉ・

Ｊ・
Ｍ・

Ｎ
１１
０

３,
９７
９

２５
１,
０１
０

25
 

８４
２,
８３
２

71
 

０
０

0 
１

１３
７

3 
４７

セ
５４

１１
５

前
期

Ｉ１
７－
Ｊ・

Ｋ・
Ｎ・

Ｏ
２０

１,
４９
９

８
３１
１

21
 

１２
１,
１８
８

79
 

０
０

0 
０

０
0 

４８
セ
５４

１１
３

前
期

Ｉ１
７－
Ｌ・

Ｐ
６０

２,
１１
４

２１
６０
５

29
 

３７
１,
２８
９

61
 

１
３７

2 
１

１８
３

9 
４９

セ
５４

１１
２

前
期

Ｉ１
７－
Ｐ、

Ｉ１
８－
Ｍ、

Ｊ１
７－
Ｄ、

Ｊ１
８－
Ａ

１２
５

４,
４９
０

３５
１,
２８
５

29
 

８８
２,
８３
４

63
 

０
０

0 
２

３７
１

8 
５０

セ
５４

１８
２

前
期

Ｊ１
８－
Ｆ・

Ｇ
０

０
０

０
―

０
０

―
０

０
―

０
０

―
５１

セ
５４

１０
０

前
期

Ｉ１
８－
Ｇ・

Ｈ・
Ｋ・

Ｌ
１６
２

５,
１２
５

５７
１,
４９
５

29
 

１０
１

３,
３６
４

66
 

３
１０
０

2 
１

１６
６

3 
５２

セ
２８

０２
１

前
期

Ｇ１
９－
１４
、
Ｈ１
９－
０１
・
０２
・
０５
・
０６

６４
４,
４０
０

４３
１,
３３
０

30
 

１３
６７
８

15
 

１
４４

1 
７

２,
３４
８

53
 

５３
セ
５４

１０
５

前
期

Ｇ１
９－
Ｇ・

Ｈ・
Ｋ・

Ｌ、
Ｇ２
０－
Ｅ・

Ｉ
４４

２,
７３
１

１３
２６
６

10
 

３０
２,
１４
５

79
 

１
３２
０

12
 

０
０

0 
５４

セ
５４

８３
前
期

Ｇ２
１－
Ｊ

７
３７
８

１
１６
４

43
 

６
２１
４

57
 

０
０

0 
０

０
0 

５５
セ
５４

１１
１

前
期

Ｈ２
０－
Ｉ・

Ｊ・
Ｍ・

Ｎ
１５

１,
２１
３

５
２３
６

19
 

８
３７
３

31
 

０
０

0 
２

６０
４

50
 

５６
セ
５４

１２
４

前
期

Ｉ２
０－
Ｎ・

Ｏ、
Ｊ２
０－
Ｂ・

Ｃ
５

２６
６

３
１１
１

42
 

１
２６

10
 

０
０

0 
１

１２
９

48
 

５７
セ
５４

１２
３

前
期

Ｊ１
７－
Ｌ、

Ｊ１
８－
Ｅ・

Ｉ
６

２０
５

３
１６
３

80
 

３
４２

20
 

０
０

0 
０

０
0 

５８
セ
５４

７９
Ａ

前
期

Ｌ１
８－
Ｂ

１５
９２
８

７
５２
２

56
 

７
１０
３

11
 

０
０

0 
１

３０
３

33
 

５９
セ
５４

１２
５

前
期

Ｋ２
１－
Ｅ・

Ｆ・
Ｉ・

Ｊ
１５

１,
４７
１

２
３７
７

26
 

１２
７６
４

52
 

０
０

0 
１

３３
０

22
 

６０
セ
５４

１３
９

前
期

Ｋ２
１－
Ｍ・

Ｎ、
Ｌ２
１－
Ａ・

Ｂ
０

０
０

０
―

０
０

―
０

０
―

０
０

―

計
８,
１０
１

３６
４,
０４
０

２,
４５
５

１２
４,
８７
３

３４
５,
３８
８

１９
９,
６９
２

55
７８

４,
２８
４

１
１８
０

３５
,１
９１

10
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第２節　その他の遺構

はじめに
　竪穴住居跡以外の遺構としては、表１に示すように竪穴状遺構１３、炉穴２４８、集石４、陥し穴３８、
土坑１１７、落ち込み３の計４２７基がある。このうち、ＳＷ７４・ＳＷ７９・ＳＷ８０・ＳＷ８１・ＳＷ８３地区検
出の４７基については、図面等の情報が欠如し詳細不明であったため除外し、ここでは３８０基について
記載をおこなう。これらの属性については表８にまとめた。その他の遺構は各地区に分布するが、こ
のうち主体を占める炉穴群はとくに遺跡の南側、セ２８地区に集中してみられる。この箇所はまた、先
述した早期の大型竪穴住居跡が集中する所でもある。
　各遺構出土の土器については、その内訳の集計を表９に示し、主要な土器を図示しその属性を表１０
（ＤＶＤ内に収録）に示した。石器については、その属性を表１１に示した。礫については、遺構ごと
に集計したものを表１２に示した。

６１号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｂ－２７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．００ｍ・短軸１．０３ｍ・深さ３２㎝。燃焼面１箇所（第２１３図）。
【重複関係】　弥生住居跡（発掘調査次№ＳＢ０５８）と重複のため、南側部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６２号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｂ－４３・５３
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．８９ｍ・短軸０．９７ｍ・深さ３７㎝（第２１３図）。
【覆土】　暗茶褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　弥生住居跡（発掘調査次№ＳＢ０７８）と重複のため、北東側の一部を欠失する。新旧関
係は６２号が旧。
【出土遺物】　６点・２７６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９４．２％に被熱のあとがみられ
る。石器は、磨製石斧１点が出土している。土器は、２点・４５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆
土一括扱いのもののみである。いずれも条痕文系土器であり、当該時期を６２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２１３図１に示した。条痕文系土器の口縁部破片である。
外面横方向、内面斜方向の条痕が施される。出土石器は、第２１３図２に示した。現存最大長４１㎜を測
る頁岩製の磨製石斧である。表裏面ともに扁平な原石の自然面を極力利用し、部分的研磨によって器
体を整形し刃部を作り出している。基部と刃部が破損する。
６３号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｂ－８４・８５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２９ｍ・短軸１．０３ｍ・深さ３７㎝。主軸方向　６０°。燃焼面１箇所（第２１３図）。
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新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

形
状

時
期

主
軸
方
向
長
軸（
㎝
）
短
軸（
㎝
）
深
さ（
㎝
）
覆
土

遺
物

遺
構
の
特
徴
ほ
か

備
考

６１
０６
４

ＳＦ
２０
７

２Ｂ
－２
７

炉
穴

―
１０
０

１０
３

３２
な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所

上
層
住
居
跡
と
南
側
で
重
複

６２
０６
４

ＳＸ
９３
９

２Ｂ
－４
３・
５３

土
坑

早
期

１８
９

９７
３７

上
層
住
居
跡
と
一
部
重
複
。
６２
号
遺
構
が
旧

６３
０６
４

ＳＦ
２０
９

２Ｂ
－８
４・
８５

炉
穴

―
６０
°

２２
９

１０
３

３７
な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所

６４
０６
４

ＳＦ
２０
８

２Ｂ
－８
５・
８６

炉
穴
？

―
１３
２

１０
８

２３
な
し

燃
焼
面
不
明

６５
０６
４

ＳＫ
２０
８

２Ｂ
－６
７・
７７

土
坑

―
１６
５

１４
０

３６
な
し

６６
０６
４

ＳＦ
２０
６

２Ｂ
－７
９

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

―
１６
４

１４
４

３７
な
し

燃
焼
面
２
ヶ
所

上
層
住
居
跡
と
南
側
で
重
複

６７
０６
４

ＳＫ
２０
４

２Ｃ
－３
１

陥
し
穴

―
１７
９

８２
１２
０

な
し

上
層
住
居
跡
と
東
側
で
重
複

６８
０６
４

ＳＫ
２０
２

２Ｃ
－５
１・
６１

土
坑

―
３２
０

１６
５

７１
な
し

５号
住
居
跡
と
重
複
。
６９
号
遺
構
が
新

６９
０６
４

ＳＫ
２０
３

２Ｃ
－９
２

陥
し
穴

―
１４
８

６６
１０
９

な
し

上
層
住
居
跡
の
下

７０
０６
４

ＳＦ
２０
４

２Ｃ
－６
２・
６３
・
７２
・
７３

炉
穴

―
３３
８°

２９
０

１２
２

４８
な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所

上
層
住
居
跡
と
北
側
で
重
複

７１
０６
４

ＳＫ
２０
５

２Ｃ
－１
５

陥
し
穴

―
１９
１

３６
７２

な
し

７２
０６
４

ＳＦ
２０
５

２Ｃ
－３
８

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

―
３４
６

１８
９

４２
な
し

燃
焼
面
３
ヶ
所
？
位
置
不
明
確

上
層
住
居
跡
と
南
側
で
重
複

７３
０６
４

ＳＦ
２０
１

２Ｃ
－５
６

炉
穴

早
期

燃
焼
面
４
ヶ
所

＊
図
面
不
明

７４
０６
４

ＳＦ
２０
２

２Ｃ
－６
６・
７６

炉
穴

―
な
し

燃
焼
面
４
ヶ
所

＊
図
面
不
明

７５
０６
４

ＳＦ
２０
３

２Ｃ
－７
５

炉
穴

―
１９
４

９４
７８

な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所
？
底
面
焼
け
て
い
な
い
が
、
底
か
ら
１０
㎝
上
で
幅
５０
㎝
の
範
囲
に
焼
土
粒
集
中
す
る
箇
所
あ
り
上
層
住
居
跡
の
下
部

７６
０６
４

ＳＫ
２０
３

２Ｃ
－７
１

陥
し
穴

―
２３
７

１４
１

１０
４

な
し

上
層
住
居
跡
の
下

７７
０６
４

ＳＸ
９０
１

３Ｂ
－５
０

陥
し
穴

―
１７
８

７５
４０

な
し

７８
ＴＪ

５号
西
側

炉
穴
？

―
１７
６

１３
５

３０
な
し

燃
焼
面
不
明

上
層
住
居
跡
と
東
側
で
重
複

７９
ＴＪ

４号
西
側

炉
穴
？

―
１９
４

８６
２４

な
し

燃
焼
面
不
明

８０
ＴＪ

３号
西
側

炉
穴
？

早
期

１７
７

１２
９

１６
燃
焼
面
不
明

８１
ＴＪ

７号
西
側

炉
穴
？

早
期

３８
６

３７
２

３７
燃
焼
面
不
明

８２
ＴＪ

２号
西
側

炉
穴

早
期

２８
１°

３８
４

１６
９

７８
燃
焼
面
２
ヶ
所

８３
ＴＪ

６号
西
側

炉
穴

早
期

３４
９°

２１
０

１０
６

２７
燃
焼
面
２
ヶ
所

８４
ＴＪ

１号
西
側

炉
穴
？

早
期

１７
４

１６
２

２０
燃
焼
面
不
明

８５
ＴＪ

９号
西
側

炉
穴

竪
穴
状

早
期

３１
８

３０
４

２８
燃
焼
面
２
ヶ
所

上
層
住
居
跡
と
南
側
で
重
複

８６
ＴＪ

西
側
６号

西
側

土
坑

長
楕
円
形

―
２７
５

１５
６

３４
な
し

８７
ＴＪ

西
側
５号

西
側

土
坑

長
楕
円
形

―
３０
８

１５
０

４８
な
し

８８
ＴＪ

西
側
４号

西
側

土
坑

楕
円
形

―
１８
０

１２
４

５６
な
し

８９
ＴＪ

１１
・
１２
号

西
側

炉
穴

早
期
？

４３
３

３６
１

３４
礫
の
み

燃
焼
面
１
ヶ
所

９０
ＴＪ

１０
号

西
側

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２９
３

２１
６

３８
燃
焼
面
４
ヶ
所

９１
ＴＪ

１０
号（
西
）

東
側

土
坑

長
楕
円
形

早
期

４５
５

１９
２

２９
９２

ＴＪ
２９
号

東
側

土
坑

楕
円
形

―
１６
７

９２
１８

な
し

９３
ＴＪ

３０
号

東
側

土
坑

楕
円
形

―
１２
２

７２
１１

な
し

９４
ＴＪ

２８
号

東
側

土
坑

楕
円
形

―
１６
０

１０
８

１５
な
し

９５
ＴＪ

２７
号

東
側

土
坑

楕
円
形

―
１３
０

８０
１５

な
し

９６
ＴＪ

３１
号

東
側

土
坑

不
整
形

―
３３
０

３０
６

２３
な
し

９７
ＴＪ

２６
号

東
側

土
坑

楕
円
形

―
１２
０

８４
１９

な
し

９８
ＴＪ

４号
東
側

土
坑

楕
円
形

前
期

１６
９

１１
９

２５
概
報
記
載

９９
ＴＪ

１号
東
側

土
坑

楕
円
形

前
期

２４
７

１６
５

１５
概
報
時
５
号
土
坑

１０
０

ＴＪ
５号

東
側

土
坑

円
形

早
期

１６
３

１４
８

１５
概
報
時
１
号
土
坑

１０
１

ＴＪ
２号

東
側

土
坑

円
形

―
１４
７

１２
３

―
な
し

１０
２

ＴＪ
３号

東
側

土
坑

長
楕
円
形

―
２４
１

１７
２

―
な
し

１０
３

ＴＪ
１１
号

東
側

土
坑

ピ
ッ
ト
状

前
期

１０
０

６６
２１

１０
４

ＴＪ
１０
号（
東
）

東
側

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
８６

６７
１５

な
し

１０
５

ＴＪ
６号

東
側

土
坑

ピ
ッ
ト
状

前
期

８０
８０

４６
１０
６

ＴＪ
１３
号

東
側

土
坑

長
楕
円
形

―
２５
７

１３
０

４２
な
し

１０
７

ＴＪ
８号

東
側

土
坑

不
整
形

前
期

３９
８

２８
３

２３
１０
８

ＴＪ
１２
号

東
側

土
坑

円
形

早
期

１４
６

１１
６

１４
８

１０
７号
遺
構
よ
り
新

１０
９

ＴＪ
７号

東
側

土
坑

不
整
形

―
４２
１

２５
２

１３
な
し

１１
０

ＴＪ
９号

東
側

土
坑

不
整
形

―
４２
２

２４
９

１６
な
し

１１
１

ＴＪ
１６
号（
西
）

東
側

土
坑

楕
円
形

―
１３
３

１２
２

２０
な
し

１１
２

ＴＪ
１６
号（
東
）

東
側

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
８８

８６
１３

な
し

１１
３

ＴＪ
１４
号

東
側

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
８８

６６
２２

な
し

１１
４

ＴＪ
１５
号

東
側

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
１０
８

―
１３

な
し

１１
５

０９
９

３０
７５

ＥＥ
－８
７・
９７

炉
穴

早
期

１６
４°

３１
２

９６
３４

燃
焼
面
２

１１
６

０９
９

３０
６６

ＦＥ
－７
８・
７９
・
８８
・
８９

炉
穴

早
期

１２
８°

２３
６

１２
８

３４
燃
焼
面
１

１１
７

０９
９

３１
２８

ＦＥ
－４
３・
４４
・
５４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２８
４

１８
０

９４
燃
焼
面
２

１１
８

０９
９

３０
７３

ＦＥ
－８
２・
８３

炉
穴

早
期

２０
６°

２４
２

１２
４

５５
燃
焼
面
１

１１
９

０９
９

３０
７４

ＦＥ
－９
２・
９３

炉
穴

早
期

３０
１°

２７
８

１６
４

２４
燃
焼
面
１

１２
０

０９
９

３０
０７

ＦＥ
－９
４　
ＦＦ
－０
３・
０４

炉
穴

早
期

３２
０°

２２
０

１１
０

５１
燃
焼
面
１

１２
１

０９
９

３０
７８

ＦＥ
－０
３

炉
穴
？

楕
円
形

早
期

１６
８

９４
不
明

燃
焼
面
不
明

１２
２

０９
９

３０
８０

ＦＥ
－０
４

炉
穴
？

楕
円
形

―
１７
２

９４
２７

な
し

燃
焼
面
不
明

１２
３

０９
９

３１
３７

ＦＥ
－２
０・
３０

炉
穴

早
期

１７
１°

２４
４

１１
４

４９
燃
焼
面
１

１２
４

０９
９

３０
６０

ＧＤ
－７
７・
８７

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３１
５

２９
０

８５
燃
焼
面
３

陥
し
穴
状
の
遺
構
と
重
複
。
炉
穴
の
方
が
新

１２
５

０９
９

３０
５９

ＧＥ
－２
７・
２８

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３５
４

２０
６

７７
貝
層

燃
焼
面
３

１２
６

０９
９

３１
８３

ＧＥ
－７
５・
７６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３４
６

２０
８

７５
な
し

燃
焼
面
２

１２
７

０９
９

３１
８２

ＧＥ
－７
５

炉
穴
？

早
期

２８
２

１２
６

４４
な
し

燃
焼
面
不
明

１２
８

０９
９

３１
８１

ＧＥ
－７
５・
７６
・
８５
・
８６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２８
６

２０
０

８３
燃
焼
面
２

１２
９

０９
９

３１
８０

ＧＥ
－８
５・
９５

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２９
０

２６
４

６８
燃
焼
面
２

１３
０

０９
９

３１
７８

ＧＥ
－８
６・
９６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２９
８

１８
４

６１
燃
焼
面
３

１３
１

０９
９

３１
７９

ＧＥ
－８
７

炉
穴

早
期

１８
７°

２３
８

１０
４

６１
燃
焼
面
１

１３
２

０９
９

３１
８４

ＧＥ
－９
７

炉
穴

早
期

１８
５°

２０
０

９２
３３

燃
焼
面
１

１３
３

０９
９

３０
３８

ＨＤ
－１
６・
１７

集
石
遺
構

楕
円
形

早
期

１５
０

１２
０

４２
上
層
に
礫

遺
物
不
明

１３
４

０９
９

３３
６３

ＨＥ
－５
５・
５６
・
６５

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
３４
０

１３
６

１７
９

な
し

お
茶
の
水
女
子
大
学
調
査
・
新
№
付
加

１３
５

０９
９

３１
２１

ＧＦ
－４
０

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
２８
０

１０
０

１２
３

な
し

１３
６

０９
９

３１
１８

ＪＥ
－９
７

土
坑

円
形

―
１５
２

１４
６

３４
な
し

１３
７

０９
９

３３
４１

ＮＧ
－３
４

土
坑

長
楕
円
形

―
４６
０

１６
０

１０
５

な
し

１３
８

０９
９

３３
４２

ＮＧ
－３
４

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
３４
５

１６
２

１３
２

な
し

表
８
　
そ
の
他
の
遺
構
属
性
表
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新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

形
状

時
期

主
軸
方
向
長
軸（
㎝
）
短
軸（
㎝
）
深
さ（
㎝
）
覆
土

遺
物

遺
構
の
特
徴
ほ
か

備
考

１３
９

０９
９

３３
３６

ＮＧ
－１
６

土
坑

長
楕
円
形

―
３３
０

１７
４

２６
な
し

１４
０

０９
９

３３
３５

ＮＧ
－２
７

土
坑

円
形

前
期

１７
８

１７
４

５３
１４
１

０９
９

３３
３１

ＭＨ
－２
０　
ＮＨ
－０
１・
１１

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
３１
４

１２
２

２２
１

な
し

１４
２

０９
９

３３
３０

ＮＨ
－０
４

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
３５
０

１５
６

２２
０

な
し

１４
３

０９
９

３３
６２

ＯＧ
－４
３・
４４

集
石
遺
構

早
期

１３
０

１１
８

―
落
ち
込
み

１４
４

０９
９

３３
１６
Ａ

ＯＧ
－６
２・
６３
・
７２
・
７３

集
石
遺
構

不
整
形

早
期

２８
２

１７
６

２３
１４
５

０９
９

３３
１６
Ｂ

ＯＧ
－７
３

土
坑
？

楕
円
形
？

早
期

２７
０

７２
１９

１４
６

０９
９

３３
０４

ＯＧ
－３
９・
４０

炉
穴
？

―
３１
８

１０
２

８７
な
し

燃
焼
面
不
明

１４
７

０９
９

３３
５７

ＯＧ
－６
７・
７７

陥
し
穴

楕
円
形

―
１９
０

１０
０

６９
な
し

１４
８

０９
９

３３
１９

ＯＧ
－７
７

陥
し
穴

楕
円
形

―
２２
２

１０
０

７２
な
し

１４
９

０９
９

３３
０３

ＰＧ
－７
２

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
２９
６

１０
０

１３
０

な
し

１５
０

０９
９

３３
２４

ＯＨ
－４
７

陥
し
穴

長
楕
円
形

不
明

１８
０

５９
７４

１５
１

０９
９

３３
０１

ＯＨ
－３
０・
４０

集
石
遺
構

不
整
形

早
期

３１
０

１８
４

―
１５
２

０９
９

３３
０２

ＰＨ
－４
１

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
１９
５

７８
６２

な
し

１５
３

セ
７２

０４
６

１Ｂ
－Ａ
１

土
坑

ピ
ッ
ト
状

早
期

８９
８８

４２
１５
４

セ
７２

０４
５

１Ｂ
－Ａ
１・
Ａ２

土
坑

円
形

早
期

２７
５

１７
８

１４
９

１５
５

セ
７２

０５
４

１Ｂ
－Ａ
２

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
１０
２

８４
５４

な
し

１５
６

セ
７２

０４
４

１Ｂ
－Ａ
２・
Ａ４

炉
穴

早
期

１５
°

６２
４

２８
６

１３
３

燃
焼
面
１
ヶ
所

１５
７

セ
７２

０４
８

１Ｂ
－Ａ
３

炉
穴

早
期

１７
８

１３
０

４０
燃
焼
面
２
ヶ
所

１５
８

セ
７２

０４
７

１Ｂ
－Ａ
３

炉
穴

早
期

１８
７

１７
５

６０
燃
焼
面
１
ヶ
所

１５
９

セ
７２

０４
９

１Ｂ
－Ａ
３・
Ｃ１

土
坑

楕
円
形

早
期

１２
６

９３
７８

１６
０

セ
７２

０５
０

１Ｂ
－Ｃ
１

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
９４

６７
１５

な
し

１６
１

セ
７２

０５
１

１Ｂ
－Ａ
３・
Ｃ１

土
坑

ピ
ッ
ト
状

早
期

９０
５８

２３
１６
２

セ
７２

０５
２

１Ｂ
－Ｃ
２

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
９５

７１
６５

な
し

１６
３

セ
７２

０５
７

１Ｂ
－Ｃ
１・
Ｃ３

炉
穴
？

早
期

３５
２

１１
３

４３
燃
焼
面
不
明

西
側
調
査
区
外

１６
４

セ
７２

０５
６

１Ｂ
－Ｃ
３・
Ｃ４

土
坑

不
整
形

―
３０
６

２０
２

１３
５

な
し

１６
５

セ
７２

０６
３

１Ｂ
－Ｃ
３、
１Ｃ
－Ａ
１

土
坑

ピ
ッ
ト
状

―
８１

５３
４８

な
し

１６
６

セ
７２

０５
９

１Ｃ
－Ａ
１

土
坑

楕
円
形

早
期

２４
２

２０
２

８７
西
側
調
査
区
外

１６
７

セ
７２

０５
８

１Ｃ
－Ａ
１

土
坑

楕
円
形

―
１７
０

１３
５

１６
４

な
し

１６
８

セ
７２

０６
１

１Ｃ
－Ａ
２

土
坑

？
―

１３
２

１２
６

７６
な
し

１６
９

セ
７２

０７
５

１Ｃ
－Ｂ
１・
Ｂ２

竪
穴
状
遺
構

不
整
形

早
期

７８
７

２７
７

２０
１７
０

セ
７２

０８
３

１Ｂ
－Ｂ
１・
Ｂ２
・
Ｂ３
・
Ｂ４

炉
穴

早
期

５７
９

２８
６

７１
燃
焼
面
４
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１７
１

セ
７２

０７
２

２Ｂ
－Ａ
３

炉
穴

早
期

４２
６

１７
８

８２
燃
焼
面
２
ヶ
所

１７
２

セ
７２

０７
１

１Ｂ
－Ｄ
４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２７
４

２６
５

３６
燃
焼
面
２
ヶ
所

１７
３

セ
７２

０７
０

１Ｂ
－Ｄ
２・
Ｄ４
、
２Ｃ
－Ｃ
１・
Ｃ３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４７
６

４１
０

９２
貝
層

燃
焼
面
７
ヶ
所

１７
４

セ
７２

０７
３

２Ａ
－Ａ
４・
Ｂ３
・
Ｃ２
・
Ｄ１
・
Ｃ４
・
Ｄ３

炉
穴

早
期

１１
０４

７０
０

６８
集
石
２
ヶ
所

燃
焼
面
７
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１７
５

セ
７２

０３
９

２Ｂ
－Ａ
２・
Ｂ１
・
Ａ４
・
Ｂ３

炉
穴

早
期

５３
１

４２
１

８７
貝
層

燃
焼
面
３
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１７
６

セ
７２

０７
４

２Ｂ
－Ｃ
２

竪
穴
状
遺
構

楕
円
形

早
期

２４
９

１２
０

２８
１７
７

セ
７２

０６
４

２Ｂ
－Ｃ
１・
Ｃ２
・
Ｃ３
・
Ｃ４

炉
穴

早
期

４４
２

２８
２

８３
貝
層

燃
焼
面
３
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１７
８

セ
７２

０７
８

２Ｂ
－Ｃ
４・
Ｄ３

炉
穴

早
期

４２
７

２５
３

６０
集
石
２
ヶ
所

燃
焼
面
２
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１７
９

セ
７２

０７
７

２Ｂ
－Ｄ
３

竪
穴
状
遺
構

楕
円
形
？

早
期

２０
６

１０
４

１３
１８
０

セ
７２

０３
８

２Ａ
－Ｄ
４・
３Ａ
－Ｃ
３

竪
穴
状
遺
構

円
形

早
期

２５
０

２４
８

４４
１８
１

セ
７２

０６
５

２Ｂ
－Ｂ
２・
Ｂ４
、
３Ｂ
－Ａ
１・
Ａ３

炉
穴

早
期

６１
８

５５
６

９１
貝
層

燃
焼
面
５
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１８
２

セ
７２

０６
９

２Ｂ
－Ｄ
２・
３Ｂ
－Ｃ
１

炉
穴

早
期

５７
７

４４
４

５４
貝
層

燃
焼
面
１
ヶ
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

１８
３

セ
７２

０６
６

３Ｂ
－Ａ
２

竪
穴
状
遺
構

早
期

２３
１

１９
５

２２
貝
層

１８
４

セ
７２

０６
７

３Ｂ
－Ａ
４

竪
穴
状
遺
構

早
期

５４
５

５１
５

３６
貝
層

１８
５

セ
７２

０６
８

３Ｂ
－Ｃ
１・
Ｃ２

竪
穴
状
遺
構

早
期

３３
９

３２
９

１４
貝
層

１８
６

セ
７２

０８
０

３Ａ
－Ｃ
４

土
坑

ピ
ッ
ト
状

早
期

８６
６１

３４
覆
土
中
わ
ず
か
に
貝
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
と
の
所
見

１８
７

セ
７２

０８
１

３Ａ
－Ｃ
４・
Ｄ３
、
３Ｂ
－Ａ
２・
Ｂ１

土
坑

楕
円
形

早
期

１７
８

１０
６

４４
１８
８

セ
７２

０２
１

３Ａ
－Ｂ
４

炉
穴
？

楕
円
形

早
期

１１
２

６９
７

１８
９

セ
７２

０３
１

４Ａ
－Ａ
３

土
坑

楕
円
形

―
１６
３

１２
２

９３
な
し

１９
０

セ
７２

０１
６

４Ａ
－Ｃ
１

土
坑
？

長
楕
円
形

―
１９
８

８２
１０

な
し

１９
１

セ
７２

０２
９

４Ａ
－Ｃ
１

土
坑

楕
円
形

早
期

２４
２

１４
５

４３
１９
２

セ
７２

０８
２

３Ａ
－Ｄ
４

土
坑

楕
円
形

早
期

１７
０

１２
７

１８
１９
３

セ
７２

０２
８

３Ａ
－Ｄ
４

土
坑

円
形

早
期

１３
１

１１
９

３０
１９
４

セ
７２

０３
４

４Ａ
－Ｃ
３

土
坑

楕
円
形

早
期

１６
６

１１
４

４３
１９
５

セ
７２

０２
３

３Ｂ
－Ｂ
１

竪
穴
状
遺
構

イ
チ
ジ
ク
状

早
期

２６
８

２１
１

２９
１９
６

セ
７２

０４
０

３Ｂ
－Ｂ
２・
Ｂ４
、
４Ｂ
－Ａ
１・
Ａ３

炉
穴

早
期

２７
２

２５
５

７９
貝
層

燃
焼
面
３
ヶ
所

１９
７

セ
７２

０２
７

４Ａ
－Ｄ
１

土
坑

楕
円
形

―
１７
４

１０
１

１６
な
し

１９
８

セ
７２

０１
５

４Ａ
－Ｄ
２

炉
穴

早
期

４０
°

１８
０

８４
１７

焼
土
の
痕
跡
希
薄

１９
９

セ
７３

０２
８

Ｂ２
－Ｆ

土
坑

早
期

１３
８

１２
２

７０
２０
０

セ
７３

０３
４

Ｃ３
－Ｐ

土
坑

円
形

早
期

２０
１

１４
７

５５
２０
１

セ
７３

０３
５

Ｃ３
－Ｐ

炉
穴

早
期

３４
°

１０
７

７６
１９

燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
２

セ
７３

０３
７

Ｄ５
－Ｂ
・
Ｆ

炉
穴
？

早
期

９６
５０

２６
燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
３

セ
７３

０２
５

Ｄ４
－Ｉ
・
Ｊ・
Ｎ

炉
穴

―
２８
２

１４
３

３０
な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
４

セ
７３

０２
４

Ｄ４
－Ｍ
・
Ｎ

炉
穴
？

竪
穴
状

早
期

２１
０

２０
７

４８
燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
５

セ
７３

０３
０

Ｄ４
－Ｊ
・
Ｋ・
Ｎ・
Ｏ

炉
穴

―
３３
°

１７
２

１３
７

５８
な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
６

セ
７３

０２
６

Ｄ４
－Ｎ

炉
穴
？

円
形

早
期

９５
８７

３７
燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
７

セ
７３

０４
０Ａ

Ｄ５
－Ｆ

炉
穴
？

早
期

２０
０

１２
８

４４
焼
土
不
明

２０
８

セ
７３

０４
０Ｂ

Ｄ５
－Ｆ
・
Ｊ

炉
穴

早
期

１４
０°

３１
１

１６
９

４６
燃
焼
面
１
ヶ
所

２０
９

セ
７３

０３
８

Ｄ５
－Ｇ

炉
穴
？

竪
穴
状

―
３１
３

６２
２３

な
し

燃
焼
面
２
ヶ
所

２１
０

セ
７３

０３
９

Ｄ５
－Ｇ
・
Ｋ

土
坑

方
形

早
期

１５
７

１５
３

７２
２１
１

セ
７３

０４
１

Ｄ５
－Ｇ
・
Ｋ

土
坑

不
整
形

早
期

４４
９

３２
４

４６
燃
焼
面
不
明

２１
２

セ
７３

０３
１

Ｄ５
－Ｊ

炉
穴

―
８１
°

２１
８

１３
３

６５
な
し

燃
焼
面
１
ヶ
所

２１
３

セ
７３

０３
２

Ｄ５
－Ｎ

土
坑

方
形

早
期

１２
０

８２
８７

２１
４

セ
７３

０１
８

Ｄ５
－Ｋ
・
O

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３０
５

２３
０

６３
燃
焼
面
２
ヶ
所

２１
５

セ
２８

４１
０

①
Ｊ６
－０
４

竪
穴
状
遺
構

早
期

３１
６

２９
３

１０
７貝
層

２１
６

セ
２８

３２
６

①
Ｋ７
－１
４・
１５

落
ち
込
み

イ
チ
ジ
ク
状

早
期

２４
６

２２
６

１７

表
８
　
つ
づ
き

－243－



新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

形
状

時
期

主
軸
方
向
長
軸（
㎝
）
短
軸（
㎝
）
深
さ（
㎝
）
覆
土

遺
物

遺
構
の
特
徴
ほ
か

備
考

２１
７

セ
２８

３２
４

②
Ｉ７
－０
１・
０２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

６１
３

３８
７

７０
燃
焼
面
９
箇
所

２１
８

セ
２８

３２
５

②
Ｉ７
－０
３・
０４
・
０７

炉
穴

早
期

３１
８

２９
８

４７
燃
焼
面
１
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２１
９

セ
２８

４３
０

③
Ｇ８
－１
５

炉
穴

早
期

１２
５°

１８
９

１０
１

７８
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

２２
０

セ
２８

４２
０

③
Ｇ８
－１
２

炉
穴

早
期

２１
０

１４
２

４０
貝
層

人
骨

燃
焼
面
１
箇
所

２２
１

セ
２８

４２
２

③
Ｇ９
－０
９・
１３

炉
穴

早
期

５３
０

３９
３

８６
貝
層

燃
焼
面
５
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２２
２

セ
２８

３８
０

③
Ｇ９
－１
０

炉
穴

早
期

４１
１

２５
１

８１
燃
焼
面
２
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２２
３

セ
２８

３８
１

③
Ｇ９
－０
６・
０７
・
１０
・
１１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５３
３

５１
０

５２
燃
焼
面
７
箇
所

２２
４

セ
２８

３８
２

③
Ｇ９
－０
８

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２２
５

１８
０

５０
燃
焼
面
３
箇
所

２２
５

セ
２８

３６
９

④
Ｈ８
－０
２・
０６

炉
穴

早
期

４１
°

２２
０

１７
２

６９
燃
焼
面
２
箇
所

２２
６

セ
２８

３７
１

④
Ｈ８
－０
６

炉
穴

早
期

３３
３

２２
２

６３
燃
焼
面
３
箇
所

２２
７

セ
２８

３７
０

④
Ｈ８
－０
５・
０６

炉
穴

―
１６
°

２２
８

１２
９

４５
な
し

燃
焼
面
１
箇
所

２２
８

セ
２８

３６
８

④
Ｈ８
－０
２・
０３
・
０６
・
０７

炉
穴

早
期

４８
５

３０
０

４７
貝
層

燃
焼
面
６
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２２
９

セ
２８

３６
７

④
Ｈ８
－０
６・
０７

土
坑

不
整
形

早
期

２５
０

１３
７

３９
２３
０

セ
２８

３６
６

④
Ｈ８
－０
６・
１０

土
坑

隅
丸
方
形

早
期

２３
５

１５
４

１５
２３
１

セ
２８

４３
７

④
Ｈ８
－０
７・
１１

土
坑

楕
円
形

―
２０
９

１６
０

６４
な
し

２３
２

セ
２８

３４
７

④
Ｈ８
－１
０

土
坑

方
形

早
期

１４
３

１０
１

４１
底
面
や
や
袋
状

２３
３

セ
２８

３６
５

④
Ｈ８
－１
０

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３５
０

３３
０

５７
燃
焼
面
１
箇
所

２３
４

セ
２８

３４
３

④
Ｈ１
８－
１４

炉
穴

早
期

１６
５

１０
６

５４
燃
焼
面
２
箇
所

２３
５

セ
２８

３４
２

④
Ｈ８
－１
４・
１５

炉
穴

早
期

２４
０

２３
８

９５
燃
焼
面
３
箇
所

２３
６

セ
２８

３７
２

④
Ｈ８
－０
３・
０４
・
０７
・
０８

炉
穴

早
期

２０
７°

２８
７

１５
８

５８
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所
。
煙
道
の
一
部
残
存

２３
７

セ
２８

３９
５

④
Ｈ８
－０
８・
Ｈ９
－０
５

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５９
０

３２
７

８３
貝
層

燃
焼
面
３
箇
所

２３
８

セ
２８

３９
４

④
Ｈ８
－０
７・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

早
期

３５
２

２４
５

４４
燃
焼
面
２
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２３
９

セ
２８

４１
９

④
Ｈ８
－０
４、
Ｈ９
－０
１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３３
６

２２
６

８３
貝
層

燃
焼
面
４
箇
所

２４
０

セ
２８

４１
７

④
Ｈ９
－０
５・
０６

炉
穴

早
期

２６
６

１４
６

３５
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

２４
１

セ
２８

４１
８

④
Ｈ９
－０
５

炉
穴

早
期

１０
０°

２７
７

１３
３

８３
貝
層

燃
焼
面
付
近
に
倒
立
の
完
形
土
器
燃
焼
面
１
箇
所
。
天
井
部
・
煙
道
の
一
部
残
存

２４
２

セ
２８

３５
３

④
Ｈ９
－０
５・
０９

炉
穴

早
期
？

３３
１

２８
６

４５
貝
層

な
し

燃
焼
面
１
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２４
３

セ
２８

３５
４

④
Ｈ９
－０
９・
１３

炉
穴

早
期

３０
３

１６
７

３１
燃
焼
面
４
箇
所

２４
４

セ
２８

３５
２

④
Ｈ９
－０
９

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２３
３

１６
５

６５
燃
焼
面
２
箇
所

２４
５

セ
２８

３５
１

④
Ｈ９
－０
９・
１０

土
坑

楕
円
形

早
期

２３
８

１８
７

２６
２４
６

セ
２８

３７
３

④
Ｈ９
－０
６・
１０
・
１１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３３
０

１８
４

７６
貝
層

燃
焼
面
２
箇
所
。
天
井
の
一
部
残
存
？

２４
７

セ
２８

３３
９

④
Ｈ８
－１
１・
１５

土
坑

円
形

早
期

１２
９

７８
９

２４
８

セ
２８

３４
０

④
Ｈ８
－１
５

土
坑

楕
円
形

早
期

１６
０

１１
７

４１
２４
９

セ
２８

３４
１

④
Ｈ８
－１
５

土
坑

楕
円
形

早
期

１６
０

８８
３１

２５
０

セ
２８

３５
５

④
Ｈ８
－１
６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２５
３

２３
６

９２
燃
焼
面
２
箇
所

２５
１

セ
２８

３５
７

④
Ｈ９
－１
２・
１３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３２
５

２６
５

５２
燃
焼
面
４
箇
所

２５
２

セ
２８

３５
６

④
Ｈ９
－１
３

土
坑

楕
円
形

早
期

２２
１

１３
３

１６
２５
３

セ
２８

３３
８

④
Ｈ８
－１
６

土
坑

楕
円
形

早
期

１３
１

９５
１６

２５
４

セ
２８

３３
６

④
Ｈ８
－１
６

炉
穴

早
期

３０
４

６６
６２

燃
焼
面
２
箇
所

２５
５

セ
２８

３３
７

④
Ｉ８
－１
５・
１６
、
Ｉ８
－０
３・
０４

炉
穴

早
期

１０
°

１９
８

１１
６

３５
燃
焼
面
１
箇
所

２５
６

セ
２８

３３
５

④
Ｉ８
－０
４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３１
０

１９
０

３２
燃
焼
面
２
箇
所

２５
７

セ
２８

３３
４

④
Ｉ８
－０
３・
０４

土
坑

楕
円
形

早
期

１４
３

１０
０

２９
２５
８

セ
２８

３７
８

⑤
Ｈ９
－０
３

炉
穴

早
期

２０
９

１８
３

４３
燃
焼
面
不
明

２５
９

セ
２８

３７
５

⑤
Ｈ９
－０
２・
０３
・
０６

炉
穴

早
期

４２
０

２８
６

４８
貝
層

燃
焼
面
不
明

２６
０

セ
２８

３７
６

⑤
Ｈ９
－０
３

炉
穴

早
期

１８
９

１８
５

４７
燃
焼
面
６
箇
所

２６
１

セ
２８

３７
７

⑤
Ｇ９
－１
５・
Ｈ９
－０
３

炉
穴

早
期

５１
７

３８
４

１０
６

燃
焼
面
２
箇
所

２６
２

セ
２８

３８
９

⑤
Ｇ９
－１
６・
Ｇ１
０－
１３
・
Ｈ９
－０
４・
Ｈ１
０－
０１
炉
穴

楕
円
形

早
期

２３
０

２１
８

４８
燃
焼
面
２
箇
所

２６
３

セ
２８

３８
８

⑤
Ｈ９
－０
４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２５
３

１６
８

１４
燃
焼
面
２
箇
所

２６
４

セ
２８

３８
６

⑤
Ｈ９
－０
４・
０８
、
Ｈ１
０－
０１
・
０５

竪
穴
状
遺
構

早
期

６１
８

６０
５

２４
２６
５

セ
２８

３８
７

⑤
Ｈ９
－０
４・
０８
、
Ｈ１
０－
０１
・
０５

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３８
８

１７
７

５３
燃
焼
面
３
箇
所

２６
６

セ
２８

３９
０

⑤
Ｈ１
０－
０１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３３
６

２０
９

７８
燃
焼
面
３
箇
所

２６
７

セ
２８

３９
８

⑤
Ｈ１
０－
０１

炉
穴

早
期
？

１０
０

６２
１２

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

２６
８

セ
２８

３９
９

⑤
Ｈ１
０－
０１
・
０２

土
坑

楕
円
形

―
２４
６

１２
９

１５
な
し

２６
９

セ
２８

３９
７

⑤
Ｈ９
－１
２

炉
穴

楕
円
形

早
期

２３
７

２０
１

８８
貝
層

燃
焼
面
３
箇
所

２７
０

セ
２８

３３
３

⑥
Ｉ８
－０
３

炉
穴

早
期

２８
１°

２０
９

１３
６

３９
燃
焼
面
１
箇
所

２７
１

セ
２８

３４
４

⑥
Ｉ８
－０
７・
０８

炉
穴

早
期

３２
４°

２４
８

１０
８

４１
燃
焼
面
１
箇
所

２７
２

セ
２８

３８
３

⑥
Ｉ８
－０
５・
０６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４４
３

２３
８

３９
燃
焼
面
４
箇
所

２７
３

セ
２８

３８
４

⑥
Ｉ８
－０
５・
０６

炉
穴

早
期

６０
°

２３
６

１４
２

６４
燃
焼
面
２
箇
所

２７
４

セ
２８

３８
５

⑥
Ｉ８
－０
６・
１０

炉
穴

早
期

１７
４°

３０
４

１０
６

６８
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

２７
５

セ
２８

３２
９

⑥
Ｉ８
－０
９・
１３

炉
穴

早
期

３１
８

１８
１

４９
燃
焼
面
１
箇
所

２７
６

セ
２８

３１
９

⑥
Ｉ８
－１
０

炉
穴

早
期

１９
７°

２３
４

１１
８

３２
燃
焼
面
１
箇
所

２７
７

セ
２８

３４
９

⑥
Ｉ８
－０
７・
１１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５０
５

３４
０

４０
燃
焼
面
６
箇
所

２７
８

セ
２８

３５
０

⑥
Ｉ８
－０
８・
１２

炉
穴

早
期

１１
０

７１
１２

燃
焼
面
１
箇
所

２７
９

セ
２８

３４
８

⑥
Ｉ８
－１
１・
１２

土
坑

早
期

２１
８

１８
５

４５
燃
焼
面
不
明

２８
０

セ
２８

３１
８Ｂ

⑥
Ｉ９
－０
８・
０９

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期
？

２７
３

１３
８

８０
な
し

燃
焼
面
２
箇
所

２８
１

セ
２８

３１
８

⑥
Ｉ９
－０
９・
１３

炉
穴

早
期

５３
°

２１
８

１１
８

５５
燃
焼
面
１
箇
所

２８
２

セ
２８

２９
８Ｂ

⑥
Ｉ８
－１
３・
１４
、
Ｊ８
－０
１・
０２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２８
９

２０
１

５８
燃
焼
面
１
箇
所

２８
３

セ
２８

３３
０

⑥
Ｉ８
－１
４・
１５
、
Ｊ８
－０
２・
０３

落
ち
込
み

不
整
形

早
期

４２
２

１２
４

１７
２８
４

セ
２８

３２
０

⑥
Ｉ８
－１
５

炉
穴

早
期
？

２２
０°

２３
０

１９
０

８４
な
し

燃
焼
面
１
箇
所

２８
５

セ
２８

３２
１

⑥
Ｉ８
－１
５・
１６

炉
穴

早
期

５°
２２
４

１０
８

６５
燃
焼
面
１
箇
所

２８
６

セ
２８

３２
２

⑥
Ｊ８
－０
３・
０４

炉
穴

早
期

４２
°

２０
５

９９
２８

燃
焼
面
１
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２８
７

セ
２８

３２
３

⑥
Ｊ８
－０
４

土
坑
？

―
１３
５

１０
３

４６
な
し

２８
８

セ
２８

２７
７Ａ

⑥
Ｊ９
－０
１

炉
穴

早
期
？

２９
６

１３
０

３７
貝
層

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

貝
層
分
布
図
な
し

２８
９

セ
２８

２７
７Ｂ

⑥
Ｊ９
－０
１・
０５

炉
穴
？

早
期
？

２８
６

１１
２

５０
な
し

燃
焼
面
不
明

２９
０

セ
２８

２７
５

⑥
Ｉ９
－１
３・
１４
、
Ｊ９
－０
１・
０２

土
坑

早
期

１３
６

１２
９

３５
２９
１

セ
２８

２７
６

⑥
Ｊ９
－０
１

炉
穴

早
期

９°
２６
０

１６
０

３５
燃
焼
面
１
箇
所

２９
２

セ
２８

３１
２

⑦
Ｉ９
－０
２・
０６

炉
穴

早
期

２８
７

１７
５

８８
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

２９
３

セ
２８

３１
３

⑦
Ｉ９
－０
２・
０６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５８
３

３０
９

８８
燃
焼
面
３
箇
所

２９
４

セ
２８

３１
４

⑦
Ｉ９
－０
６・
０７

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３２
９

２０
４

８４
貝
層

燃
焼
面
３
箇
所

表
８
　
つ
づ
き
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新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

形
状

時
期

主
軸
方
向
長
軸（
㎝
）
短
軸（
㎝
）
深
さ（
㎝
）
覆
土

遺
物

遺
構
の
特
徴
ほ
か

備
考

２９
５

セ
２８

３１
６

⑦
Ｉ９
－０
７・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

早
期

３４
８

２７
６

８５
燃
焼
面
４
箇
所

２９
６

セ
２８

３１
５

⑦
Ｉ９
－１
０・
１１

炉
穴

早
期

４１
５

３５
８

６８
燃
焼
面
２
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２９
７

セ
２８

３９
１

⑧
Ｉ１
０－
０１
・
０２
・
０６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

７９
８

２８
５

１０
０

燃
焼
面
８
箇
所

２９
８

セ
２８

３９
２

⑧
Ｉ１
０－
０１
・
０２

炉
穴

早
期

２４
９

２４
３

６９
燃
焼
面
４
箇
所
。
周
囲
に
方
形
の
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

２９
９

セ
２８

２４
２

⑧
Ｉ１
０－
０５
・
０６
・
０９
・
１０

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２７
６

２７
６

７２
貝
層

燃
焼
面
４
箇
所

３０
０

セ
２８

３９
６

⑧
Ｉ１
０－
１０

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２７
７

２３
０

７５
貝
層

燃
焼
面
２
箇
所

３０
１

セ
２８

３６
０

⑨
Ｉ９
－１
６、
Ｊ９
－０
４

炉
穴

早
期

２８
４

２０
７

４９
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

３０
２

セ
２８

２７
３

⑨
Ｊ９
－０
８

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２５
９

１９
８

７８
貝
層

燃
焼
面
２
箇
所

貝
層
分
布
図
な
し

３０
３

セ
２８

２７
４

⑨
Ｊ９
－０
８

炉
穴

早
期

３０
１

２０
４

５２
燃
焼
面
３
箇
所

３０
４

セ
２８

２５
７

⑨
Ｊ９
－０
６・
１０

炉
穴

早
期

２４
５

１５
１

５１
燃
焼
面
１
箇
所

３０
５

セ
２８

２７
８

⑨
Ｊ９
－１
０・
１１
・
１４
・
１５

炉
穴

早
期

５１
０

４７
８

７３
燃
焼
面
１
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

３０
６

セ
２８

２６
１

⑨
Ｊ９
－０
７・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

早
期

６１
５

４５
９

１１
０

燃
焼
面
５
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

３０
７

セ
２８

３６
３

⑨
Ｊ９
－１
２

炉
穴

早
期

２０
１

１６
６

４０
燃
焼
面
２
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

３０
８

セ
２８

２５
８

⑨
Ｊ９
－１
２・
Ｊ１
０－
０９

炉
穴

早
期

３６
９

３０
０

８６
燃
焼
面
２
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

３０
９

セ
２８

４３
８

⑨
Ｊ１
０－
０７
・
１１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期
？

３０
９

２４
４

７６
な
し

燃
焼
面
３
箇
所

３１
０

セ
２８

２６
０

⑨
Ｊ１
０－
０９
・
１０
・
１３

炉
穴

早
期

３４
９

３２
５

６０
燃
焼
面
３
箇
所

３１
１

セ
２８

４１
５

⑨
Ｊ１
０－
１４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２８
０

２２
０

３８
燃
焼
面
３
箇
所

３４
号
住
居
内

３１
２

セ
２８

２５
１

⑨
Ｊ１
０－
１５
・
Ｋ１
０－
０３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３６
４

２６
７

４７
燃
焼
面
４
箇
所

３１
３

セ
２８

２５
３

⑩
Ｋ９
－０
７・
０８

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
３６
５

１８
０

２２
２

な
し

３１
４

セ
２８

２５
２

⑩
Ｋ１
０－
０２
・
０６

土
坑

楕
円
形（
袋
状
）

早
期

２２
７

１１
３

１０
０

３１
５

セ
２８

４０
７

⑪
Ｈ１
０－
０７

炉
穴

早
期
？

３３
０

１８
５

４２
な
し

燃
焼
面
４
箇
所

３１
６

セ
２８

４０
６

⑪
Ｈ１
０－
０７
・
０８

竪
穴
状
遺
構

不
整
形

早
期

３７
８

２８
６

３４
３１
７

セ
２８

４１
３

⑪
Ｈ１
０－
１２

炉
穴

早
期

９４
°

２８
１

１２
７

３１
燃
焼
面
１
箇
所

３１
８

セ
２８

４１
４

⑪
Ｈ１
０－
１１
・
１２

竪
穴
状
遺
構

不
整
形

早
期

４４
０

３１
３

５６
３１
９

セ
２８

４０
９

⑪
Ｈ１
１－
０２

炉
穴

早
期

１８
４

１２
６

２８
燃
焼
面
１
箇
所

３２
０

セ
２８

４３
３

⑪
Ｈ１
１－
０４
・
０８

炉
穴

早
期
？

１５
２°

２５
０

１１
５

５４
な
し

燃
焼
面
１
箇
所

３２
１

セ
２８

４２
７

⑪
Ｈ１
１－
０９
・
１０
・
１３
・
１４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４５
６

３３
６

６５
燃
焼
面
７
箇
所

３２
２

セ
２８

４３
５

⑪
Ｈ１
１－
１２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３１
４

１３
６

４８
燃
焼
面
２
箇
所

３２
３

セ
２８

４３
４

⑪
Ｈ１
１－
１１
・
１２
・
１５
・
１６

土
坑

不
整
形

早
期

５６
９

４２
５

７９
３２
４

セ
２８

４３
１

⑪
Ｉ１
１－
０８
・
１２
、
Ｈ１
２－
０５
・
０９

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３３
３

２３
４

１０
１

燃
焼
面
４
箇
所

３２
５

セ
２８

４３
２

⑪
Ｈ１
１－
１２
・
Ｈ１
２－
０９

炉
穴

早
期

２０
７°

２５
１

１５
６

５５
燃
焼
面
１
箇
所

３２
６

セ
２８

４２
８

⑪
Ｈ１
１－
１４
・
Ｉ１
１－
０２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３１
５

２２
２

９６
貝
層

燃
焼
面
３
箇
所

３２
７

セ
２８

４２
９

⑪
Ｉ１
１－
０３
・
０７

炉
穴

早
期

１６
３°

２２
９

１３
６

５１
燃
焼
面
１
箇
所

３２
８

セ
２８

３０
２

⑫
Ｉ１
１－
０５
・
０９

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３７
３

２８
５

６３
燃
焼
面
７
箇
所

３２
９

セ
２８

３０
１

⑫
Ｉ１
１－
０９
・
１０

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２６
１

２３
２

８０
貝
層

燃
焼
面
２
箇
所

３３
０

セ
２８

３０
３

⑫
Ｉ１
１－
０９
・
１３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２７
６

２５
１

５４
燃
焼
面
５
箇
所

３３
１

セ
２８

３０
９

⑫
Ｉ１
１－
１２
・
１６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４４
４

２２
７

７６
貝
層

燃
焼
面
３
箇
所

３３
２

セ
２８

３１
０

⑫
Ｉ１
１－
１６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２６
０

２３
５

７０
燃
焼
面
２
箇
所

３３
３

セ
２８

２８
３

⑫
Ｉ１
０－
１５
・
１６
、
Ｊ１
０－
０４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５９
６

２８
１

１１
９

燃
焼
面
７
箇
所

３３
４

セ
２８

２８
４

⑫
Ｊ１
０－
０４
・
Ｊ１
１－
０１

炉
穴

早
期

３７
５

１５
２

８５
貝
層

燃
焼
面
２
箇
所

３３
５

セ
２８

２８
５

⑫
Ｊ１
１－
０１
・
０５

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４５
０

２０
０

６５
燃
焼
面
５
箇
所

３３
６

セ
２８

２９
７Ｂ

⑫
Ｊ１
１－
０６
・
０７

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４６
０

２９
０

７３
燃
焼
面
４
箇
所

３３
７

セ
２８

２１
１

⑫
Ｊ１
０－
１６
・
Ｊ１
１－
１３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３０
０

３０
０

７６
燃
焼
面
３
箇
所

３３
８

セ
２８

２１
２

⑫
Ｊ１
１－
１０
・
１３
・
１４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

７６
５

３２
８

５０
燃
焼
面
６
箇
所

３３
９

セ
２８

２５
６

⑫
Ｊ１
１－
１４
・
Ｋ１
１－
０２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

６７
°

３８
８

３６
２

８５
燃
焼
面
５
箇
所

３４
０

セ
２８

２５
５

⑫
Ｊ１
１－
１４
・
Ｋ１
１－
０２

炉
穴

早
期

２６
５

１４
５

６２
燃
焼
面
１
箇
所

３４
１

セ
２８

３０
８

⑫
Ｊ１
１－
０３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２１
６

２０
０

１１
１

燃
焼
面
３
箇
所

３４
２

セ
２８

３０
７

⑫
Ｊ１
１－
０３
・
０４

炉
穴

早
期
？

６０
°

２１
４

９７
６８

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

３４
３

セ
２８

３０
６

⑫
Ｊ１
１－
０３
・
０４

炉
穴

早
期
？

２２
９

１０
７

２８
貝
層

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

貝
層
分
布
図
な
し

３４
４

セ
２８

３０
５

⑫
Ｊ１
１－
０７
・
０８

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４１
４

２２
７

５９
燃
焼
面
４
箇
所

３４
５

セ
２８

２１
４

⑫
Ｊ１
１－
１１
・
１２

炉
穴

早
期

２６
０

２１
６

７５
燃
焼
面
２
箇
所

３４
６

セ
２８

２１
３

⑫
Ｊ１
１－
１１

炉
穴

早
期

２３
６

１９
６

４５
燃
焼
面
２
箇
所

３４
７

セ
２８

２１
９

⑫
Ｊ１
１－
１５
・
１６

炉
穴

早
期

３４
８

２０
４

３６
貝
層

燃
焼
面
２
箇
所
。
周
囲
に
竪
穴
状
の
掘
り
込
み

３４
８

セ
２８

２１
７

⑫
Ｊ１
１－
０８
・
１２

炉
穴

早
期

１０
°

３３
２

１６
０

８２
燃
焼
面
２
箇
所

３４
９

セ
２８

２１
５

⑫
Ｊ１
１－
１２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２８
６

１８
２

８９
燃
焼
面
２
箇
所

３５
０

セ
２８

２１
８

⑫
Ｊ１
１－
０４
・
Ｊ１
２－
０１

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
３３
５

１０
８

１６
７

な
し

３５
１

セ
２８

２８
１

⑫
Ｊ１
２－
０５

炉
穴

早
期

６９
°

２２
６

１１
５

３９
燃
焼
面
１
箇
所

３５
２

セ
２８

２１
６

⑫
Ｊ１
１－
１２
・
Ｊ１
２－
０９

炉
穴

早
期

５７
°

２０
５

９０
７１

燃
焼
面
１
箇
所

３５
３

セ
２８

２８
２

⑫
Ｊ１
２－
０５
・
０９

炉
穴

早
期

１８
０°

２６
０

１０
５

７９
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

３５
４

セ
２８

２０
０

⑬
Ｈ１
２－
１１
・
１５

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３６
８

２５
０

９６
貝

燃
焼
面
３
箇
所

点
あ
げ
し
た
貝
の
み

３５
５

セ
２８

１９
９

⑬
Ｈ１
２－
１６
・
Ｈ１
３－
１３

炉
穴

早
期

４３
°

２６
６

１２
９

５９
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

３５
６

セ
２８

２３
７

⑬
Ｈ１
２－
１６

土
坑

楕
円
形
？

早
期

１７
０

１２
４

３２
３５
７

セ
２８

２３
８

⑬
Ｉ１
２－
０３
・
０４
・
０７
・
０８

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

６３
０

４０
０

１２
２

燃
焼
面
８
箇
所

３５
８

セ
２８

２３
９

⑬
Ｉ１
２－
０８
・
Ｉ１
３－
０５

土
坑

楕
円
形

早
期

１７
８

１５
９

４２
３５
９

セ
２８

２４
０

⑬
Ｉ１
２－
１２
・
Ｉ１
３－
０９

炉
穴

早
期

３３
８

１９
０

４８
貝

燃
焼
面
１
箇
所

点
あ
げ
し
た
貝
の
み

３６
０

セ
２８

２３
６

⑬
Ｉ１
３－
１４

炉
穴

早
期

３３
０

２１
０

５４
貝
層

燃
焼
面
１
箇
所

３６
１

セ
２８

１９
６

⑬
Ｈ１
３－
１６
・
Ｈ１
４－
１３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５７
２

３２
８

１０
５

燃
焼
面
５
箇
所

３６
２

セ
２８

２３
１

⑬
Ｉ１
３－
０４

土
坑

楕
円
形

早
期

２５
０

１５
５

１０
６

不
明

３６
３

セ
２８

２３
２

⑬
Ｉ１
４－
０４

集
石
遺
構

不
整
形

早
期

１７
６

１４
２

６０
３６
４

セ
２８

１９
８

⑬
Ｉ１
３－
０７
・
０８
・
１１
・
１２

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

５５
０

５３
０

１０
８

燃
焼
面
７
箇
所

３６
５

セ
２８

２６
４

⑭
Ｊ１
２－
０１
・
０２
・
０５
・
０６

炉
穴

早
期

３０
５

１７
９

７８
燃
焼
面
２
箇
所

３６
６

セ
２８

２６
５

⑭
Ｉ１
２－
１５

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３０
０

２８
８

８２
燃
焼
面
４
箇
所

３６
７

セ
２８

２６
６

⑭
Ｉ１
２－
１５
・
１６

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３９
５

１１
５

９２
燃
焼
面
３
箇
所

３６
８

セ
２８

２４
３

⑭
Ｊ１
２－
０３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

２７
３

１７
２

４５
礫
の
み

燃
焼
面
４
箇
所

３６
９

セ
２８

２６
２

⑭
Ｊ１
２－
０３

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

３２
０

２３
４

６８
燃
焼
面
２
箇
所

３７
０

セ
２８

２６
３

⑭
Ｊ１
２－
０３
・
０４

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

４５
０

３０
９

６８
燃
焼
面
７
箇
所

３７
１

セ
２８

２６
７

⑭
Ｉ１
２－
１６
・
Ｉ１
３－
１３
・
Ｊ１
３－
０１

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

１０
８９

５２
９

８７
礫
・
石
器
の
み

燃
焼
面
９
箇
所

３７
２

セ
２８

４４
５

⑭
Ｊ１
３－
０６
・
０７

炉
穴

ア
メ
ー
バ
状

早
期

８７
°

３６
８

１２
８

５９
燃
焼
面
１
箇
所

表
８
　
つ
づ
き
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新
№

調
査
区

旧
№

グ
ル
ー
プ

位
置

種
別

形
状

時
期

主
軸
方
向
長
軸（
㎝
）
短
軸（
㎝
）
深
さ（
㎝
）
覆
土

遺
物

遺
構
の
特
徴
ほ
か

備
考

３７
３

セ
２８

１１
９

⑮
Ｇ１
５－
１４
・
１５

土
坑

隅
丸
長
方
形

―
１３
７

９３
１６

な
し

セ
５４
で
調
査

３７
４

セ
２８

１１
８

⑮
Ｈ１
５－
０１

土
坑

長
楕
円
形

―
２３
４

７８
３６

な
し

セ
５４
で
調
査

３７
５

セ
２８

１６
１

⑮
Ｈ１
５－
０９
・
１０
・
１３
・
１４

陥
し
穴
？

長
楕
円
形

―
２３
６

６６
６２

な
し

３７
６

セ
２８

１１
０

⑮
Ｈ１
６－
０６

炉
穴

早
期

１３
４°

１２
３

９３
２１

燃
焼
面
１
箇
所

セ
５４
で
調
査

３７
７

セ
２８

１０
６

⑮
Ｈ１
７－
Ｆ・
Ｇ・
Ｊ・
Ｋ

土
坑

楕
円
形

―
１７
１

１４
４

５４
な
し

セ
５４
で
調
査

３７
８

セ
５４

８６
Ｇ２
１－
Ａ

炉
穴

楕
円
形

早
期
？

１８
８°

８６
６３

８
な
し

燃
焼
面
１
箇
所

３７
９

セ
５４

８５
Ｇ２
１－
Ｂ

土
坑

楕
円
形

―
１７
２

８７
３７

な
し

３８
０

セ
５４

８４
Ｇ２
１－
Ｉ・
Ｊ

土
坑

円
形

―
１６
６

１５
７

５２
な
し

３８
１

セ
５４

８９
Ｇ２
０－
Ｎ

陥
し
穴

長
楕
円
形

―
２７
６

１２
０

２２
５

な
し

３８
２

セ
５４

９２
Ｈ２
１－
Ｆ

炉
穴

楕
円
形

早
期

３１
８°

１８
６

１０
４

４３
燃
焼
面
１
箇
所

３８
３

セ
５４

９３
Ｈ２
１－
Ｆ・
Ｊ

炉
穴

楕
円
形

前
期
？

２４
５°

１７
３

８０
２７

燃
焼
面
１
箇
所

３８
４

セ
５４

９５
Ｈ２
１－
Ｉ

炉
穴

楕
円
形

早
期

１８
０°

１７
５

１１
２

４９
燃
焼
面
１
箇
所

３８
５

セ
５４

１７
４

Ｈ２
０－
Ｎ

炉
穴

楕
円
形

早
期
？

４°
１６
１

５８
１６

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

３８
６

セ
５４

１２
１

Ｉ１
５－
Ｈ

陥
し
穴
？

円
形

前
期

１５
５

１３
９

２５
６

３８
７

セ
５４

１９
０

Ｈ１
６－
Ｐ・
Ｉ１
６－
Ｄ

土
坑

楕
円
形
？

―
６３

６０
３６

な
し

３８
８

セ
５４

１７
５

Ｉ１
９－
Ｈ

土
坑

楕
円
形

―
１４
０

７５
３７

な
し

３８
９

セ
５４

１７
６

Ｉ１
９－
Ｌ

炉
穴

楕
円
形

早
期

１３
４°

１７
０

９０
３９

燃
焼
面
１
箇
所

３９
０

セ
５４

１７
３

Ｉ２
０－
Ｂ・
Ｆ

炉
穴

楕
円
形

早
期
？

１４
２°

１７
５

７０
２６

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

３９
１

セ
５４

１７
２

Ｉ２
０－
Ｂ

炉
穴

楕
円
形

早
期
？

１１
８°

１５
１

８６
４１

な
し

燃
焼
面
１
箇
所

３９
２

セ
５４

１３
８

Ｉ２
０－
Ｇ

土
坑

楕
円
形

―
１０
９

７２
１６

な
し

３９
３

セ
５４

１８
３

Ｊ２
０－
Ｃ・
Ｇ

土
坑

楕
円
形

―
１５
２

９７
４３

な
し

３９
４

セ
５４

１８
４

Ｊ２
０－
Ｃ

土
坑

楕
円
形

―
１１
０

７２
２７

な
し

３９
５

セ
５４

５３
Ｊ２
０－
Ｉ

土
坑

円
形

―
１０
９

８９
３５

な
し

３９
６

セ
５４

１８
８

Ｋ１
７－
Ｄ・
Ｈ

陥
し
穴
？

楕
円
形

―
１７
３

１２
２

２４
１

な
し

３９
７

セ
５４

１７
９

Ｋ１
８－
Ｃ

土
坑

楕
円
形

早
期

１７
４

９１
２７

３９
８

セ
５４

６５
Ａ

Ｋ１
８－
Ｃ・
Ｇ

土
坑

楕
円
形

不
明

１８
４

１０
５

６８
３９
９

セ
５４

６５
Ｂ

Ｋ１
８－
Ｃ

土
坑

楕
円
形

―
１８
９

１２
２

４６
な
し

４０
０

セ
５４

６４
Ｋ１
８－
Ｃ・
Ｄ

土
坑

楕
円
形

前
期

２３
３

１６
２

５５
４０
１

セ
５４

６３
ａ・
ｂ

Ｋ１
８－
Ｄ

土
坑

楕
円
形

前
期

２９
９

１５
９

６９
４０
２

セ
５４

６６
Ｋ１
８－
Ｇ・
Ｈ

土
坑

楕
円
形

―
２２
６

１２
０

６３
な
し

４０
３

セ
５４

６７
Ｋ１
８－
Ｈ

土
坑

楕
円
形

―
１４
８

１４
３

２８
な
し

４０
４

セ
５４

７０
Ｋ１
８－
Ｈ

土
坑

楕
円
形

前
期

１４
２

１０
４

３２
４０
５

セ
５４

７１
Ｋ１
８－
Ｋ

土
坑

円
形

―
１３
４

１２
０

２８
な
し

４０
６

セ
５４

１８
６

Ｋ１
９－
Ａ

土
坑

楕
円
形

不
明

２０
２

１０
６

７３
４０
７

セ
５４

６２
ｂ

Ｋ１
９－
Ａ・
Ｅ

土
坑

楕
円
形

―
２０
７

１５
０

４８
な
し

４０
８

セ
５４

５９
Ｋ１
９－
Ａ

土
坑

楕
円
形

―
２２
７

１３
２

５８
な
し

４０
９

セ
５４

１８
７

Ｋ１
９－
Ａ・
Ｂ

土
坑

楕
円
形

―
１７
６

１０
１

４４
な
し

４１
０

セ
５４

６０
Ｋ１
９－
Ｂ

土
坑

楕
円
形

―
１５
０

１０
６

３０
な
し

４１
１

セ
５４

１８
０

Ｋ１
９－
Ｅ・
Ｉ

土
坑

楕
円
形

―
２０
２
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　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６４号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｂ－８５・８６
【種別】　炉穴か？
【規模ほか】　長軸１．３２ｍ・短軸１．０８ｍ・深さ２３㎝。燃焼面不明（第２１３図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６５号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｂ－６７・７７
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６５ｍ・短軸１．４０ｍ・深さ３６㎝（第２１３図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６６号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｂ－７９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．６４ｍ・短軸１．４４ｍ・深さ３７㎝。燃焼面２箇所。平面形アメーバ状（第２１３図）。
【重複関係】　古墳住居跡（発掘調査次№ＳＢ１１３）と重複のため、南側部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６７号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－３１
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．７９ｍ・短軸０．８２ｍ・深さ１２０㎝（第２１３図）。
【重複関係】　弥生住居跡（発掘調査次№ＳＢ０６２）と東側で重複。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６８号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－５１・６１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸３．２０ｍ・短軸１．６５ｍ・深さ７１㎝（第２１３図）。
【覆土】　黒褐色土・暗灰褐色土などを主体とする。
【重複関係】　５号住居跡と重複。新旧関係は６８号遺構の方が新。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
６９号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－９２
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．４８ｍ・短軸０．６６ｍ・深さ１０９㎝（第２１４図）。
【重複関係】　弥生・古墳住居跡（発掘調査次№ＳＢ００４）の下部に位置する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
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第２１３図　６１・６２・６３・６４・６５・６６・６７・６８号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 灰褐色 少量のローム粒 良い
2 暗灰褐色 黄褐色土・焼土粒
3 暗茶褐色 焼土粒（斑状）
4 暗褐色 ローム粒
5 灰褐色 少量のローム粒 良い
6 暗褐色 多量のローム粒 良い
7 黄褐色 暗茶褐色土
8 暗黄褐色 ロームブロック
9 暗茶褐色 ロームブロック
10 暗黄褐色 焼土粒（斑状）
11 黄褐色 若干の褐色土
12 茶褐色 少量のローム粒
13 黄褐色 灰褐色土・焼土粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 欠く SB087覆土
2 やや黒い暗褐色 ローム粒（斑状） 有り
3 暗褐色 有り
4 明黄灰褐色 有り
5 灰褐色 良い
6 ローム・明褐色土 欠く
7 明灰褐色 ローム やや欠く
8 黄灰褐色 良い
9 暗灰褐色 良い やや有り

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 良い
2 暗灰褐色 ローム（斑状） 良い
3 暗灰褐色 多量のローム やや欠く
4 少量の暗灰褐色土 崩壊ローム
5 崩壊ローム
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７０号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－６２・６３・７２・７３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．９０ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ４８㎝。主軸方向　３３８°。燃焼面１箇所（第２１４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳住居跡（発掘調査次№ＳＢ０１０）と重複のため、北側の一部を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７１号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－５１
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．９１ｍ・短軸０．３６ｍ・深さ７２㎝（第２１４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７２号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－３８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．４６ｍ・短軸１．８９ｍ・深さ４２㎝。燃焼面３箇所（位置不明確）か？。平面形アメー
バ状（第２１４図）。
【重複関係】　古墳住居跡（発掘調査次№ＳＢ０１４）と重複のため、南側部分を欠失する。北東側は調
査区外。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７３号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－５６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　燃焼面４箇所。図面不在のため詳細不明。
【出土遺物】　２２点・１，１７５ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみら
れる。石器はチャートの剥片１点がある。土器は、４１点・１，８８９ｇ出土している。取り上げ方法は、
覆土一括扱いのみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系のものである。このうち主体を占める
のは、条痕文系の土器で全体のおよそ９７％あり、当該時期を７３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２１５図１・２、第２１６図３～１４に示した。１は推定口径
２７０㎜・現存器高２５５㎜を測る平縁の深鉢土器である。口唇部に縦位の刻みがめぐる。口縁部の一部に
補修孔がみられる。外面には横・縦・斜方向に、内面には斜・横方向に条痕文が施される。２は推定
口径２２０㎜・現存器高１３３㎜を測る平縁の深鉢土器である。外面には横・斜方向に、内面には横・縦・
斜方向に条痕文が施される。器形はゆがみ、内面器壁は剥落顕著である。１１～１４は、羽状縄文系・関
山式の胴部破片とみられる。
７４号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－６６・７６
【種別】　炉穴
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第２１４図　６９・７０・７１・７２号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 良い
2 暗黄褐色味暗褐色 きめ細かく良い
3 暗褐色 ローム粒（斑状） 良い
4 暗褐色 小石大のロームブロック（斑状） 良い
5 暗褐色 多量のローム粒 やや欠く
6 暗褐色 多量のローム粒 やや欠く
7 くずれローム 良い
8 暗黄褐色 多量のローム 良くしまり硬い
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第２１５図　７３号遺構出土遺物実測図⑴
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７６号

　燃焼面４箇所。図面不在のため詳細不明。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７５号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－７５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．９４ｍ・短軸０．９４ｍ・深さ７８㎝。燃焼面１箇所か？。床面焼けていないが、床か
ら１０㎝上で幅５０㎝の範囲に焼土粒集中する箇所あり（第２１７図）。
【覆土】　暗褐色土・黒色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳住居跡（発掘調査次№ＳＢ０１１）の下部。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７６号遺構
【検出位置】　０６４区２Ｃ－７１
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．３７ｍ・短軸１．４１ｍ・深さ１０４㎝（第２１７図）。
【重複関係】　弥生住居跡（発掘調査次№ＳＢ０９３）の下。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７７号遺構
【検出位置】　０６４区３Ｂ－５０
【種別】　陥し穴
【覆土】　黄褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【規模ほか】　長軸１．７８ｍ・短軸０．７５ｍ・深さ４０㎝（第２１８図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７８号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．７６ｍ・短軸１．３５ｍ・深さ３０㎝。燃焼面不明（第２１８図）。
【重複関係】　弥生住居跡（発掘調査次№ＳＢ１５９）と重複のため、東側部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
７９号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．９４ｍ・短軸０．８６ｍ・深さ２４㎝。燃焼面不明（第２１８図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
８０号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．７７ｍ・短軸１．２９ｍ・深さ１６㎝。燃焼面不明（第２１８図）。
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第２１７図　７５・７６号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム
2 ローム粒・ロームブロック集中
3 ローム粒・ロームブロック集中
4 暗褐色 若干の焼土
5 暗褐色 焼土
6 暗褐色 欠く
7 暗褐色 焼土粒集中
8 黒色 ローム粒
9 暗褐色 欠く
10 黒色 若干のローム粒 良い

第２１６図　７３号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 若干のローム
2 黒色 多量のローム粒
3 黒色 多量のローム粒
4 暗褐色 若干の焼土粒・炭
5 暗褐色 焼土粒集中
6 黒色味強い暗褐色
7 ローム粒・ロームブロック集中
8 黒色 若干のローム粒
9 暗褐色 ローム
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【出土遺物】　土器は、６点・９２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。
そのすべてが条痕文系土器であるので、当該時期を８０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２１８図１～４に示した。条痕文系土器の口縁部および胴
部破片で、表裏面ともに条痕文以外の文様はほとんど施されていない。
８１号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸３．８６ｍ・短軸３．７２ｍ・深さ３７㎝。燃焼面不明。カクランによって南側を大きく欠
失する。８０号遺構の南側に隣接する（第２１８図）。
【出土遺物】　土器は、２点・３５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。
いずれも条痕文系土器であるので、当該時期を８１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２１８図５に示した。条痕文系土器の胴部破片である。
８２号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．８４ｍ・短軸１．６９ｍ・深さ７８㎝。主軸方向　２８１°。燃焼面２箇所（第２１９図）。
【覆土】　黒褐色土を主体とし、焼土・炭をブロック状に含む層がある。焼土は、西側隅に厚さ３０㎝
ほどで堆積している。
【出土遺物】　１９点・１，７８９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５７．４％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石・敲石２点出土している。土器は、７６点・１，８５３ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、覆土一括扱いの両方がある。遺物は、基底面から３０～５０㎝浮
いた状態で出土している。出土土器のすべてが、条痕文系のものであるので、当該時期を８２号遺構の
帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２１９図１～９に、覆土一括扱いのものを第２２０図
１０～２２に示した。１は平縁の深鉢土器の口縁部破片である。口唇部に刺突文をめぐらす。３は平縁の
深鉢土器の胴部破片である。斜方向の凹線文上に円形文をもつ。屈曲部に刺突文を施す。１０は平縁の
深鉢土器の口縁部破片である。浅い沈線による区画内に刺突文を充填し、口唇部に刺突文を施す。第
２２０図２３・２４は、砂岩製の磨石・敲石である。
８３号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．１０ｍ・短軸１．０６ｍ・深さ２７㎝。主軸方向　３４９°。燃焼面２箇所。８２号遺構の東
側に隣接する（第２１９図）。
【出土遺物】　４点・１５１ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。土器は、３点・８０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。すべてが条
痕文系のものであることから、当該時期を８３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器を第２２０図２５～２７に示した。１は口縁部破片で、斜位の押し引き沈線と円形文
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第２１８図　７７・７８・７９号遺構実測図、８０・８１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 有り
2 黄褐色
3 黄褐色 暗褐色土
4 黄褐色
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第２１９図　８２・８３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 赤色 少量の褐色土
2 黒褐色
3 黄褐色
4 黒褐色 少量の焼土
5 焼土ブロック
6 赤色 良く焼けている
7 焼土・炭ブロック
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がみられる。２は胴部破片で、押し引き沈線による区画内に連続刺突文もしくは押し引き沈線を充填
する。３も胴部破片で、表裏ともに縦位もしくは斜位の条痕文が施される。
８４号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．７４ｍ・短軸１．６２ｍ・深さ２０㎝。燃焼面不明（第２２１図）。
【出土遺物】　土器は、１００点・６，３０５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を８４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２２１図１～６・第２２２図７・第２２３図８～１８・第２２４図１９
～２３に示した。６は推定口径３７３㎜・現存器高２２０㎜を測る平縁の深鉢形土器である。浅い沈線による
三角形区画内に連続刺突文を充填、要所に浅い円形刺突文を施す。口唇部全面に浅い刺突がめぐる。
７は、推定口径２４６㎜・現存器高２５１㎜を測る平縁の深鉢形土器である。浅い沈線区画内に押し引き沈
線を充填、沈線の交点に円形文を配す。口唇部に縦位の刻みを施す。２２は現存器高１０７㎜・底径９０㎜
を測る深鉢形土器の平底の底部である。外面は縦・横方向に、内面は斜・縦方向に条痕文が施される。
２３は現存器高２２２㎜・推定底径９２㎜を測る深鉢形土器の平底の底部である。外面は斜・横方向に、内
面は横・斜方向に条痕文が施される。外面は条痕施文後にナデがみられる。
８５号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１８ｍ・短軸３．０４ｍ・深さ２８㎝。燃焼面２箇所。平面形竪穴状（第２２５図）。
【重複関係】　弥生住居跡（発掘調査次№ＳＢ１５６）と重複のため、南側の一部を欠失する。
【出土遺物】　６２点・２，０１６ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみら
れる。土器は、１５６点・２，９４０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うち
わけは、条痕文系、一部に縄文を施こす条痕・縄文である。このうち主体を占めるのは、条痕文系の
もので全体のおよそ９９％あり、当該時期を８５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２２５図１～７・第２２６図８～２１に示した。１は平縁の深
鉢形土器の大型破片である。縦位の押し引き沈線文、屈曲部に刺突文を施す。２０は現存器高８７㎜・底
径６０㎜を測る平底の深鉢形土器の底部である。２１は現存器高３２㎜・推定底径４０㎜を測る平底の小型深
鉢形土器の底部である。２２は最大長７９．４㎜・最大幅５５．４㎜・最大厚３１．７㎜・重さ９７．４ｇを測る土製品
である。下端部がやや厚く屈曲し、上部は厚さ１５．０㎜ほどに整えられている。全体形状および用途は
不明。
８６号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．７５ｍ・短軸１．５６ｍ・深さ３４㎝。形状は長楕円形（第２２７図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
８７号遺構
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第２２１図　８４号遺構実測図および出土遺物実測図⑴
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【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸３．０８ｍ・短軸１．５０ｍ・深さ４８㎝。形状は長楕円形（第２２７図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
８８号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．８０ｍ・短軸１．２４ｍ・深さ５６㎝。形状は楕円形（第２２７図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
８９号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．３３ｍ・短軸３．６１ｍ・深さ３４㎝。燃焼面１箇所（第２２７図）。
【出土遺物】　３９点・１，７１８ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９０号遺構
【検出位置】　ＴＪ区西側
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．９３ｍ・短軸２．１６ｍ・深さ３８㎝。燃焼面４箇所。平面形アメーバ状（第２２７図）。
【出土遺物】　７点・４１６ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１２９点・２，５３８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。遺構中央部より土
器がまとまって検出されているが、図面不備のためその垂直位置が不明で、遺物との対照もできな
かった。土器のうちわけは、条痕文系・羽状縄文系のものである。このうち主体を占めるのは、条痕
文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を９０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２２８図１～８・第２２９図９～１４に示した。１は推定口経
３７０㎜・現存器高１３０㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土器である。外面に横方向の、内面に横・斜方向
の条痕文が施される。１４は、羽状縄文系土器の胴部破片である。
９１号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸４．５５ｍ・短軸１．９２ｍ・深さ２９㎝。形状は長楕円形（第２３０図）。
【出土遺物】　３２点・３，６２６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６３．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、敲石１点出土している。土器は、１５点・３４０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土
一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系である。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体のおよそ７９％あり、当該時期を９１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３０図１～３に示した。１・２は条痕文系の深鉢形土器
の胴部破片である。３は羽状縄文系・関山式の胴部破片である。第２３０図４は、最大長１７０㎜を測る砂
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岩製の敲石である。上下端部に敲打痕がみられる。
９２号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６７ｍ・短軸０．９２ｍ・深さ１８㎝。形状は楕円形（第２３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９３号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．２２ｍ・短軸０．７２ｍ・深さ１１㎝。形状は楕円形（第２３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９４号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６０ｍ・短軸１．０８ｍ・深さ１５㎝。形状は楕円形（第２３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９５号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３０ｍ・短軸０．８０ｍ・深さ１５㎝。形状は楕円形（第２３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９６号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸３．３０ｍ・短軸３．０６ｍ・深さ２３㎝。形状は不整形（第２３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９７号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．２０ｍ・短軸０．８４ｍ・深さ１９㎝。形状は楕円形（第２３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
９８号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６９ｍ・短軸１．１９ｍ・深さ２５㎝。形状は楕円形。概報記載（第２３２図）。
【出土遺物】　１９点・１，２８１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち５９．４％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石１点出土している。土器は、５８点・８０３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土
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第２３１図　９２・９３・９４・９５・９６・９７号遺構実測図

－270－



1 2

3 4

5

6 7 8

9 10
11

12

13

a a'

b b'

a

a'

９２号

９３号
９４号

９５号

９６号

９７号

a

a'

b b'

b b'

a
a'

a

a'

b b'

a
a'

b b'

a' a'

b'b

b b'

a a

a

a'

b b'

b b'

a
a'

a a'

b

b'

a' a'

a a

b
b'

b b'

a a'

一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系の土器である。このうち主体となるの
は、羽状縄文系のもので全体のおよそ４６％あり、当該時期を９８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３２図１～１２に示した。１～５は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。７～１２は羽状縄文系・関山式の口縁部および胴部破片である。第２３２図１３は、現存
最大長１００㎜を測るデイサイト製の磨石である。表面中部に摩耗痕跡が認められる。
９９号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．４７ｍ・短軸１．６５ｍ・深さ１５㎝。形状は楕円形（第２３３図）。
【出土遺物】　１点・１２９ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、９点・３５３ｇ出土し
ている。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系・堀之
内式などである。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系で全体のおよそ７１％あり、当該時期を９９号
遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３３図１～５に示した。１・２は羽状縄文系・関山式の
胴部破片である。３は堀之内１式の口縁部破片とみられるものである。４・５は無文深鉢形土器の口
縁部および胴部破片である。
１００号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６３ｍ・短軸１．４８ｍ・深さ１５㎝。形状は円形（第２３３図）。
【出土遺物】　２６点・１，０９４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、１０点・１７１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸
文系・条痕文系のものである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体のおよそ９２％あり、
当該時期を１００号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３３図６～９に示した。６～８は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。９は撚糸文系土器の胴部破片である。
１０１号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４７ｍ・短軸１．２３ｍ。発掘時記録不備のため、遺構の深さについては不明。形状
は円形（第２３３図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１０２号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．４１ｍ・短軸１．７２ｍ。発掘時記録不備のため、遺構の深さについては不明。形状
は長楕円形（第２３３図）。
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　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１０３号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．００ｍ・短軸０．６６ｍ・深さ２１㎝。形状はピット状（第２３３図）。
【出土遺物】　３点・２２６ｇの礫が出土している。すべてに被熱のあとがみられる。土器は、２３点・
３１５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状
縄文系などである。このうち主体となるのは、羽状縄文系のもので全体のおよそ３６％あり、当該時期
を１０３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３３図１０～１８に示した。１０～１２は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。１３～１７は羽状縄文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
１０４号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８６ｍ・短軸０．６７ｍ・深さ１５㎝。形状はピット状（第２３４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１０５号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８０ｍ・短軸０．８０ｍ・深さ４６㎝。形状はピット状（第２３４図）。
【出土遺物】　３点・１５０ｇの礫が出土している。すべてに被熱のあとがみられる。土器は、２４点・
５１７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕
文系・羽状縄文系・堀之内式である。このうち主体となるのは、羽状縄文系で全体のおよそ２３％あり、
当該時期を１０５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３４図１～１２に示した。１は撚糸文系深鉢形土器の胴部
破片である。２～５は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。６～８は羽状縄文系深鉢形土器の口縁
部および胴部破片である。
１０６号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．５７ｍ・短軸１．３０ｍ・深さ４２㎝。形状は長楕円形（第２３４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１０７号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸３．９８ｍ・短軸２．８３ｍ・深さ２３㎝。形状は不整形（第２３５図）。
【覆土】　茶褐色土・明茶褐色土などを主体とする。すべての層にソフトロームが混入している。

－273－



１０４号 １０５号

１０６号
１０９号

b b'

a
a'

a
a' b

b'

c
c'

a a'

a

a'

b b'
a

a a'

a'

b b

b' b'

a

a'

b

b

b'

b'

a a'

cb

b'

c'

1
2

3

4

5

6

7
8

9 10

11 12

【出土遺物】　１点・３９ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、８点・１５３ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系である。
このうち主体を占めるのは、羽状縄文系のもので全体のおよそ６９％あり、当該時期を１０７号遺構の帰
属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３５図１～５に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。４・５は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。
１０８号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４６ｍ・短軸１．１６ｍ・深さ１４８㎝。形状は円形（第２３５図）。
【重複関係】　東側で１０７号遺構と重複。新旧関係は１０８号遺構の方が新。
【出土遺物】　礫の出土はない。石器は、打製石斧１点出土している。土器は、１点・２４ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。唯一の出土土器は、条痕文系のものである
ことから、当該時期を１０８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第２３５図６は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。第２３５図７は、現存最大長６４㎜を
測る粘板岩製打製石斧である。
１０９号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸４．２１ｍ・短軸２．５２ｍ・深さ１３㎝。形状は不整形（第２３４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１１０号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸４．２２ｍ・短軸２．４９ｍ・深さ１６㎝。形状は不整形（第２３６図）。
出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１１１号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３３ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ２０㎝。形状は楕円形（第２３６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１１２号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８８ｍ・短軸０．８６ｍ・深さ１３㎝。形状はピット状（第２３６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１１３号遺構
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第２３４図　１０４・１０５・１０６・１０９号遺構実測図および出土遺物実測図
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第２３６図　１１０・１１１・１１２・１１３・１１４号遺構実測図

第２３５図　１０７・１０８号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 茶褐色 若干のソフトロームブロック 微砂質土層
2 明茶褐色 １層より多量のソフトローム やや有り 漸移層的土層
3 黄褐色 多量のソフトローム 有り ローム質土層
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【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８８ｍ・短軸０．６６ｍ・深さ２２㎝。形状はピット状（第２３６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１１４号遺構
【検出位置】　ＴＪ区東側
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．０８ｍ・深さ１３㎝。形状はピット状（第２３６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１１５号遺構
【検出位置】　０９９区ＥＥ－８７・９７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１２ｍ・短軸０．９６ｍ・深さ３４㎝。主軸方向　１６４°。燃焼面２箇所（第２３７図）。
【出土遺物】　８点・２９１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１３３点・３，０４９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文
系、一部に縄文が施される条痕・縄文、羽状縄文系である。このうち主体を占めるのは、条痕文系の
もので全体のおよそ９９％あり、当該時期を１１５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３７図１～３・第２３８図４～１８に示した。１は、推定口
経３３２㎜・現存器高２８４㎜を測る緩やかな波状口縁をもつ条痕文系深鉢形土器である。縦位・横位の浅
い沈線文、要所に円形文を施す。文様帯は横位隆帯で区分される。口唇部に浅い刺突がめぐる。内外
面ともに横方向の条痕文を施す。２～５は平縁の深鉢形土器で、口唇部に刺突・刻みをめぐらす。表
裏面に条痕文を施すほかは特に顕著な文様はない。４には、条痕文とは逆方向に浅い連続沈線文が施
文される。１４は現存器高１３０㎜・推定胴部最大径２３０㎜を測る深鉢形土器の胴部である。
１１６号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－７８・７９・８８・８９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３６ｍ・短軸１．２８ｍ・深さ３４㎝。主軸方向　１２８°。燃焼面１箇所（第２３９図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。燃焼面は良く焼けている。
【出土遺物】　２１点・１，７５２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、７８点・１，６２６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。そのすべてが条
痕文系土器であることから、当該時期を１１６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２３９図１～１０・第２４０図１１～１４に示した。５は推定口径
３００㎜・現存器高９２㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土器である。口唇部に楕円刺突をめぐらす。７は、
現存器高８７㎜・推定胴部最大径１５０㎜を測る条痕文系深鉢形土器で、底部付近の資料である。
１１７号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－４３・４４・５４
【種別】　炉穴
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第２３７図　１１５号遺構実測図および出土遺物実測図⑴
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第２３８図　１１５号遺構出土遺物実測図⑵
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第２３９図　１１６号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 黒色土粒・ローム・焼土粒
2 暗褐色 多量の黒色土・ソフトローム・焼土粒(大)
3 暗褐色 少量の黒色土・多量のソフトローム
4 暗黄褐色 ローム・黒褐色土の混合層
5 黄褐色 ローム主体・暗褐色土粒 自然のソフトロームに近い
6 暗赤褐色 焼土粒（細）・暗褐色土の混合層 強く焼けている
7 赤褐色 焼土粒(大)・ブロック(小）の集合層 強く焼けている
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第２４１図　１１７号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

第２４０図　１１６号遺構出土遺物実測図⑵
セクション位置：A－A'・B－B'

No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
K 風化し丸味を帯びた泥岩 後世の撹乱
1 暗褐色 ローム粒（大） 準撹乱層
2 黒褐色 ローム粒・多量の焼土粒（大） 準撹乱層
3 暗褐色 多量のソフトローム
4 暗褐色 焼土粒・ローム粒・多量のソフトローム粒
5 暗茶褐色 多量の黒褐色土粒・ローム粒・焼土微粒
6 暗褐色 多量のソフトローム

7 暗褐色 多量のロームブロック（小）・ローム・ソフトローム粒
3：暗褐色土1 硬質

8 暗褐色 多量のロームブロック（小）・焼土微粒
9 黒褐色 多量の焼土粒（大）・多量のローム粒（大）
10 暗赤褐色 ローム粒・焼土粒（大）・暗褐色土の混合層
11 暗褐色 多量のロームブロック（小）・焼土微粒
12 明褐色 ローム主体・暗褐色土
13 やや淡い明赤褐色 強く焼けた焼土
14 暗褐色 ローム・ソフトローム粒3：暗褐色土1
15 暗褐色 ソフトローム塊（小）
16 暗褐色 ソフトローム塊（小） 軟質土
17 暗褐色 ソフトローム塊（小） 軟質土
18 暗褐色 黒褐色土粒・焼土粒
19 暗褐色 黒褐色土粒・多量の焼土粒
20 13層より赤み強い明赤褐色 強く焼けた焼土
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第２４２図　１１７号遺構出土遺物実測図⑵
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第２４３図　１１７号遺構出土遺物実測図⑶
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【規模ほか】　長軸２．８４ｍ・短軸１．８０ｍ・深さ９４㎝。燃焼面２箇所。平面形アメーバ状（第２４１図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・ソフトロームを含む層が多い。燃焼面は良く焼けている。
【出土遺物】　１８点・２，６６８ｇの礫および礫石器が出土している。このうち３９．４％に被熱のあとがみら
れる。石器は、敲石１点出土している。土器は、１８８点・４，７４６ｇ出土している。取り上げ方法は、平
面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は南側の燃焼面上部からややまとまっ
て出土している。土器のうちわけは、条痕文系・羽状縄文系のものである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系土器で全体のおよそ９９％あり、当該時期を１１７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２４２図１５、第２４３図１６・１７に、覆土一括扱いのも
のを第２４１図１～１３に示した。１～９は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。１０～１３は羽状縄文系
深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。表裏面中央部に敲打痕が認められる。１５は、推定口径
３９７㎜・現存器高４３５㎜を測る緩やかな波状口縁をもつ条痕文系深鉢形土器である。沈線による三角形・
菱形区画内に斜位の沈線を充填、要所に深い円形文を施す。口唇部前面に刺突をめぐらす。遺構南西
隅の燃焼面上部から出土している。１６は、推定口径２６４㎜・現存器高２１９㎜を測る寸胴な平縁の条痕文
系深鉢形土器である。太い沈線による連続菱形文、要所に円形文を施す。文様帯は、横位二条の隆帯
で区分される。口唇部に刺突がめぐる。内外面ともに横・斜方向の条痕文を施す。遺構南東隅の燃焼
面上部から出土している。第２４１図１４は残存最大長５９㎜を測る頁岩製の敲石である。
１１８号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－８２・８３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．４２ｍ・短軸１．２４ｍ・深さ５５㎝。主軸方向　２０６°。燃焼面１箇所（第２４４図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・ソフトロームを含む層が多い。
【出土遺物】　７点・３９１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
２３点・３６２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文
系土器であることから、当該時期を１１８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２４４図１～７に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。
１１９号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－９２・９３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７８ｍ・短軸１．６４ｍ・深さ２４㎝。主軸方向　３０１°。燃焼面１箇所。１１８号遺構の南
側に隣接するが、燃焼面・遺構の主軸方向は９０°ほど異なる（第２４４図）。
【出土遺物】　１３点・５４２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
３７点・５６３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。土器のうちわけは、
条痕文系・羽状縄文系のものである。このうち主体を占めるのは、条痕文系土器で全体のおよそ９４％
あり、当該時期を１１９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２４４図８～１６に示した。８～１５は、条痕文系深鉢形土器
の口縁部および胴部破片である。１６は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の口縁部破片である。地文を付
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第２４４図　１１８・１１９号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 焼土粒・ローム粒
2 暗褐色 多量のソフトローム塊（小）
3 黒褐色 ソフトローム粒
4 黒色 ソフトローム・焼土微粒
5 暗褐色 多量のソフトローム塊（小）・焼土粒（大） 2層に類似
6 暗茶褐色 黒褐色土・焼土（大・小）の混合層
7 黒褐色土・ロームの混合層
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加条文としコンパス文を施す。
１２０号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－９４、ＦＦ－０３・０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２０ｍ・短軸１．１０ｍ・深さ５１㎝。主軸方向　３２０°。燃焼面１箇所（第２４５図）。
【出土遺物】　１３点・８１４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。礫は遺構
の中央部基底面付近から出土している。土器は、４点・２２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一
括扱いのみである。土器のすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１２０号遺構の帰属時
期とみる。ただし、図示可能な資料ではなかった。
１２１号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－０３
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．６８ｍ・短軸０．９４ｍ・深さ不明。形状は楕円形。燃焼面不明（第２４５図）。
【出土遺物】　土器は、１点・１０７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括である。この土器は条
痕文系のものであることから、当該時期を１２１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第２４５図１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。横位隆帯を施す。外面は横・斜方
向に、内面は横方向に条痕が施される。
１２２号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－０４
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．７２ｍ・短軸０．９４ｍ・深さ２７㎝。形状は楕円形。燃焼面不明（第２４５図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１２３号遺構
【検出位置】　０９９区ＦＥ－２０・３０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．４４ｍ・短軸１．１４ｍ・深さ４９㎝。主軸方向　１７１°。燃焼面１箇所（第２４５図）。
【出土遺物】　４１８点・１８，３８２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、６点出土している。うちわけは、石皿２点・敲石１点・磨石１点・軽石製品１点・石
鏃未製品１点、このほか黒曜石・頁岩などの剥片１５点がある。土器は、１，３７１点・２２，７２９ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いのみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を１２３号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２４５図２～４・第２４６図５～２４・第２４７図２５～４８・第２４８
図４９～７４・第２４９図７５～９６・第２５０図９７～１０５に示した。２～７・２５～５４は条痕文系深鉢形土器の口縁
部破片で、平縁や緩やかな波状をなすもののほか、２・４３～４５のように把手状をなすものもある。８
～２３・５５～９７は胴部破片、２４・９８・９９は平底の、１００は尖底の底部破片である。文様としては、沈線
や微隆帯区画内に刺突文を施し、要所に円形文を付すものが多くみられる。１０１～１０５は、羽状縄文系
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深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
　出土石器のうち主なものを、第２５０図１０６～１１１に示した。１０６は最大長１６．２㎜を測る黒曜石製石鏃未
製品である。１０７は最大長５６㎜・重さ１２．５ｇを測る軽石製品である。１０８・１０９は多孔質石英安山岩・
凝灰質礫岩製の石皿破片である。１１０は頁岩製の敲石、１１１は輝石安山岩製の磨石破片である。
１２４号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＤ－７７・８７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１５ｍ・短軸２．９０ｍ・深さ８５㎝。燃焼面３箇所。平面形アメーバ状（第２５１図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒やブロック、焼土粒やブロックが顕著に
みられる層が多い。
【重複関係】　陥し穴状の遺構と重複。新旧関係は炉穴の方が新。
【出土遺物】　土器は、３２点・１，７３９ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点
あげのみである。遺物は南隅・南東隅の焼土面上部からややまとまって出土している。土器のすべて
が条痕文系のものであることから、当該時期を１２４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２５１図１～４・第２５２図５～８に示した。５は推定口径
２５２㎜・現存器高１３２㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土器である。口唇部前面に浅い刺突をめぐらす。
外面は横・斜方向に、内面も横・斜方向に条痕文を施す。７は推定口径２４０㎜・現存器高２４４㎜を測る
平縁の条痕文系深鉢形土器である。補修孔がある。外面は斜方向に、内面は横・斜方向に条痕文を施
す。
１２５号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－２７・２８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．５４ｍ・短軸２．０６ｍ・深さ７７㎝。燃焼面３箇所。平面形アメーバ状（第２５３図）。
【覆土】　一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部基底面上に、長軸６８・短軸６４・厚さ２０㎝
ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　２５６点・３，２５６ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、３４点・４９６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのみである。そのすべてが条痕文系
のものであることから、当該時期を１２５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２５３図１～８に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。
１２６号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－７５・７６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．４６ｍ・短軸２．０８ｍ・深さ７５㎝。燃焼面２箇所。平面形アメーバ状（第２５４図）。
１２７号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－７５
【種別】　炉穴？
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第２５１図　１２４号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 褐色 2層より多量のローム
2 黒褐色 ローム粒
3 黒褐色 ローム・焼土粒（大）
4 黒色 ローム微粒・やや多量の焼土粒
5 暗褐色 多量の焼土微粒
6 暗褐色 ロームブロック（小）
7 暗赤色 焼土・上層土
8 赤褐色 焼土の集合土
9 黒褐色 焼土ブロック（小）
10 暗褐色 焼土ブロック
11 暗黄褐色 ロームブロック・暗褐色土の混合土 良い
12 黒褐色 ローム・焼土・黒色土の混合層
13 黄褐色 ローム主体・黒色土粒

－294－



1
2

3

4

b'

A'

a

c'

a'

A

b

c

b'
b

23.90m

23
.90
m

a a'
23.90m

c c'

c

6

1

5

6

1

2･3

5

4･7･8

c'

2･3

4･7･8

1 2
3

4
5

6
7

8
10
11

12

13

23.90m
A A'

9

5

6

7

8

第２５２図　１２４号遺構出土遺物実測図⑵

－295－



1

2

3

4

5 6 7 8

24.10m

24.10m

24.10m

24.10m

b b'
b b'

c c'

c c'

d d'

d d'

a
a'

a

a'

a a'
23.80m

23.80m

23.80m

23.80m 23.80m 23.80m

23.80m
b b'

f f'

f

f'

g g'

g

g'

c c'

d d'

e e'
b

b'

c c'

d
d'

e

e'

a

a'

１２６号

１２７号

１２８号

1 2
3

4
5

6

7
8

9

10 11 12

13
14

15

16

17

18 19

20
21

第２５４図　１２６・１２７・１２８号遺構実測図

第２５３図　１２５号遺構実測図および出土遺物実測図

－296－



1

2

3

4

5 6 7 8

24.10m

24.10m

24.10m

24.10m

b b'
b b'

c c'

c c'

d d'

d d'

a
a'

a

a'

a a'
23.80m

23.80m

23.80m

23.80m 23.80m 23.80m

23.80m
b b'

f f'

f

f'

g g'

g

g'

c c'

d d'

e e'
b

b'

c c'

d
d'

e

e'

a

a'

１２６号

１２７号

１２８号

1 2
3

4
5

6

7
8

9

10 11 12

13
14

15

16

17

18 19

20
21

第２５５図　１２６・１２７・１２８号遺構出土遺物実測図⑴

－297－



1

2

3

22

23

24
25

26

27

23.60m 23.60m

23
.60
m

23
.60
m

b

b

b'

b'

c

c

c'

c'

d

d

d'

d'

a

a'

a
a'

【規模ほか】　長軸２．８２ｍ・短軸１．２６ｍ・深さ４４㎝。燃焼面不明（第２５４図）。
１２８号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－７５・７６・８５・８６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８６ｍ・短軸２．００ｍ・深さ８３㎝。燃焼面２箇所。平面形はアメーバ状（第２５４図）。
　１２６～１２８号遺構は、一箇所に連続してつくられた炉穴の集合体である。発掘調査時点では平面図上
は３つの№を付し区別したが、遺物は一括して取り上げられている。したがって、以下の記載は３つ
の遺構の総計としてみなされたい。
【出土遺物】　１２５点・７，２２１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、黒曜石の剥片１点がある。土器は、２４６点・４，８８６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱
いのみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１２６・１２７・１２８号遺構の帰
属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２５５図１～２１・第２５６図２２～２７に示した。１～１６は、条
痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。平縁のものと緩やかな波状を呈するものとがある。文様は、
沈線区画内に刺突文を充填、要所に円形文を施すものが多い。１７～２７は、その胴部破片である。２７は
尖底部破片である。
１２９号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－８５・９５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．９０ｍ・短軸２．６４ｍ・深さ６８㎝。燃焼面２箇所。平面形はアメーバ状（第２５７図）。
【出土遺物】　６２点・１,７６６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９３．９％に被熱のあとがみら
れる。石器は、敲石１点出土している。土器は、１２９点・４，６７７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆
土一括扱いのみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１２９号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２５７図１～３・第２５８図４～２５・第２５９図２６～３２に示し
た。１～１２は条痕文系深鉢形土器の口縁部破片である。平縁のものと１のように緩やかな波状を呈す
るものとがある。文様は、沈線区画内に刺突文を充填、要所に円形文を施すものが多いが、条痕文以
外に文様をもたないものも多い。１０は、推定口経１８２㎜・現存器高８４㎜を測る平縁の深鉢形土器で、
内外面は条痕文以外は無文、口唇部に深い楕円刺突をめぐらす。１３～３０はその胴部破片である。３１・
３２は平底の底部破片である。第２５９図３３は、現存最大長５９㎜を測る珪質頁岩製の敲石である。
１３０号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－８６・９６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．９８ｍ・短軸１．８４ｍ・深さ６１㎝。燃焼面３箇所。平面形はアメーバ状（第２６０図）。
【出土遺物】　１１０点・４，５４３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．６％に被熱のあとがみ
られる。石器は、スクレーパー？１点出土している。土器は、１５７点・３，１２４ｇ出土している。取り上
げ方法は、一括扱いのみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１３０号遺
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第２５７図　１２９号遺構実測図および出土遺物実測図⑴
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構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２６０図１～４・第２６１図５～２６に示した。１～６は条痕
文系深鉢形土器の口縁部破片である。平縁のものと１のように緩やかな波状を呈するものとがある。
条痕文以外に文様をもたないが、口唇部に刺突や刻みをめぐらすものが多い。７～２６はその胴部破片
である。７～１４には沈線区画内に刺突文を充填、要所に円形文を施す文様がみられる。第２６１図２７は
最大長８６㎜を測る粘板岩製のスクレーパー？とみられるものである。
１３１号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－８７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３８ｍ・短軸１．０４ｍ・深さ６１㎝。主軸方向　１８７°。燃焼面１箇所。北側を欠失す
る（第２６２図）。
【出土遺物】　１４点・７８５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
４０点・８，１７３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕
文系のものであることから、当該時期を１３１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２６２図１～１６に示した。１～５は条痕文系深鉢形土器の
口縁部破片、６～１６はその胴部破片である。
１３２号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＥ－９７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．００ｍ・短軸０．９２ｍ・深さ３３㎝。主軸方向　１８５°。燃焼面１箇所（第２６３図）。
【出土遺物】　５１点・１，５４５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、６８点・９５３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条
痕文系のものであることから、当該時期を１３２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２６３図１～９に示した。１～６は条痕文系深鉢形土器の
口縁部破片、７～９はその胴部破片である。
１３３号遺構
【検出位置】　０９９区ＨＤ－１６・１７
【種別】　集石遺構
【規模ほか】　長軸１．５０ｍ・短軸１．２０ｍ・深さ４２㎝。形状は楕円形（第２６４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒を含む層が多い。上層に礫。
【出土遺物】　１点・３２ｇの土器が出土している。遺構の上層を中心に多量の礫が出土している様子
が図面に記録されているが、遺物不明のため詳細は定かでない。唯一出土している土器片が条痕文系
のものであることから、当該時期を１３３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第２６４図１は、条痕文系深鉢形土器の胴部破片で、沈線による区画内に刺突文を充填
し、沈線の交点に円形文を配す文様がみられる。
１３４号遺構
【検出位置】　０９９区ＨＥ－５５・５６・６５
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第２６２図　１３１号遺構実測図および出土遺物実測図
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【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．４０ｍ・短軸１．３６ｍ・深さ１７９㎝。形状は長楕円形（第２６４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１３５号遺構
【検出位置】　０９９区ＧＦ－４０
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．８０ｍ・短軸１．００ｍ・深さ１２３㎝。形状は長楕円形（第２６４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１３６号遺構
【検出位置】　０９９区ＪＥ－９７
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．５２ｍ・短軸１．４６ｍ・深さ３４㎝。形状は円形（第２６４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１３７号遺構
【検出位置】　０９９区ＮＧ－３４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸４．６０ｍ・短軸１．６０ｍ・深さ１０５㎝。形状は長楕円形（第２６５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。多量のロ－ム・黒褐色土粒の混入多い。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１３８号遺構
【検出位置】　０９９区ＮＧ－３４
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．４５ｍ・短軸１．６２ｍ・深さ１３２㎝。形状は長楕円形。西側で１３７号土坑と重複する
（第２６５図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１３９号遺構
【検出位置】　０９９区ＮＧ－１６
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸３．３０ｍ・短軸１．７４ｍ・深さ２６㎝。形状は長楕円形（第２６５図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１４０号遺構
【検出位置】　０９９区ＮＧ－２７
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７８ｍ・短軸１．７４ｍ・深さ５３㎝。形状は円形。中央部分を後世のカクランにより
欠失する（第２６６図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。
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第２６４図　１３３・１３４・１３５・１３６号遺構実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土
2 黒褐色 多量のローム粒
3 暗褐色 多量のローム
4 褐色 ローム・暗褐色土粒 硬質
① 黒褐色 少量のローム粒・やや多量の暗褐色土 1～4層より新しいとみられる
② 黒色 少量のソフトローム粒 1～4層より新しいとみられる
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第２６５図　１３７・１３８・１３９号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 黒褐色 暗褐色土・褐色土塊・ローム
3 暗褐色 多量の褐色土塊
4 暗褐色 少量のソフトローム 硬質
5 暗褐色 褐色土塊（小）
6 やや暗い暗褐色 少量の褐色土塊（小）
7 暗褐色 多量のローム粒
8
9 暗褐色 各多量のローム粒・ローム（大）・ソフトローム粒
10 褐色 暗褐色土・ローム・ソフトロームの混合層 軟質
11 暗褐色 各多量のローム粒（大）・フトローム粒9層よりローム粒多
12 黄褐色 ハードロームブロック（大型塊）・暗褐色土
13 褐色 暗褐色土・ロー・ソフトロームの混合層・多量の黒色土塊 軟質
14 暗褐色 3層土層に多量のローム
15 明褐色 ソフトロームと11層の混合
16 黒褐色 黒色土と13層の混合
17 明褐色 ソフトロームと11層の混合
18 ハードローム

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 暗褐色土
2 黒褐色 暗褐色土・ローム粒
3 暗褐色 多量の黒褐色土粒
4 暗黄褐色 多量のローム
5 暗黄褐色 多量のローム・黒褐色土粒
6 暗褐色 多量の黒褐色土粒
7 暗黄褐色 多量のローム・黒褐色土粒
8 暗褐色 ロームブロック（大）
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【出土遺物】　４点・３１９ｇの礫が出土している。このうち４４．５％に被熱のあとがみられる。土器は、
３点・８４ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、羽状縄文
系・諸磯式である。このうち主体を占めるのは、羽状縄文系のもので全体のおよそ５８％あり、当該時
期を４０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器を第２６６図１～３に示した。１・２は羽状縄文系深鉢形土器の胴部、３は諸磯
ｃ式の胴部破片である。
１４１号遺構
【検出位置】　０９９区ＭＨ－２０、ＮＨ－０１・１１
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．２４ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ２２１㎝。形状は長楕円形（第２６６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロック・ソフトロームを含む
層が多い。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１４２号遺構
【検出位置】　０９９区ＮＨ－０４
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸３．５０ｍ・短軸１．５６ｍ・深さ２２０㎝。形状は長楕円形（第２６６図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロックを含む層が多い。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１４３号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＧ－４３・４４
【種別】　集石遺構
【規模ほか】　長軸１．３０ｍ・短軸１．１８ｍ。落ち込み状の範囲を中心に多量の礫が検出されている。出
土位置は基底面より２０㎝ほど浮いている（第２６７図）。
【出土遺物】　４７点・２，５２５ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみら
れる。土器は、７点・５１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげのみで
ある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１４３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２６７図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
１４４号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＧ－６２・６３・７２・７３
【種別】　集石遺構
【規模ほか】　長軸２．８２ｍ・短軸１．７６ｍ・深さ２３㎝。形状は不整形。落ち込み状の範囲を中心に多量
の礫が検出されている。出土位置は基底面より上に２０㎝ほどの範囲までである（第２６８図）。
【出土遺物】　１００点・５，０６４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
としては、砂岩などの剥片２点が出土している。土器は、９点・８６ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげのみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。
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第２６６図　１４０・１４１・１４２号実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'

No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 黒色土・暗褐色土粒の混合

2 黒褐色 黒色土・暗褐土粒の混合ローム・ソ
フトローム粒

3 黒色に近い黒褐色
4 暗褐色 1層土とロームの混合土
5 暗褐色 多量のソフトローム
6 暗褐色 多量のソフトローム塊（小）

7 褐色 ソフトローム主体
多量のロームブロック（小）

8 褐色 ソフトローム主体
多量のロームブロック（小）

7層よりも
ろい

9 明褐色 ハードローム塊群 壁が縦位にずれこんだもの
10 暗褐色 ロームブロック・黒褐色土粒

11 暗褐色 ロームブロック・ローム粒・黒褐色
土粒

12 褐色 ロームブロック
13 黒色 多量のローム微粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム・ソフトローム・暗褐色土
2 黒褐色 多量のソフトローム
3 暗褐色 ソフトローム・ローム・黒褐色土の混合
4 暗褐色 多量のローム
5 暗褐色 多量のソフトローム
6 褐色 多量のロームブロック・暗褐色土粒
7 褐色 多量のロームブロック・黒褐色土粒
8 暗黄褐色 ローム主体・多量の暗褐色土粒
9 黄褐色 全体にソフトローム主体
10 暗褐色 黒色土
11 暗褐色 ロームブロック・黒色土粒
12 黄褐色 ローム主体 9層より硬質
13 黒褐色 ロームブロック
14 黒色 ローム粒

セクション位置：A－A'

No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 黒色土を主として多量の褐色土塊 緊密
2 暗褐色 黒褐色土・褐色土の混合 緊密
3 暗褐色 黒褐色土・褐色土の混合・多量のソフトローム 緊密
4 暗褐色 黒褐色土・褐色土の混合 緊密
5 暗褐色 黒褐色土・褐色土の混合多量のローム・多量のソフトローム 緊密
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このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ６９％あり、当該時期を１４４号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２６８図１～５に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。４・５は羽状縄文系土器の胴部破片である。
１４５号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＧ－７３
【種別】　土坑？
【規模ほか】　長軸２．７０ｍ・短軸０．７２ｍ・深さ１９㎝。形状は楕円形？（第２６８図）。
【重複関係】　方形区画遺構との重複によって西側部分を欠失する。
【出土遺物】　３０点・１，５５０ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、２５点・２６８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条
痕文系、一部に縄文が施される条痕・縄文、羽状縄文系、浮島式、諸磯式などである。このうち主体
を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ４６％あり、当該時期を１４５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２６８図６～１８に示した。６～９は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。１０～１２は羽状縄文系土器の口縁部および胴部破片である。１３は浮島式、１４・１５は諸
磯ｃ式の胴部破片である。
１４６号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＧ－３９・４０
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸３．１８ｍ・短軸１．０２ｍ・深さ８７㎝。燃焼面不明（第２６９図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１４７号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＧ－６７・７７
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．９０ｍ・短軸１．００ｍ・深さ６９㎝。形状は楕円形（第２６９図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１４８号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＧ－７７
【種別】　陥し穴
【覆土】　黒色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒を含むものが多い。土のしまりは強い。
【規模ほか】　長軸２．２２ｍ・短軸１．００ｍ・深さ７２㎝。形状は楕円形（第２６９図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１４９号遺構
【検出位置】　０９９区ＰＧ－７２
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸２．９６ｍ・短軸１．００ｍ・深さ１３０㎝。形状は長楕円形（第２６９図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
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第２６８図　１４４・１４５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

第２６７図　１４３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図
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第２６９図　１４６・１４７・１４８・１４９・１５０号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土 有り
2 褐色 多量のソフトローム 有り
3 黒色 少量のローム（大） 有り
4 黒色 多量のローム微粒 有り
5 黒色 少量のローム微粒 有り
6 黒色 ローム微粒・多量の暗褐色土粒 有り
7 黒褐色 有り
8 暗褐色 褐色土塊（小） 有り
9 暗褐色 ソフトローム塊（小） 有り
10 黒褐色 有り
11 褐色 ソフトローム主体

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ソフトロームに小塊 良い
2 黒色 ソフトロームに微粒 良い
3 黒褐色 ソフトロームに小塊 良い 1層の軟質化
4 暗褐色 多量のローム粒 良い
5 4層より明るい暗褐色 多量のローム・多量のソフトローム 良い
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１５０号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＨ－４７
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．８０ｍ・短軸０．５９ｍ・深さ７４㎝。形状は長楕円形（第２６９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒を含むものが多い。土のしまりは強い。
【出土遺物】　覆土一括取り上げ資料として１点・１１ｇの土器が出土している。第２６９図１は諸磯ａ式
とみられる小破片であるが、これのみから本遺構の時期を決めることは難しい。
１５１号遺構
【検出位置】　０９９区ＯＨ－３０・４０
【種別】　集石遺構
【規模ほか】　長軸３．１０ｍ・短軸１．８４ｍ・深さ３２㎝。形状は不整形。多量の礫（第２７０図）。
【出土遺物】　３３５点・１５，８５７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、小型石鏃１点出土している。土器は、７点・８８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位
置を記録した点あげのみである。遺物は基底面より上、とくに覆土の上層から集中して出土してい
る。すべての土器が条痕文系のものであることから、当該時期を１５１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７０図１・２に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。第２７０図３は、最大長１４．７㎜を測る黒曜石製の石鏃である。
１５２号遺構
【検出位置】　０９９区ＰＨ－４１
【種別】　陥し穴
【規模ほか】　長軸１．９５ｍ・短軸０．７８ｍ・深さ６２㎝。形状は長楕円形（第２７１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１５３号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８９ｍ・短軸０．８８ｍ・深さ４２㎝。形状はピット状（第２７１図）。
【出土遺物】　２点・８８ｇの礫が出土している。いずれにも被熱のあとがみられる。石器は、砂岩な
どの剥片２点がある。土器は、４点・４１ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１５３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち主なものを第２７１図１～３に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の胴
部破片である。
１５４号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ１・Ａ２
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．７５ｍ・短軸１．７８ｍ・深さ１４９㎝。形状は円形（第２７２図）。
【出土遺物】　７７点・３，０３６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９５．９％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石１点出土している。土器は、１２点・１８０ｇ出土している。取り上げ方法は、一括
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第２７１図　１５２・１５３号遺構実測図および出土遺物実測図

第２７０図　１５１号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図
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扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１５４号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７２図１～６に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。第２７２図７は多孔質輝石安山岩製の磨石破片である。
１５５号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－２Ａ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．０２ｍ・短軸０．８４ｍ・深さ５４㎝。形状はピット状（第２７３図）。
【重複関係】　東側で１５６号遺構と重複する。
出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１５６号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ２・Ａ４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸６．２４ｍ・短軸２．８６ｍ・深さ１３３㎝。主軸方向　１５°。燃焼面１箇所（他に二箇所小
規模な焼土ブロックが出土）（第２７３図）。
【重複関係】　東側で溝状遺構と重複のため、その一部を欠失する。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。多量のローム粒・少量の焼土粒を含む。
【出土遺物】　３９点・１，４５４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、３点出土している。うちわけは、ナイフ形石器１点・楔形石器１点・石鏃１点である。土器は、
７４点・１，５３１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方
がある。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系のものである。このうち主体を占めるのは、条痕文系で
全体のおよそ９９％あり、当該時期を１５６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２７４図１～４に、覆土一括扱いのものを第２７４図
５～１１に示した。１～１０は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片、１１は羽状縄文系深鉢形土器
の口縁部破片である。１は環状の把手部破片である。４は現存器高９０㎜・推定底径８０㎜を測る土器の
底部である。５は平縁の深鉢形土器口縁部の大型破片である。横位隆帯上に楕円刺突文を施し、口唇
部前面には楕円刺突をめぐらす。口縁部には横位に細い条線を引いたあとやや斜めに幅広の工具によ
る条痕文を施す。
　出土石器を第２７４図１２～１４に示した。１２は最大長３４．０㎜を測る黒曜石製のナイフ形石器である。１３
は最大長３０．４㎜を測る黒曜石製の楔形石器である。１４は最大長１５．９㎜を測る黒曜石製の石鏃である。
片側の脚部を欠失する。
１５７号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．７８ｍ・短軸１．３０ｍ・深さ４０㎝。燃焼面２箇所。北側部分を欠失する（第２７５図）。
【出土遺物】　土器は、１５点・３５１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１５７号遺構の帰属時期とみる。
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第２７３図　１５５・１５６号遺構実測図・遺物出土状況図

第２７２図　１５４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒・ロームブロック（小）
2 暗褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒・ロームブロック（小）
3 暗褐色 多量のソフトローム・少量のロームブロック（小）
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第２７４図　１５６号遺構出土遺物実測図
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【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７５図１～５に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の
胴部、５は底部の破片である。
１５８号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．８７ｍ・短軸１．７５ｍ・深さ６０㎝。燃焼面１箇所。北側部分を欠失する（第２７５図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒・ロームブロック、焼土粒などを含む。
【出土遺物】　１８点・５３２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８０．３％に被熱のあとがみられ
る。石器は、打製石斧１点出土している。土器は、９点・１１５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆
土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１５８号遺構
の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７５図６・７に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片
である。第２７５図８は、最大長９６㎜を測る粘板岩製の打製石斧である。
１５９号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ３・Ｃ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．２６ｍ・短軸０．９３ｍ・深さ７８㎝。形状は楕円形（第２７５図）。
【出土遺物】　９点・４４８ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１点・１０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。唯一の出土土器が条痕
文系のものであることから、当該時期を１５９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第２７５図９は条痕文系深鉢形土器の底部破片である。
１６０号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｃ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．９４ｍ・短軸０．６７ｍ・深さ１５㎝。形状はピット状。北側に１６１遺構が隣接する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明（第２７５図）。
１６１号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ａ３・Ｃ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．９０ｍ・短軸０．５８ｍ・深さ２３㎝。形状はピット状（第２７５図）。
【出土遺物】　１５点・１８９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は
チャートの剥片１点がある。覆土一括扱いで取り上げた土器１点・１０ｇが出土している。唯一の出土
土器が条痕文系のものであることから、当該時期を１６１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第２７５図１０は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
１６２号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｃ２
【種別】　土坑
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第２７５図　１５７・１５８・１５９・１６０・１６１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のソフトローム・ローム粒・少量の焼土粒
2 暗褐色 多量のソフトローム・ロームブロック（小）・少量の焼土粒
3 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒
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【規模ほか】　長軸０．９５ｍ・短軸０．７１ｍ・深さ６５㎝。形状はピット状（第２７６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１６３号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｃ１・Ｃ３
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸３．５２ｍ・短軸１．１３ｍ・深さ４３㎝。燃焼面不明。西側は調査区外（第２７６図）。
【出土遺物】　６９点・２，７０７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は
１６点・２７０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文
系のものであることから、当該時期を１６３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７６図１～６に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。
１６４号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｃ３・Ｃ４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸３．０６ｍ・短軸２．０２ｍ・深さ１３５㎝。形状は不整形（第２７６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１６５号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｃ３、１Ｃ－Ａ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８１ｍ・短軸０．５３ｍ・深さ４８㎝。形状はピット状（第２７６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１６６号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｃ－Ａ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．４２ｍ・短軸２．０２ｍ・深さ８７㎝。形状は楕円形。西側は調査区外（第２７６図）。
【重複関係】　東側で１６７号遺構が重複する。
【出土遺物】　１７点・６９２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
チャートの剥片１点がある。土器は、２点・２０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのも
ののみである。いずれも条痕文系のものであることから、当該時期を１６６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７６図７・８に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。
　１６７号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｃ－Ａ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７０ｍ・短軸１．３５ｍ・深さ１６４㎝。形状は楕円形（第２７６図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１６８号遺構
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第２７６図　１６２・１６３・１６４・１６５・１６６・１６７号遺構実測図および出土遺物実測図
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【検出位置】　セ７２区１Ｃ－Ａ２
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３２ｍ・短軸１．２６ｍ・深さ７６㎝。遺構の西側と南側部分は未調査のため未検出で
ある。したがって全体形状は不明（第２７７図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。多量のローム粒・ロームブロックの混入がある。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１６９号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｃ－Ｂ１・Ｂ２
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸７．８７ｍ・短軸２．７７ｍ・深さ２０㎝。形状は不整形。南側は調査区外（第２７８図）。
【重複関係】　北側は古墳周溝と西側は土壙墓と重複のためこの部分を欠失する。
【覆土】　暗褐色土・明褐色土を主体とする。少量のローム粒・焼土粒を含む。
【出土遺物】　４０５点・１７，６５５ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみ
られる。石器は、２点出土している。うちわけは、磨石１点・石核１点である。土器は、１８３点・
２，７８９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・
羽状縄文系・加曽利Ｂ式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ
８８％あり、当該時期を１６９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２７８図１～５・第２７９図６～１９に示した。１～１０は条痕
文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１１～１５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部、
１６・１７は底部破片である。１８・１９は加曽利Ｂ式の粗製深鉢形土器の胴部破片とみられる。第２７９図２０
はデイサイト製の磨石の破片である。
１７０号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｂ１・Ｂ２・Ｂ３・Ｂ４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．７９ｍ・短軸２．８６ｍ・深さ７１㎝。燃焼面４箇所（第２８０図）。
【重複関係】　北側と南側で古墳周溝と重複するためこの部分を欠失する。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　６５点・２，５０８ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、１６点・２９１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条
痕文系・不明である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時
期を１７０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２８０図１～４に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。
１７１号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ａ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．２６ｍ・短軸１．７８ｍ・深さ８２㎝。燃焼面２箇所（第２８１図）。
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第２７８図　１６９号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

第２７７図　１６８号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 やや多量のローム粒
2 暗褐色 多量のロームブロック（小）
3 明褐色 かなり多量のロームブロック（小）・ローム粒

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のソフトローム・極く少量の焼土粒
2 明褐色 ソフトローム主体・少量のロームブロック（小）
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第２８０図　１７０号遺構実測図および出土遺物実測図

第２７９図　１６９号遺構出土遺物実測図⑵
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【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構中央部を欠失する。
【出土遺物】　１１点・１８９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１６点・３２６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文
系、一部に縄文を施す条痕・縄文である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよ
そ９８％あり、当該時期を１７１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２８１図１～５に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。３は外面に縄文の施文がある。４・５は底部破片で、４は推定底径１３０㎜を測る。
１７２号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｄ４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７４ｍ・短軸２．６５ｍ・深さ３６㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第281図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側の一部を欠失する。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含む層が多い。
【出土遺物】　１６点・１，０１６ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、２点出土している。うちわけは、剥片１点・石刃様剥片１点である。土器は、２２点・３６６ｇ出土
している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであるこ
とから、当該時期を１７２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２８１図６～９に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。出土石器を第２８１図１０・１１に示した。１０は最大長３４．８㎜を測る黒曜石
製の剥片である。１１は最大長２７．１㎜を測る黒曜石製の石刃様の剥片である。
１７３号遺構
【検出位置】　セ７２区１Ｂ－Ｄ２・Ｄ４、２Ｃ－Ｃ１・Ｃ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．７６ｍ・短軸４．１０ｍ・深さ９２㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第28２図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロック、焼土粒・焼土ブロッ
クを含む層が多い。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北西部２箇所に、長軸１９０・短軸３６・
厚さ１０㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　１７０点・８，０６３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９１．７％に被熱のあとがみ
られる。石器は、２点出土している。うちわけは、石核１点・磨石１点、このほか黒曜石の剥片１点
がある。土器は、２１４点・３，７０５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げ、一括扱いの両方がある。遺物は主として覆土の上層から出土している。そのすべてが条痕文系の
ものであることから、当該時期を１７３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２８２図１・２に、覆土一括扱いのものを第２８３図
３～３０に示した。１～１４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１５～２９は胴部破片、３０は推定底径８７㎜を測
る底部破片である。
１７４号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ａ－Ａ４・Ｂ３・Ｃ２・Ｄ１・Ｃ４・Ｄ３
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第２８１図　１７１・１７２号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒・焼土粒
2 暗赤褐色 多量のソフトローム・焼土粒
3 黒褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒
4 暗褐色 やや多量のソフトローム・多量のローム粒
5 黄褐色 ソフトローム主体・多量のロームブロック（小）
6 黒褐色 少量のローム粒 撹乱か？
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第２８２図　１７３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 多量のロームブロック（小）・ローム粒・少量の焼土粒
2 暗褐色 多量のロームブロック（小）・ローム粒・少量の焼土粒
3 暗赤褐色 多量の焼土粒・ロームブロック
4 明褐色 ロームブロック主体・多量のローム粒・焼土粒
5 明褐色 ロームブロック
6 暗褐色 やや多量のローム粒・焼土粒
7 明褐色 ロームブロック 地山
8 暗褐色 やや多量のロームブロック（小）
9 暗赤褐色 多量の焼土ブロック・焼土粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒
2 暗褐色 多量のソフトローム
3 暗褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒
4 黒褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒
5 暗褐色 多量のロームブロック（小）・ローム粒・少量の焼土粒
6 黒褐色 多量のソフトローム・ローム粒・少量の焼土粒
7 暗褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒
8 暗褐色 多量のロームブロック
9 黒褐色 少量のローム粒・極く少量の焼土粒
10 ソフトローム主体
11 明褐色 ロームブロック主体・少量の焼土粒・黒色土
12 ハードロームブロック 粗い

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層
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第２８３図　１７３号遺構出土遺物実測図実測図⑵
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第２８４図　１７４号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒
5 黒褐色 少量のソフトローム・焼土粒
6 暗褐色 少量のソフトローム・焼土粒
7 暗褐色 やや多量のソフトローム
8 黒褐色 やや多量のソフトローム 有り
9 暗褐色 多量のソフトローム 有り

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒
2 黒褐色 極く少量のソフトローム
3 暗褐色 少量の焼土粒
4 暗赤褐色 多量の焼土粒・少量のソフトローム
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第２８５図　１７４号遺構出土遺物実測図
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１１．０４ｍ・短軸７．００ｍ・深さ６８㎝。燃焼面７箇所（第２８４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒や焼土粒を含むものが多い。
【重複関係】　古墳周溝との重複により南側の一部を欠失する。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。覆土内に集石２箇所が検出された。
【出土遺物】　３３２点・１５，５２５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、黒曜石の剥片１点がある。土器は、２０８点・２，９１９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱
いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系・前期後葉である。このうち主体を占める
のは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を１７４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第２８５図１～２２に示した。１～９は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、１０～１９は胴部破片、２０・２１は底部破片であり、２１は底径１０６㎜を測る。２２は前期後葉の深鉢
形土器胴部破片とみられるもので、斜位の沈線文・竹管文がある。
１７５号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ａ２・Ｂ１・Ａ４・Ｂ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．３１ｍ・短軸４．２１ｍ・深さ８７㎝。燃焼面３箇所（第２８６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む層が多い。一部
に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部よりの東南部分に、長軸２３８・短軸１２２・厚さ５２㎝ほどの
規模で形成されていた。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構中央の一部を欠失する。
【出土遺物】　２６８点・８，１９８ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６７．４％に被熱のあとがみ
られる。石器は、２点出土している。うちわけは、石皿１点・磨石１点、このほか黒曜石の剥片２点
がある。土器は、５５０点・１０，２３３ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げ、一括扱いの両方がある。遺物は覆土の上層を中心に出土している。土器のうちわけは、条痕文
系・羽状縄文系である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．８％あり、当該時期
を１７５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２８８図１・第２８９図２～１５・第２９０図１６～２７に、覆
土一括扱いのものを第２９１図２８～５５・第２９２図５６～６６に示した。１は推定口経２６２・１８２㎜、現存器高
１６４㎜を測る口縁部が緩やかな波状をなす深鉢形土器である。その上面観は、長軸・短軸の口経差が
およそ１００㎜ある舟形状をなす。文様は、細い沈線による三角形および菱形区画内に連続刺突文を充
填、要所に円形文をもつ。口唇部前面に刻みをめぐらせる。口縁部文様帯は刻みを有す横位隆帯で区
分される。２～７・２８～３７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、８～２５・３８～６２は胴部、２６・２７・６３～６５
は底部の破片である。６６は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器のうち主なものを、第
２９２図６７に示した。残存最大長２５０㎜、重さ２，１１９ｇを測る多孔質輝石安山岩製の石皿である。
１７６号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｃ２
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第２８６図　１７５号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 黒褐色 少量のローム粒
3 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒
4 暗褐色 少量のソフトローム・ローム粒
5 黒褐色 少量のソフトローム
6 黒褐色 少量のソフトローム
7 黄褐色 ソフトローム主体
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【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸２．４９ｍ・短軸１．２０ｍ・深さ２８㎝。形状は楕円形（第２９３図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒を含むものが多い。
【重複関係】　古墳周溝との重複により東側の部分を欠失する。
【出土遺物】　２２点・１，０８４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、無斑晶ガラス質安山岩の剥片１点がある。土器は、６２点・１，０７９ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は覆土の上部からみつかってい
る。土器のうちわけは、条痕文系・不明である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体
の９９．８％あり、当該時期を１７６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２９３図１に、覆土一括扱いのものを第２９３図２～
８に示した。１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片で、細い沈線区画内を深い押し引き沈線で充填する
文様がみられる。２～８は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
１７７号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｃ１・Ｃ２・Ｃ３・Ｃ４

第２８７図　１７５号遺構遺物出土状況図
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第２８８図　１７５号遺構出土遺物実測図⑴
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第２８９図　１７５号遺構出土遺物実測図⑵
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第２９１図　１７５号遺構出土遺物実測図⑷
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第２９２図　１７５号遺構出土遺物実測図⑸
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第２９３図　１７６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のソフトローム・ローム粒
2 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒 ややしまる
3 黒褐色 やや多量のローム粒
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．４２ｍ・短軸２．８２ｍ・深さ８３㎝。燃焼面３箇所（第２９４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒、焼土粒を含む層が多
い。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部よりやや北部に、長軸２１８・短軸１９０・厚さ４５㎝
ほどの規模で形成されていた。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【重複関係】　古墳周溝との重複により東側の部分を欠失する。
【出土遺物】　３２２点・１２，６０１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．２％に被熱のあとがみ
られる。石器は、４点出土している。うちわけは、彫器１点・石鏃１点・石核２点、このほか黒曜
石・チャートなどの剥片４点がある。土器は、４５１点・１２，９５７ｇ出土している。取り上げ方法は、平
面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構の中心部基底面からみつかって
いる。土器のうちわけは、条痕文系・羽状縄文系である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のも
ので全体の９９．５％あり、当該時期を１７７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第２９５図１～１４・第２９６図１５～１８に、覆土一括扱い
のものを第２９６図１９～３２・第２９７図３３～５６・第２９８図５７～７６・第２９９図７７～９０に示した。１～４・１９～４３
は条痕文系深鉢形土器の口縁部、５～１８・４４～８０は胴部、８１～８６は底部の破片である。７は現存器高
１２３㎜・推定胴部最大径２８４㎜を測り、刺突文を連続して菱形状に配す文様をもつ。また、屈曲部にも
楕円刺突文をめぐらす。２２は微隆帯による区画内に刺突文を充填し、要所に円形文を施すもので、口
唇部前後面に刺突文をめぐらせる。３３・３４は凹線による曲線文をもつものである。８５は現存器高６１
㎜・推定底径５４㎜を測る小型の深鉢形土器である。８７～９０は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破
片である。出土石器を第２９９図９１～９４に示した。９１は最大長２６．３㎜を測る黒曜石製の彫器である。９２
は最大長１４．８㎜を測る黒曜石製の石鏃である。９３は最大長５９㎜を測る無斑晶質安山岩製の石核であ
る。９４は最大長４８㎜を測る菫青石ホルンフェルス製の石核である。
１７８号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｃ４・Ｄ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．２７ｍ・短軸２．５３ｍ・深さ６０㎝。燃焼面２箇所。南側は調査区外（第３００図）。
【覆土】　暗褐色土・黒色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を多く含む。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。覆土内に集石２箇所が検出された。
【出土遺物】　２８４点・１８，７８５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９９．９％に被熱のあとがみ
られる。石器は、石核１点、このほか頁岩の剥片１点がある。土器は、１５２点・２，５７４ｇ出土してい
る。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系である。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を１７８号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３００図１～１６・第３０１図１７～２５に示した。１～９は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、１０～２２は胴部、２３は底部の破片である。２４・２５は羽状縄文系・関山式深鉢
形土器の胴部破片である。
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第２９４図　１７７号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純貝層 ハマグリ マテガイ・マガキ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のソフトローム・焼土粒
2 暗褐色 少量のローム粒
3 暗褐色 やや多量のロームブロック（小）・ローム粒
4 黒褐色 少量のソフトローム
5 暗褐色 少量のソフトローム・ローム粒
6 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒・焼土粒
7 明褐色 多量のソフトローム
8 暗褐色 かなり多量のローム粒・少量の焼土粒
9 暗褐色 やや多量のソフトローム
10 明褐色 ソフトローム主体
11 暗褐色 多量のローム粒・少量のロームブロック（小）
12 黒褐色 多量のロームブロック（小）・やや多量のローム粒・焼土粒

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純貝層 ハマグリ マテガイ・マガキ

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒
2 黒褐色 少量のソフトローム
3 黒褐色 少量のソフトローム
4 黒褐色 少量のロームブロック（小）・焼土粒
5 暗褐色 多量のソフトローム
6 明褐色 ソフトローム主体
7 焼土
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第２９５図　１７７号遺構出土遺物実測図⑴
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第２９６図　１７７号遺構出土遺物実測図⑵
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第２９７図　１７７号遺構出土遺物実測図⑶
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第２９８図　１７７号遺構出土遺物実測図⑷
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第２９９図　１７７号遺構出土遺物実測図⑸
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